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    　がちゃん、がちゃん、がちゃんがちゃんがちゃがちゃがちゃがちゃ──がきん。


    　……ぎぃ。


    　決して開くはずのない扉とびらが、鈍にぶい音を立てながら、僕の前で開いていく。


    　噓うそ──だろ？　


    　目を疑ってみたけど、現実はゆるがなかった。


    　開いた扉から、筋肉むきむきで息を荒らげている大男がゆっくりと出てくる。


    　そして辺りをひとしきり見渡したあと──僕と、目が合った。


    　とたん、大男は、にぃ、といびつな笑みを浮かべる。


    　それだけで、僕の恐怖心は限界にまで達してしまい。


    「うぎゃあああああああ！！！」


    　やっと出た悲鳴と共に、僕は持っていたホウキを投げ捨て、脱だつ兎とのごとくいざ逃走。


    　後ろなんて絶対、振り向いてやるもんか。どすどすという大きな足音が僕を追ってきてるけど、そんなの信じたくない。


    　だって、あいつ檻おりから出てきたんだよ？


    　異能力者専用牢ろう獄ごく──通称『怪かい賊ぞく城じよう』の檻を無理やりにこじ開けて出てきたやつなんて、絶対ダメじゃん。無理じゃん。友達になれる確率ゼロだって。


    「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ」


    　獣けもののような咆ほう哮こうまで聞こえてきた。怖いよぉ、帰りたいよぉ。


    「こっから出せこらぁぁぁ！」


    「あひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」


    「死ぬよ。死ぬ。おまえ、死し相そうが出てるぅぅぅぅ」


    　脱走した大男に気づいて、檻に入っている囚しゆう人じんたちもいっせいに騒ぎはじめた。


    「う、うるさいっ。黙っててください。こっちは命の危機なんだから！」


    　両側に檻が並ぶ廊下を、僕はがむしゃらに走り抜ける。騒いでいる囚人なんて、無視だ。


    　騒ぎを収めるのは、僕の仕事じゃないっ。僕の仕事は、怪賊城の掃除。それだけだ。


    　危険なことなんてなにもない、ごくごく安全な職場だってしーちゃんは言っていた。


    「あぁぁぁぁ、もうっ。しーちゃんの噓つき！　極悪人！」


    　前方に階段が見えてきたので、僕はその階段を勢いよく下った。


    　下った先に逃げ場があるかなんて知らないけど、立ち止まるよりもずっといい。あいつに捕まったら、絶対にひどい目にあわされるに決まってる。


    「なんでっ、こんなことになるんだよ！」


    　涙をぽろりとこぼしながら嘆いてみるけど、答えなんて返ってくるはずもなかった。


    　こんなところで働くんじゃなかったと、さっきからもう何十回も心の中で呟つぶやいている。


    　でも、働くしかほかに道はなかった。


    　元はといえば、僕が桜さくら下した卿きように借金を背負ってしまったのがいけなかったのだ。あんな鬼の権ごん化げに借りを作るのなら、かわいい妹と共に夜逃げした方がマシだった。


    　帝てい都と治ち安あん維い持じ局内、オカルト事件専門組織──鬼ほお灯ずき機関の司令である桜下屍し人びと、通称しーちゃん（本人には絶対に言えないけど）に僕が借金をしてしまったのには、深く……はないけど、わけがある。


    　それは先月のこと。


    　僕と妹の夕ゆう日ひちゃんは、三み日か月づき卿を名乗る怪かい人じんと真まっ向こうから対決した。呪のろいと噓うそが入り乱れた、僕にとって忘れられない事件。


    　三日月卿事件──世間ではそう呼ばれているけど、その事件の最中に、僕らはしーちゃんから借りていた一軒家を見事に灰にしてしまったのだ。もっとくわしく言うのなら、ついうっかりと、夕日ちゃんが呪いの力を使って焼いてしまった。全焼だった。


    　しーちゃんは伯はく爵しやくの地位もある立派なお貴族様だ。もちろん資産だって相当なもの。だから、古びた家が一軒くらい焼けてしまおうと、笑って許してくれると思っていた。なのに、あの鬼司令は僕にこう言ったのだ。


    「全額弁べん償しようさせるに決まっている。もちろん、ビタ一文もまけてなどやるものか」


    　金持ちのくせにケチだった。


    「なぁに、もう仕事は見つけてある。そこでけんめいに働いて、毎月、弁償代をちょっとずつ返してくれればそれでいい。利子もつけない。な？　俺はやさしいだろう？」


    　そのとき、ちょっとでもしーちゃんのことをやさしいと勘違いしてしまった僕は、本物のばかだと思う。


    　しーちゃんが見つけてきた仕事──それが、怪かい賊ぞく城じようの掃除だったのだ。


    　異能力を使って犯罪を起こした者たちばかりが収容されている専用牢ろう獄ごく。帝都治安維持局の人たちも軽々しくは近づかない超危険な場所。魔ま窟くつだとか猛獣博覧会なんて呼び名で恐れられている場所が、僕の職場になるなんて、予想もつかなかった。


    　ただ、超危険な場所とはいえ、囚しゆう人じんたちはみんな檻おりの中にいるのだから、直接関わることもない。掃除の最中に檻の中から喋しやべりかけられるということはあったけれど、たいてい無視していた。だからここで仕事を始めて一か月、一度も怖い思いをしたことはなかった。


    　安心していたし、慣れはじめていた。


    　だから、今日も今日とて、さぁていっちょ、掃除してやりますか！　といった具合にやる気充分に仕事を始めたのに。


    　檻、壊してるやつがいるんだもんなぁ。


    「うひぃぃぃぃぃぃっっっ」


    　情けない叫び声を上げて、階段を下りきる。その先には扉とびらが一つ見えた。


    　僕はポケットから鍵かぎをとり出し、急いで扉の鍵穴へとつっこんだ。色んな場所を掃除しなければいけないので、看かん守しゆさんからマスターキーを持たされているのだ。


    　がちゃりと鍵が開き、急いで扉を開けると中へと飛び込んだ。


    　そして飛び込むと同時に、内側から鍵をかける。


    「ふぅ……、これで一安心、かな」


    　びっしょりと冷や汗で濡ぬれた額ひたいを袖そでで拭ふき、僕は胸を撫なで下ろす。


    　そして改めて、自分が入った部屋を確認した。


    　真っ白い部屋。


    　白い光を放つ電灯が、白一色の壁と床を照らしていた。まぶしすぎて、目を細めてしまう。


    



    「ふふふふふふふふ。こりゃあうれしい。お客さんがきてくれるなんて。二十四日と六時間三十二分四十七秒ぶりだ。ようこそ──私は君を、歓迎するよ」


    



    　視界が安定してくると同時に、竪たて琴ごとを奏かなでるような美しい声こわ色いろが僕の耳に届いてきた。


    　声のした方に目を向けると、そこには真っ白い部屋の中で唯ゆい一いつ異彩を放つ、鈍にび色いろの檻おりがあった。


    　そして、檻の向こう側にいたのは──。


    「博士……？」


    　見覚えのある人物だった。


    　色の抜けた真っ白な髪を腰まで伸ばした男が一人、古びた安楽椅い子すに腰掛け、銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねごしにねっとりとした視線を僕へと向けている。


    　僕の記憶によると、この人の体はどこもかしこも細くて、それでいて長い。背も高くまるでかかしのような見た目をしていた。しかし、今はそんな体を見ることはできない。なぜなら、両手両足の動きを完全に封じるため、拘束服を着させられているからだ。白い布袋に体をすっぽりと覆おおわれ、ベルトによって固定されているかのように見える。そんな姿なのに、なぜだか拘束服の上から白衣を羽は織おっているのが不思議だ。


    　この人の名は、墓はか場ば影かげ郎ろう。


    　かつて、鬼ほお灯ずき機関の実戦部隊に所属していた異能力者だ。医学博士でもあったので、みんなから墓場博士と呼ばれていた。


    　墓場博士といえば、実戦部隊一の切れ者として有名だった。参さん謀ぼうとしての役割を果たし、いつも知略を尽くした作戦を考案し、犯人を追いつめていた。


    　僕も何度か墓場博士の姿を桜さくら下した卿きようの館やかたで見たことがある。会話したこともあったと思う。


    「君は確か……そうだ、病わくら葉ば久く郎ろう君だ。あの可愛かわいらしい少女のお兄ちゃん……。どうした、久く郎ろう君。そんなところでぼんやりしてないで、私の前に来たまえよ。話すときはお互い面と向かった方が話しやすいだろう？」


    　真っ白い肌の中で唯ゆい一いつ、紅べにでもさしたかのようにてらてらと赤く光るくちびるを、ぺろりと長い舌で舐なめながら、墓はか場ば博士は僕の名を呼ぶ。


    　こんなことを言うのはなんだけど、気き色しよくの悪い人だ。


    「いえ、あなたと話すことなんてありません……でも……」


    「でも？　なんだい、なにか言いたいことがあるなら言ってごらんよ。聞く耳ならここにちゃあんと二つついているんだからね」


    　よっぽど喋しやべりたかったのか、墓場博士の口からはするする言葉があふれてくる。


    　それに引き換え、僕の口は重い。この人と喋るのは、苦手だ。いくら話しても、まるで本心が見えない。


    「……本当に捕まっていたんですね」


    「なぁんだ、そんなことか。なにをいまさら。君だってとっくに知っていたのだろう？　私が鬼ほお灯ずき機関の一員だった栄光の日々ははるか昔。今はご覧のとおり捕らわれの罪人さ。しかも、ふつうの囚しゆう人じんと違って私はこんな風に体の自由まで奪われている。よっぽど危険視されているんだろうね」


    「そりゃあ、危険でしょうね──あんなことをしたんですから」


    「あんなことってのはあれかい？　帝てい都とを真っ赤に燃やしたことかい？　まぁね、あれはひどかったねぇ。人だってたくさん燃えてたよね。ねぇ、焼け死ぬのってどうなのかな？　熱くて痛くて苦しいのかな？　想像してもわからないからなぁ、やっぱり体験するのが一番だけど、熱いの嫌いなんだよねぇ」


    「知りませんし、知りたくありません。不愉快なこと言わないでください」


    　墓場博士の言葉は、まったくの人ごとだった。自分のせいでたくさんの人が苦しんで、悲しんで、死者まで出たっていうのに、どういうつもりなんだろう。


    　鬼灯機関の一員、つまりは犯罪を起こした異能力者を捕まえる側の人間だったはずの墓場博士が、こうして捕まっているのは、ある事件の首しゆ謀ぼう者だったからだ。


    　悪名高き──大焦しよう熱ねつ事件。


    　帝都随ずい一いちの大通りを炎の海に巻き込んだ惨さん劇げき。


    　その惨劇は、とある異能力犯罪者と発火能力者である墓場博士が町まち中なかで戦闘になったのが発ほつ端たんだった。


    　墓場博士は戦闘中、敵の能力によって体を操あやつられ、その結果、博士の意志に反し、町じゅうを火の海にしてしまったのだ。


    　事件は、敵の能力から逃のがれた墓場博士が、敵を殺害することで終わりをみた、かのように見えた。


    



    　──だが、事実は違った。


    



    　のちに判明したことなのだが、敵となった異能力犯罪者には人を操る力などなく、いやそれ以前に、その人物は異能力者ではあったものの犯罪者ではなかったのだ。墓はか場ば博士によって異能力犯罪者に仕立て上げられたその人物は、町中におびき寄せられ、あげくに殺されてしまった。


    　すべては、墓場博士の策略。


    　博士は最初から帝てい都とを火の海にする計画を練っていたのだ。


    「いやぁ、それにしてもまいったね。私の計画を見破る者がいるだなんて。恐るべし鬼ほお灯ずき機関。やっぱり物事には完かん璧ぺき、なんてことはないのだね。いい勉強になったよ──ふふふふふふふふ」


    「あなたの計画を見破ったのは、確か思し夜やさん、でしたよね？」


    「あぁ、そうさ。あの子は抜け目ないねぇ。事件が終わったあとにも私の周辺をかぎ回っていたし。まるで犬みたいな子だよ、桜さくら下した卿きようの犬」


    「思夜さんのこと、悪く言わないでください。むかつきます」


    「ほぉ、なぜ君がむかつくのかな？　常盤ときわ君が悪く言われようと、君には関係ないじゃないか。それとも、君と常盤君はただならぬ関係なのかな？　気になるなぁ。生き別れの姉と弟だとか、前世からの縁だとか、それとも恋仲、なんてことも充分あり得る話だね」


    「そんなんじゃありません。……思夜さんには、色々お世話になっているだけです」


    　いいかげん、この人と会話するのも嫌になってきたな──なんて思っていると。


    　どごぉん。


    　僕が鍵かぎをかけた扉とびらから、ものすごい音が響いてきた。


    　この音……大男に追いつかれたのか。


    　おそらく、無理やり扉を壊そうとしているにちがいない。


    「どうしよう……この扉、頑がん丈じようかな？」


    「ん？　あれはなんの音かな？　また誰か私に会いにきてくれたんだろうか？」


    「そんなんじゃありませんよ。檻おりを壊して脱走した大男が、僕を追ってきたんです！」


    「なんで君を追うんだい？　なにか君に恨うらみでもあるのかな？」


    「恨みなんて買ってません！　あいつが檻をぶち破ったところに、たまたま僕がいただけです」


    「偶然、か。そんな都合のいいもの、存在しないし、私は信じないな。しかし、今はそんなこと置いておいて。私の目もく算さんだと、その扉、あと五回も叩たたかれれば壊れるだろうね」


    　どごぉん。


    　丸太でぶっ叩いているような衝撃が、伝わってくる。


    「あ、あと四回？　ど、どうしよう。どっかに逃げなきゃ」


    「逃げられないよ、だってここで行き止まりだもの。それにしてもあいつ、君を追ってきたって言うわりに、結構時間がかかったなぁ。ここに来るまでの道は、一本のはずなのに。なんでだろう？　私に近づくのが怖かったのかな？」


    「今はそんなこと気にしてる場合じゃないです。僕の身を案じてください！」


    　どごぉん。


    　あと三回。


    　殴なぐられる度たびに、扉とびらがみしみしと鳴っている。


    　三回と言わず、今にでも壊れてしまいそうだ。


    「それじゃあ助言を一つ。久く郎ろう君、私の能力を知っているかい？」


    「え？　なんですか、こんなときに……えっと、発火能力ですよね？」


    「そう、発火能力。私は両手から自由に炎が作り出せる能力の持ち主さ。でも、この場所では炎は出せない。なぜだかわかるかい？」


    「ここが異能力者専用牢ろう獄ごくだからでしょっ。ここは、どんな異能力も封印されてしまうようできているって聞いています」


    　どごぉん。


    　僕は扉に全体重をのせ、打ち破られないよう必死に押さえる。


    　しかし、相手の力の方がはるかに上だ。もう押さえきれない。


    「その原理を、さくっと解説してあげよう。ここは確かに異能力を封印してしまう場所だ。でもあらゆる異能力をいっさいがっさい封じてしまう術すべがあるわけじゃない。ここにはね、囚人一人一人に対応した封印が、施してあるだけなのさ。──たとえば、この部屋には火が一いつ切さい発生できないような封印がしてある。たったそれだけで、発火能力者である私は無力な存在になってしまっているというわけだ」


    　どごぉん、どごぉん。


    　ついに扉が破られた！


    　僕はぶっ飛ばされた扉と一緒になって、床へと転がる。


    「ふぎゃんっ！」


    　体のあちこちを床に打ち付けてしまったけれど、痛みをこらえて急いで立ち上がった。


    　壊された扉の前には、大男が立っている。


    「うぐるるるるるるるるるる」


    　吐と息いきと共に、うなり声を上げている。まるっきり獣けものだ。


    　大男は僕から視線を外し、墓はか場ば博士の方を見た。すると、びくりと肩を震ふるわせ、部屋に入るのを躊ちゆう躇ちよした。


    「ほらやっぱり、彼この部屋に入るのが嫌なんだよ。なんでかな？　私、そんなに怖いかな？　ほーら、怖くないよぉ。おいでおいで」


    「寄ってきませんよ。どんなに興奮してても、あなたが危険な人だってのはわかるんです」


    　言いながらも、呼吸を整え、心を落ち着かせる。


    　そして、僕は大男を睨にらみつけた──もう恐怖は収まっていた。


    「博士、助言ありがとうございます。あなたの言葉で、ようやく気づきました」


    　僕は右の袖そでをまくった。その下には細い鎖くさりが何重にも巻き付けてある。


    　この鎖は、三み日か月づき卿きよう事件以来、僕が愛用している魔法の力を付加した道具──魔法具マジツクアイテムだ。


    　僕はこの魔法具に呪のろいの力を混ぜ合わせることによって、能力を強化している。


    「呪まじない師、病わくら葉ば久く郎ろう──お相手します！」


    　心の中で、絶対にちぎれない銀の鎖を思い描く。


    　それを現実の鎖と重ね合わせ、つなげる──これが僕の、呪いの鎖。


    　じゃらじゃらじゃらじゃらじゃら──。


    　右腕に巻き付いていた鎖の先端がぐんぐんと伸びた。


    「やっぱり……呪いが使える！」


    　鎖の隅すみ々ずみにまで意識が行き届いている。この鎖は手足の延長線、自在に動かすことができる。


    「動かせるなら──おまえなんかに、負けない！」


    　じゃらり、と地面に鎖が垂たれた。


    　そのとたん、大男はこちらの敵意を感じ取ったのか、躊ちゆう躇ちよしていた部屋の中へと踏み込んできた。拳こぶしを握り、筋肉が盛り上がった腕を、豪快に振り上げ突進してくる。


    「うごぉぉぉぉぉぉぉぉっ！！！」


    　大男が吼ほえた。


    　しかし、もう遅い。


    　地面に垂れた鎖は瞬またたく間に大男へと伸び、下半身へと絡からみ付き、体の動きを封じている。


    　まるで植物のツルのように何重にも絡み付いた鎖は、大男の怪力でも解くことはできない。


    　呪いの鎖による拘束──呪じゆ縛ばく。


    「もともと、僕の呪いの本質は黒い荊いばら、なんです。だから荊の性質、さらには植物の性質を鎖に与えることも、難しくはありません。たとえば、根のように地を伝い、ツルのように絡み付く。そして──ねじり、締め付ける」


    　植物の力とは、万まん力りきのように、静かで、それでいて強い。その力を思い描きながら、大男に絡み付いた鎖に力を込める。ぎりり、と鎖は締まっていく。


    「うがぁっ！」


    　大男は体を締め付ける鎖をむしり取ろうとするが、すでに全身に鎖が絡まっている。


    　首から下を全すべて鎖に搦からめ取られると、大男はようやく暴れるのを止やめた。


    　ふふん、とおもわず口の端を吊つり上げてしまう。


    「捕ほ縛ばく完了──おしまいです」


    　勝負あり、なんてかっこつけるのもおこがましい。こんなの勝負じゃない。


    　たかだか力が強いってだけの人相手なら、異能の力が負けるはずはない。一方的に異能力でねじ伏せただけだ。


    「へぇ、すごいじゃないかっ！」


    　僕の行動を一部始終みていた墓はか場ば博士が、唐とう突とつに甲かん高だかい声を上げた。


    　大男が完全に動けなくなっているのを確認してから、僕は墓場博士へと視線を移す。


    「……なにがです？」


    「君の呪のろいさ。術の発動までの時間や動作の精密さは大したものだ……君ってそんな優秀な術者だったっけ？　私の知っている久く郎ろう君は、もっとダメな子だったように記憶しているんだけどな」


    「ダメな子って、ひどいですね……僕だって、日々成長しているんです。……いい師匠に巡めぐり合いましたからね」


    　一瞬、いい師匠と言おうかサド幼女と言おうかで迷ってしまった。


    　呪いの技術がぐんと上達したのは、師匠のサディスティックな特訓のたまものだ。僕はこの一か月、来る日も来る日も、死ぬような思いをしながら師匠から出される課題をこなし続けてきた。


    　たとえば、空から降ってくる無数のカミソリを鎖くさりですべてはじいてみたり、とてつもない必殺技ベアークローの使い手である巨大熊ぐまと戦わせられたり、はたまた熟睡中に冷水をぶっかけられたり……最後のはいやがらせだろうけど、ともかくさんざんな目にあったのだ。
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    　師匠曰いわく、僕が扱う病わくら葉ば呪じゆ術じゆつというのは、負の感情を原動力にしているのだから、辛つらい修行をこなすことで技術の上達と同時に原動力の蓄積にもなる、とのことだ。つまり、辛く苦しい思いというのも、立派な負の感情というわけだ。


    　そんな厳しくも効率のいい修行をしてくれる師匠とは、つまり──釈しや迦か堂どうこるりのことだ。


    　時計店を営んでいたりひきこもりだったり甘党だったりと、こるりは色々とややこしいやつなのだが、あいつを表わす的確な言葉ならすぐに思いつく。


    　魔女。


    　釈迦堂こるりは、まぎれもなく魔女なのだ。そして僕はそんな魔女に魂たましいを売ってしまったがために、現在では魔女の弟子という立場になっている。


    「いい師匠ねぇ。君の力をそこまで向上させられる人物なら、ぜひ私も会ってみたいものだな。効率的な能力開発というのも興味深い題材だ……とはいえ、私はこれからもずっとここに幽ゆう閉へいさせられ続けるのだから、望みは叶かなわないだろうけどね──ふふふふふふふ」


    　自じ虐ぎやく的な台詞せりふとともに、墓はか場ば博士は気味の悪い笑い声を上げた。


    「ずっと幽閉って言っても、服ふく役えきして罪をつぐなえば、いつか出ることもできるんでしょう？」


    「ははっ、君はおもしろいことを言うね？　私が罪をつぐなう？　そんなことできないよ。だって私に罪の意識なんてないのだから。私のせいで人が死のうが街が崩壊しようが、ちっとも悪いとは思わない。むしろ愉快だね。私以外の人間が苦しんでいるのはおもしろくってしかたないよ」


    「…………」


    　やっぱりこの人はどこか壊れている。


    　大焦しよう熱ねつ事件を起こしたのだって、ただ帝てい都とが混乱する様子を見たかった、それだけの理由らしい。


    　知性豊かで落ち着いた物腰──しかしその反面、性格は破滅的。


    　確かに墓場博士は、怪かい賊ぞく城じようの奥深くに、永遠に幽閉しておかなければならない犯罪者なのかもしれない。


    「おや、足音が聞こえてきた。この足音は、看かん守しゆのものだな。それも三人。この足音の感じは、細ほそ野の君と高たか橋はし君とあと一人……坂さか本もと君かな。……あーあ、せっかく久く郎ろう君が私に会いに来てくれたというのに、もう終わりか。どうやらお迎えの時間のようだよ」


    　墓場博士がそう言い終わると同時に、三人の看守さんが部屋に入ってきた。


    　博士の言ったとおり、細野さんと高橋さんと坂本さん。ばっちり当てているあたり驚きだ。


    　看守さんは三人とも手には抜き身の刀を持っている。上の階で囚しゆう人じんが脱走したのに気づいて、ここまでやってきたのだろう。


    「──久く郎ろう君、無事だったかい？」


    　僕の顔を見て、三人の中でも最年長の細ほそ野のさんが駆け寄ってきてくれた。毎日の掃除にきているおかげで、ここの看かん守しゆさんともすっかり顔なじみだ。


    　僕は大丈夫だという証拠に細野さんへとにっこり笑みを向けると、鎖くさりでぐるぐる巻きになっている大男を指差した。


    「脱走した囚しゆう人じん、捕まえておきましたよ」


    「おおっ、ありがたい。……面倒かけてしまったね。いやはや、面めん目ぼくない」


    「いえ、お役に立ててよかったです……でも、どうして脱走なんて？　檻おりはちょっとやそっとじゃ壊れないものでしょう？」


    「筋力特化の能力者じゃなきゃ壊せないだろうね。もっとも、そんな囚人には、術で強度を高めた檻を用意するんだが……」


    　細野さんはちらりと横目で大男を見る。


    「こいつにはもともとそんな力、なかったはずなんだ。知らない間に異常な筋力を身につけたのか……。こりゃあ、どういうわけだ？　早く原因をつきとめないと」


    　そう言って、看守さんたちは三人掛かりで大男の体を持ちあげ、運びはじめた。


    「筋肉増強の理由、かぁ……」


    　どうやったら短期間でここまでの筋肉むきむき男になれるんだろう？　狭い檻の中で腕立て伏せや腹筋運動にはげむ様子を想像してみたけれど、そんなんじゃ無理だ。


    「ま、僕が考えてもしかたない」


    　原因を追及するのはもっとべつの人たちだ。僕はただの掃除係なんだから。


    「……久郎君」


    　檻の中から、僕にしか聞こえないような小声で呼びかけられた。声に気づいて墓はか場ば博士の方を向くと、博士はうっすらと笑みを浮かべて、僕の顔を見つめていた。


    「もう行くのだろう……ではまた。なるべく近いうちに、会えたらうれしいよ」


    　いや、きっともう会うことはないだろう。


    　この場所は掃除の範囲外だ。だから、こんなところにくることなんて、もうない。


    　僕はなんと言葉を返せばいいかわからず、結局ぺこりと頭を下げることしかできなかった。


    　そして部屋から出たところで、先に出て行ったはずの細野さんが、僕の方へと向かってきた。


    「あぁ、そうだ。君に伝えなければならないことがあったんだ」


    　細野さんの表情が急に硬くなり、声の調子も重々しくなった。


    「つい先ほど、鬼ほお灯ずき機関から電報が届いたんだ。病わくら葉ば久郎君、至急、鬼灯機関本部へ向かってくれ」


    「へ？　僕、呼び出されたんですか？」


    　この時点で、僕の脳裏には電でん光こう石せつ火かの勢いでさまざまな予想が飛び交っていた。僕が鬼灯機関本部、つまりはしーちゃんの館やかたに呼ばれるときは、たいてい面倒に巻き込まれるか、もしくはしーちゃんに怒られるかのどっちかだ。


    　最近は怒られるようなことしてないし……だったら、また無茶な命令をされるんだろうか？


    　そんなことを考えていると、細ほそ野のさんの口からはそのどちらでもない内容が飛び出してきた。


    



    　三み日か月づき卿きよう事件からちょうど今日で一か月目。


    　このまま過ごしていれば、平へい穏おんな生活を取り戻せるんじゃないかと思いはじめていたそんなとき。


    



    「くわしくはわからないが、なんでも──君の妹さんが、失踪したらしい」


    



    　僕は、なによりも大切な人を、失ってしまった。


    　これが、今回の事件のはじまり。

  


  
    ◆　　１章　容疑者になる病わくら葉ば夕ゆう日ひ

  


  
    



    



    「夕ゆう日ひちゃん、いってきます」


    　そう言って、僕は今朝、部屋を出てきた。


    　家をなくした僕ら兄きよう妹だいは、今は鬼ほお灯ずき機関の局員さんたちが住んでいる寮の一室を住まいにさせてもらっている。


    　小さな部屋だけど、兄妹二人が暮らすには充分な広さだった。


    　二つ並べられたベッドの一方に、夕日ちゃんは今日も変わらず、横たわり眠っていた。


    　そう、夕日ちゃんは目を覚ましてはいなかったのだ。


    　三み日か月づき卿きようと戦った際、僕は夕日ちゃんに呪のろいをかけてしまった。その呪いは、夕日ちゃんを僕だけのものにして、閉じ込めてしまいたいという願いから生じたもの。


    　そのせいで、あれ以来ずっと、夕日ちゃんは休眠状態だ。目を覚ますことなく、それどころか食事もとらず、ずっと眠り続けている。眠っている間、夕日ちゃんは成長しない。髪も爪つめも伸びない。時が止まっている、と言えばわかりやすい、そんな状態だ。


    　なのに。


    　失しつ踪そう──。


    　夕日ちゃんが、いなくなったという知らせが届いたのだ。


    　信じられない。眠っていたはずの夕日ちゃんが、どうしていなくなるっていうんだ。


    　まさか誘ゆう拐かい？　それともそろそろ覚かく醒せいする頃だし、目が覚めた夕日ちゃんは寝ぼけてどこかに行ってしまったとか……。


    　ともかく、しーちゃんに会って、くわしい事情を聞かなくては。


    



    　　　　　◆


    



    「夕日ちゃんがいなくなったって本当ですか！」


    　しーちゃんの自室の扉とびらを勢いよく開けて、僕は開かい口こう一番にそう叫んだ。


    「うるさい黙れこのゴミ虫が！　ぎゃーぎゃーわめくな！」


    　会って二秒で暴言を吐かれた。


    　鬼の司令は今日も絶好調のようだ。


    　ただ、そんな暴言では今の僕は引き下がらない。お気に入りのアームチェアに腰掛けているしーちゃんにつめよって、僕はさらに質問を続けた。


    「なんで夕日ちゃんがいなくなるんです！　事情を説明してください」


    「うるさいと言ってるだろ！　事情を説明してもらいたいのはこっちだ！」


    　今度は殴なぐられた。


    　顔面におもいっきり拳こぶしがめり込む。


    　ぶん殴なぐられた勢いで、体が独こ楽まみたいにくるくる回って、それからどういうわけか顔面から床に着地した。


    　人間がやっちゃいけない動きを、かなりしていた気がする。


    「っっっ痛───！　な、なにするんですか！」


    　絶対に鼻は折れたと思ったけれど、触さわってみたら意外と大丈夫そうだった。僕の体ってなにげに頑がん丈じようだよな？


    「まともに会話できそうになかったからな──ちょっと衝撃を与えてみたんだが、どうだ？」


    「叩たたきゃ直るってもんでもないんです！　僕を人間扱いしてくださいっ」


    「なんだと？　おまえ、人間だったのか？　俺の下げ僕ぼくになるために発生した人間っぽい生き物じゃないのか？」


    「うわ、ひど……。そんな風に思われてたなんて……」


    「冗談だ」


    　顔色一つ変えずに言われても。


    　そんなことを思いながら、僕は自分の頭がだいぶ冷静になっているのに、いまさらながら気づいた。


    　この部屋に入ったときは、夕ゆう日ひちゃんのことが心配すぎて、頭の中が沸ふつ騰とうしていた。


    　しーちゃんなりに、僕に冷静さを取り戻させてくれたみたいだ。やり方はあれだけど……。


    「うむ、まともに話ができるようにはなったか？　緊急事態なんだ。冗談なんて言っている場合ではないんだぞ」


    「緊急事態なのはわかっています。それで、夕日ちゃんのことですが」


    「待て、質問は俺の方が先にする。夕日は──目覚めていたのか？」


    　その質問に、僕は首を横に振った。


    「……いえ、今朝の段階ではまだ眠ったままでした。ですが……目覚めの兆候は、何日か前から出ていたんです」


    「兆候というのはなんだ？　事前にわかるものなのか？」


    「はい、寝ね言ごとを言うんです。むにゃむにゃと、よく聞きとれはしないんですが……そんな風に寝言を言いはじめたらそろそろ目が覚める合図なんですよ」


    　ここ数日、夕日ちゃんの寝言はひんぱんになっていた。もういつ目が覚めてもおかしくはない状況だったのは確かだ。


    「つまり、現在失しつ踪そうしている夕日は、覚かく醒せいしている可能性が高いわけだな……夕日はいつ爆発するともわからない危うい爆弾みたいなやつだ。むしろ眠っていてもらった方が都合がよかったんだが」


    「僕の大事な妹を悪く言わないでください──いくら桜さくら下した卿きようでも、怒りますよ」


    「おまえが怒るんだったら、俺はその倍、おまえに怒るからな。殴なぐるだけじゃすまさないからな」


    　どこまで俺様なんだよ！　この理り不ふ尽じん大魔王！


    「とにかく、悪く言わないでください。僕の妹は世間知らずのか弱い乙おと女めなんです。そんな子が失しつ踪そうなんて心配すぎる……まさか、誘ゆう拐かいでしょうか？」


    「仮に誘拐だとしてもだ、夕ゆう日ひを誘拐する目的がわからん。そもそも失踪した状況が不可解なんだ──おい、常盤ときわ。こいつに状況をくわしく説明してやれ」


    「かしこまりました」


    　するりと、いつの間にか思し夜やさんがしーちゃんの隣に現れていた。


    　桜さくら下した卿きよう専属秘書、常盤思夜。


    　陰ながらしーちゃんのそばにひかえ、必要とあればどこからともなく現れるその姿から、ついた異い名みようは──隠おん形ぎよう秘書。


    「お久しぶりですね、久く郎ろう君」


    　緊急事態においても思夜さんは落ち着きはらっていた。そして、かけている眼め鏡がねをくいと指先で持ちあげてから、話しはじめる。


    「ではご説明いたします。夕日ちゃんが失踪したと思われるのは今朝の九時頃。その時刻に夕日ちゃんがいた部屋から、何かが壊れるような大きな音が聞こえてきたそうです。その音に気づいた寮の管理人さんは、部屋の前までやってくると、扉とびらを叩たたいて中へ呼びかけました。しかし中から返事がなく、管理人さんは鍵かぎを開け、中に入ったところ──」


    「夕日ちゃんの姿は、なかったんですね……」


    　思夜さんは表情を曇くもらせてうなずいた。


    「管理人さんが入った段階で、部屋はかなり荒らされていたそうです。家具が倒れていたり、ベッドのシーツが鋭い刃物のようなもので引き裂かれていたりもしたそうです」


    「それって──！　誰かに襲おそわれたんですか！　夕日ちゃんが！」


    「久郎君には衝撃的な事実でしょうが、そう判断するのが適切なようです。それに、同じような傷跡が、窓のヘリにも残っていました。窓ガラスが粉こな々ごなに割れていたことからも、夕日ちゃんを襲った何者かは、窓から侵入したと見ていいでしょう」


    「ちょっと待ってください、あそこ四階ですよ？　よじ登るなんて、できるのかな？」


    「すみません、それについては現在調査中なんです。……わかっているのは、部屋に何者かが侵入した痕こん跡せきがあること、その何者かは鋭い刃物のようなもので夕日ちゃんを攻撃した可能性があるということ、そしてその結果、夕日ちゃんがいなくなってしまった、それだけです。夕日ちゃんの居場所は、局員たちが必死に捜していますが、いまだ見つかってはいません」


    　思夜さんは申し訳なさそうに目を伏せて、話を終えた。


    「思夜さん、そんな顔しないでください。べつに思夜さんが悪いわけじゃないんですから」


    「ですが、兄である久く郎ろう君の気持ちを考えると、有力な情報を教えてあげられないことが心苦しくて」


    「そんなことないですよ。夕ゆう日ひちゃんが襲おそわれたってのがわかっただけでもかなり助かります」


    「それに襲われたといっても、負傷の痕こん跡せきは見当たらなかったそうだな。夕日のことだ、寝起きに襲撃されても、簡単にやられはしないだろう」


    　しーちゃんも、なんだかんだ言って僕のことを気づかってくれているようだ。


    　わかっていることは少ないけれど、でもこれで状況は多少理解できた。


    　それなら、僕がやることは一つ。


    「桜さくら下した卿きよう、僕はこれから夕日ちゃんを捜しにいきます。行くなと言われても、行きますっ。妹がいなくなったんです。兄が捜すのは当然のことなんですから！」


    「そう意気込むな。俺がいつ止めたというんだ。おまえをここに呼んだのは、夕日が失しつ踪そうしたことを知らせたかったのと、夕日の状態を聞きたかったからだ。捜したいなら勝手に捜せばいいだろう。ただし、うちの局員の邪魔だけはするなよ」


    「えぇ、邪魔なんてしません。早く夕日ちゃんを見つけてくれるなら、それに越したことはないですし──でも、なるべくなら僕が見つけてあげたいんです。だって僕は今度こそ」


    「夕日を守る、だろ。この前から会うとそればっかり聞かされてうんざりだ。三み日か月づき卿事件のこと、まだ引きずってるのか……で、どうなんだ？　口だけじゃなくて夕日を守れる力、今のおまえにはあるのか？」


    「はい──今度はなにがあっても、守ってみせます」


    　次に夕日ちゃんが目を覚ましたとき、僕は夕日ちゃんを守れるような頼れる兄になっていよう。


    　一か月前に、そう誓ったから。


    　僕はどんなに辛つらい修行も耐えてきた──全すべては夕日ちゃんのために。


    　髪をかき上げながら、ふんっ、としーちゃんは笑う。


    「それだけ自信があるなら、さっさと大事な妹を回収してこい。どこぞで暴走する前にな」


    「まかせておいてください！」


    　と言って、振り返ると、ちょうどそのとき──。


    　部屋の扉とびらが開け放たれた。


    　扉の向こうには、見知らぬ女性と、その後ろに数人の男たちが立っているのが見えた。


    　女性は僕と顔を合わせると、思し夜やさんに負けず劣らずのやさしげな笑みを見せ──。


    



    「病わくら葉ば久郎、おとなしくなさい──千せん燈とう機関があなたの身柄を拘束いたしますわ」


    



    　と、高らかに宣言したのだった。


    「──！　おまえっ、雨あま宮みやくらら！」


    　後ろでしーちゃんが叫んでいる声が耳には届いていたけれども、僕はそれどころじゃなかった。


    　部屋になだれ込むように入ってきた黒服の男たちによって、僕の体はあっという間に拘束されてしまったのだ。体中を押さえ込まれ、僕は床へと押し付けられる。


    　みじめな姿をさらしている僕へと、こつこつと靴くつ音おとを鳴らしながら、先ほど僕の身柄を拘束すると宣言した女性が近づいてきた。


    　その女性は、いかにもお嬢様といった見た目をした、きれいな人だった。全体的に色素が薄く、長く伸ばした髪や目の色は茶色がかっている。肌の色も真っ白で、太陽の下を上品な日ひ傘がさをさして歩いている姿が簡単に想像できた。胸もとにリボンを結んだ白いブラウスに、黒いロングスカートという姿も、お嬢様らしさをきわだたせている。


    　そんな、これぞお嬢様な女性は、僕の前までやってくると、やさしげな表情を浮かべ、僕のことを見下ろした。


    「はじめまして、病わくら葉ば久く郎ろう君。私の名前は雨宮くららと言います。千燈機関の総司令をやっておりますの。覚えておいてくださいましね」


    　お嬢様、もとい雨宮さんが名乗った、見た目に似合わない役職に僕は耳を疑った。


    　千せん燈とう機関といえば、警察庁内に存在するオカルト事件の解決を専門にしている機関であり、さらにいえば政府の命を受け作られた機関だ。


    　そして、改めて言うことでもないかもしれないけれど──王室直属の組織である帝てい都と治ち安あん維い持じ局内組織、しーちゃん率いる鬼ほお灯ずき機関は、オカルト事件の解決を専門にしている。


    　千燈機関と鬼灯機関、同じ役目を背負ったこの二つの組織の関係というのが。


    　対立、この二文字に尽きる。


    　両者はいつだって敵対し対抗し潰つぶし合いをしている。お互いに、自分たちの仕事を独占したいようだ。仕事熱心なのはいいことだけど、度を超すとめんどうくさいことになる見本だと、僕は思っている。


    　対立する理由は、おおまかに言うと二つ。


    　一つは、主義の違い。


    　帝都治安維持局は多くの異能力者が集められ出来上がっている集団であり、当然、その活動は異能力を活用することによって行おこなわれている。鬼灯機関も方針に従い、異能力者による捜査組織を作り上げ、オカルト事件を解決しているというわけだ。


    　それに比べて千燈機関は、異能力の一いつ切さいを認めず、異能力者撲ぼく滅めつを活動方針に掲かかげるほどの、反異能力組織だ。千燈機関の人たちは皆、異能力に頼らず、異能力に関する知識を研究することによって、罪を犯した異能力者たちに立ち向かおうとしているらしい。とはいえ、異能力というのは強大な力だ。それに一般の人間が立ち向かうなんて無理があるようにも思えるけれど……千せん燈とう機関は断固として自らの主義を変えようとはしないそうだ。


    　そしてもう一つ、対立を決定づけている理由がある。


    　それは、上層組織同士の対立。


    　帝てい都と治ち安あん維い持じ局は、女王を頂点としてこの国を治めている王族たちからなる王室が作った組織。


    　千燈機関を内包する警察庁は、この国を管理する国家政府によって作られた組織。


    　国を治める王室と国を管理する政府。


    　国の頂点に立つべき組織が二つもある、というのが歴史的に見てどれくらいややこしいことなのか、というのはまともな教育を受けてこなかった僕にはよくわからない。


    　ただ問題なのは、王室が政治に関わってくることを、政府がよくは思っていない、という点だ。


    　政府がこの国の治安を守るために警察庁なんていう組織を作ったにもかかわらず、王室は帝都治安維持局にかなりの権限を与え、活動させている。政府にはそれが気に入らないのだそうだ。


    　とはいえ、表向きには王室と政府は友好的な関係を保っていることになっているし、対立している理由も、帝都治安維持局の存在だけというわけではない。色々と難しい問題を抱えている、としか僕には言えない。大人の世界のことはわかんないからね。


    　ともかく。


    



    　王室直属、異能力肯定派の鬼ほお灯ずき機関。


    　政府直属、異能力撲ぼく滅めつ派の千燈機関。


    



    　まるで必然であるかのように、二つの組織は対立している。


    　で、話は目の前に戻って、このお嬢様だ。


    　この人は、鬼灯機関に真まっ向こうから対立する、千燈機関の総司令を名乗った。こんなに可か憐れんな容姿をした人が、しーちゃんの宿敵だって？　まさか、信じられない。無理やりしーちゃんの許いい嫁なずけにされてしまった深しん窓そうの令嬢って言われた方がまだ納得できる。


    　そんな感想を抱いだきつつ、僕はこの状況で挨あい拶さつを返すのは妙だと思いながらも、


    「……どうも、こちらこそはじめまして」


    　礼儀として返しておいた。ついでに文句も言ってみる。


    「あの、急にやってきてこれは、あんまりじゃないですか？」


    「適切な処置だと、思っております。あなたは重要参考人、いえ、もしかすると容疑者の逃走を手伝った疑いもあるのですから。私たちの手で、じっくりたっぷり、とことん取り調べをするまでは放してあげられませんわ」


    「重要参考人に──容疑者？　……なんの話をしているんです？」


    「久く郎ろうの言うとおりだ。まったく意味がわからん。……そいつは俺の下げ僕ぼくなんだ、俺の許可なく勝手に拘束されては困る──なぁ、くらら」


    　しーちゃんが横から助け船を出してくれた。今日のご主人様はやけに僕にやさしい。


    「あら、屍し人びと君。いらっしゃったのね、気づきませんでしたわ。こんにちは」


    「いらっしゃったもなにも、ここは俺の家だ。いるに決まっている。おまえこそ、勝手に人の家に乗り込んでくるなんてどういうつもりだ」


    「ですから先ほど言いましたでしょう？　私は千せん燈とう機関の総司令として、彼を拘束にきたまでですわ。用が済んだらすぐに返りますので、ご心配なく。……もっとも、こんな化け物どもの巣そう窟くつ、けがらわしくって長居したいとは思えませんわ」


    　表情一つ変えず、あっさりとひどいことを言ってくれる。


    　さすがは異能力者撲ぼく滅めつを掲かかげている千燈機関の総司令。目の前にそのけがらわしい異能力者ばけものがいるのをわかってて、言っているんだろうな。


    　この人、容姿はいいけど、性格はずいぶんとねじ曲がっていそうだ。


    「おまえにはおまえの都合があるようだが、こっちにだって都合がある。こいつはな、実の妹が失しつ踪そうしている最中なんだ。一刻も早く捜しにいきたいんだ。だから、おまえにくれてやるわけにはいかない。……わかったか？」


    「事情はわかっていますわ。それでも、私の意見は変わりません。彼を重要参考人として拘束させていただきます。そう──病葉夕日が第一容疑者になっている帝都連続放火事件の重要参考人として、ですわ」


    　その言葉を聞いたとたん、体の血液がすべて逆流していくような感覚にとらわれた。


    「……今、なんて言いました？　ねぇ──雨あま宮みやさんっ」


    　千燈機関の人たちに手を出しちゃまずいと思っていたけど、そんなこと言ってはいられない。


    　夕ゆう日ひちゃんが犯人だと疑われているなんて聞いて、黙ってられるか！


    　僕は心の中にわき上がった負の感情を、呪のろいに変えようとして──。


    「落ち着きなさい、取り乱すのはお見苦しいですわ」


    　言いながら、頭を踏まれた。


    　ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり、靴くつのかかとで容よう赦しやなく踏みにじられる。


    　うぐぅぅぅ、く、屈くつ辱じよく！


    「待て、くらら。そいつは頭を踏まれると興奮する変態だ。そんなことするとなつかれるぞ」


    「ひぃっ！　本当ですの!?　気持ちが悪いですわっ」


    　一気に僕の頭から足をどける雨宮さん。


    　僕はすかさず顔をあげて。


    「僕はそんな性せい癖へき持ってない！」


    　と弁明しておいた。


    　しかし、雨あま宮みやさんが僕へと向ける視線には侮ぶ蔑べつの成分があからさまに混ざっていた。


    「こっちを見ないでくださいまし、変態さん。私の清い心が、けがされますわ」


    「変態じゃないですって！　ってか、桜さくら下した卿きよう、変なこと吹き込まないでください。この人、信じちゃってるじゃないですか」


    「いや、おまえは変態だ。心配するな」


    　心配だわ。


    　しかも、なんでおまえが断言する。


    「あ、それとな」


    　ついでとばかりにしーちゃんは僕のことを睨にらみつける。冗談ではなく本気の目をしていた。本気の、鬼の目だ。


    「──おまえが今呪のろいを発動させたら、俺がこの手で処分するからな。軽はずみなことはするなよ」


    　釘くぎをさされた、というよりも釘を打ち込まれたような言葉だった。


    　……なにやってんだ僕。頭に血が上のぼったからって、この場で呪いを使ってしまっていいはずないだろ。なぜだか知らないけれど、夕ゆう日ひちゃんが犯人として疑われているっていうのに、兄である僕が千せん燈とう機関に歯向かえば、夕日ちゃんの立場がさらに悪くなるのは、考えればすぐにわかることだ。


    　それにこの場合──鬼ほお灯ずき機関の立場もだ。


    「すみません……おとなしくしてます」


    「それでいい──で、くらら、話を聞かせてもらおうじゃないか。病わくら葉ば夕日が帝てい都と連続放火事件の容疑者、とか言ってたな。なんだそれは？　俺はそんな話、聞いてないぞ」


    「当たり前ですわ。聞いているはずないじゃありませんか？　病葉夕日は鬼灯機関が飼っている異能力者、いわば身内です。鬼灯機関が事件のことを知れば、秘密裏りに身内から出た犯罪者を処分する可能性だってありますもの。ですから、そうなる前に、千燈機関が情報規制をさせていただきました」


    「情報規制──か。うちの情報網はそれほど甘くはないはずなんだがな」


    　しーちゃんはそばにひかえていた思し夜やさんのことをちらりと見た。


    　思夜さんは小声で、申し訳ございません、と言って頭を下げる。


    「情報戦なら、こちらの方が上うわ手てだったようですわね。……ただ、すでに我が機関の捜査は進んでおりますし、今から秘密裏に病葉夕日を処分するということは不可能でしょうから、特別に教えて差し上げますわ」


    「ふん、色々と気に食わんことはあるが、聞いてやらんこともない。話してみろ」


    　この期ごにおよんで、どうしてしーちゃんはそんなでかい態度がとれるのかわからない。どんな神経の持ち主だ。


    　しかし、雨あま宮みやさんも、そんなしーちゃんの態度になんの反応もせずに、にこにこと微ほほ笑えみを絶やさないので、こっちはこっちで図ず太ぶとい神経をしているらしい。


    「お話しさせていただきますわ。私たちが規制していた情報。それは──今朝から続く帝てい都とでの連続放火事件のことです。それも、異能力者の犯行とみて間違いはございません。そして、私たちは炎の異能力の使い手、病わくら葉ば夕ゆう日ひが鬼ほお灯ずき機関の寮から失しつ踪そうした事実も摑つかんでおります。……この意味、おわかりになりますわよね？」


    　邪悪な微笑み、といえばしーちゃんの得意技だと思っていたけど、ここにも一人、その笑みの使い手がいた。


    　雨宮さんは、表面上は和なごやかに、それでいて内心敵意と悪意に満ちた笑みを浮かべて、しーちゃんと僕のことを順に見つめた。


    　異能力者の手によって、放火。しかもそれが今朝からなんて、まるで夕日ちゃんのためにあつらえたような犯行だ。


    　なにせ今朝から失踪している夕日ちゃんの、最悪とも呼ばれる異能力、呪のろい。


    　その一つにしてもっとも得意としている術が──決けつ戦せん呪じゆ術じゆつ、炎えん獄ごく蝶ちよう。


    　その術は、地獄の業ごう火かにもたとえられる、あらゆるものを燃やしつくす炎の蝶を生み出すものだ。


    　最悪な状況がそろってしまっている。もし両手の自由が利きくなら、頭を抱えたい気分だ。


    　しかし、そんな僕の心境を一変させるように、突然、思し夜やさんが声を上げた。


    「失礼ですが、質問させていただいてもいいでしょうか？」


    　雨宮さんは、ゆっくりと首を傾かしげて思夜さんの方を見る。


    「……あら、いらっしゃったの？」


    「私はいつも桜さくら下した卿きようのそばに仕えております。……それで、質問よろしいですか？」


    「えぇ、なんでしょう？」


    「その放火事件が起こったというのは具体的に何時頃なのでしょうか？　病葉夕日が失踪したおよその時間は判明しております。もしその時間よりも放火事件が発生した時間の方が早いのでしたら、病葉夕日にかかっている容疑を見直さなければいけませんよね？」


    「ふふ……。そんなことでしたら、確認済みですわ──病葉夕日が失踪したのは、確か午前九時頃でしたわよね。そして最初の放火事件が起こったのは午前十時。その後、立て続けに二件、放火事件が発生しています。しかも、この三件の放火、発生場所がいずれも隣接しておりますわ。時間や場所からみても、病葉夕日は充分に怪しい、と思われませんか？」


    「確かにそうだな──絶対的に怪しい」


    　相づちを打ったのは、しーちゃんだった。この人が夕日ちゃんをかばってくれるとは思っていなかったけれど、なにもそんなにはっきり言わなくてもいいだろっ。しーちゃんの人でなし！　ばか、まぬけ、空気エリート！　なんてあることないこと、心の中で毒づいていると、しーちゃんはさらに言葉を続けた。


    「──だが、まだ犯人として確定したわけでもない。証拠はあるのか？　それとも目撃者がいたのなら、話は変わってくるがな」


    「それを今、千せん燈とう機関が調べておりますわ。だからあなた方鬼ほお灯ずき機関は、身内に犯罪者が出ないことを祈っているといいですわ」


    「はん？　なんだそれは？　うちは手を出すなと言われているように聞こえるな──この帝てい都とで、オカルトが関わる事件が起こっているというのに、鬼灯機関が黙っているはずないだろう？」


    「なにを言っているのです？　事件の容疑者は鬼灯機関の一員なのですよ？　それなのに事件に関わらせるはずはないでしょう。今回の放火事件、犯人が捕まるまで絶対に鬼灯機関は動いてはならない。これは政府が下くだした決定です。鬼灯機関──いえ、屍し人びと君。あなたは指をくわえて見ていればいいのですわ！」


    「政府の命令か──ふんっ、あいにく帝都治ち安あん維い持じ局は王室直属の組織でな、我われらに命令していいのは王室だけだ。貴様らの指図は受けん！」


    　すごみを利きかせて言い放つしーちゃんだったが、それでも雨あま宮みやさんはそんなしーちゃんを一いつ笑しように付ふした。


    「そんなことを言い出すのではないかと思っていましたわ。ですから、王室にもすでに話を通しておりますわ」


    「それははったりのつもりか？　警察庁所属のおまえが王室に根回ししただと？　そんなこと、信用できるわけがないだろう」


    「あら、しばらく会わない間にお忘れになってしまったかしら？　雨宮家はもとより王室に身を置く華か族ぞくの家柄でしてよ。そしてお父様は現在、王室の重職に就ついておられます。屍人君でも、私のお父様がなんの役職についているか、くらいは知っていますでしょう？」


    「そんなこと、わざわざ聞かなくてもわかっているだろうが……おまえのお父上、雨宮公こうは王室議会において治安維持担当大臣を任じられているお方。つまり我ら帝都治安維持局においての全権限は、雨宮公がお持ちになっている」


    　さらりと、しーちゃんがすさまじいことを口走っている。


    　それってつまり、あの雨宮さんって人のお父さんは帝都治安維持局の一番えらい人ってことだろ。さすがに組織を私物化するなんてできないにしても、多少の無理を通すことなら簡単だ。


    「そのとおりですわ。こんな都合のいいツテを、私が利用しないとお思いになって？」


    「おまえはそのお父上の反対を押し切り、半なかば絶縁する形で警察庁へと進んだはずだろう。いまさらツテだとか言える立場か。王室に仕える一族が政府の手先になることなど許さない、というのがお父上の意見であったはずだがな」


    「私たち親子の問題は、ここで話すべきことではありませんわ。屍し人びと君には関係のないものです。ただ一ひと言こと言わせてもらうなら、いくつになっても父親は娘に甘いもの、なのですわ──さぁ、話が逸それてしまいましたわね。早くあの書状を見せて差し上げましょう」


    　そう言って雨あま宮みやさんは部下の一人から書状を受け取り、しーちゃんへと掲かかげた。


    　書状になにが書いてあるかは、僕の位置からはよく見えない。


    　ただ、その書状にとんでもない効力があることだけは、すぐにわかった。


    　なぜならば。


    　あのしーちゃんが、書状を見せられたとたん、雨宮さんに向かってひざまずいて頭を下げてしまったのだから。


    　もちろん、その後ろでは思し夜やさんも同じようにしている。それどころか雨宮さんの部下でさえ、その場にひざまずいている。


    　つまり部屋にいる誰もが、雨宮さんに頭を下げているわけだ。


    　これじゃあまるで雨宮さんが女王様にでもなったようじゃないか──と、思ったところで、僕はようやく、書状を書いた相手に察しが付いた。


    　あぁ、なるほど──女王様、ね。


    　確かに書状には、遠目からでもわかるような、王室専用の刻印が施ほどこされている。つまりそれは、書状が王室から正式に下くだされたものだという、唯ゆい一いつ無む二にの証あかしだ。


    「よろしくてよ。ここに書かれているのは王室からの勅ちよく令れいです。すなわち、今から読み上げる言葉は王室、ひいては女王陛へい下かのお言葉と同義。そのまま頭こうべを垂たれ、謹つつしんでお聞きなさい」


    　完全に場の主導権を握った雨宮さんは、すらすらと書状を読み上げる。


    　そこに書いてあったのは、わかりやすく言えば、連続放火事件の捜査は警察庁に一任し、鬼ほお灯ずき機関は事件に関わることを禁ずる、という内容だった。


    　鬼灯機関が動けないのは、あくまで連続放火事件に関してだけ。完全に活動を停止させられたわけじゃないってところが、雨宮さんなりの譲歩、なのか、もしくはたとえ父親がすごい人物でもそこまで好き勝手にはできないということか……。


    　雨宮さんが話している間中、しーちゃんはずっと、その顔を苦々しく歪ゆがめていた。


    「さて、勅令は以上です。おわかりになりましたでしょう？　政府からも王室からも、鬼灯機関は必要ない、と言われているのです。屍人君、あなたは手も足も出さずにここでゆっくりしていて結構よ。あぁ、もちろん、鬼灯機関本部には現時刻をもって千せん燈とう機関の監視が入りますけれどね」


    　せせら笑い、しーちゃんを見み下くだす雨宮さん。


    　そしてしーちゃんは憎しみに満ちた瞳ひとみで、雨宮さんを睨にらみつけた。


    　現状においての優劣なら、あきらかに雨宮さんの方が上うわ手てだ。けれど、しーちゃんはそれでも引き下がらない。


    「ふん、ずいぶんとえらそうだな。これだからずる賢い女め狐ぎつねは……。そもそもおまえはなんでいつもいつも俺の邪魔ばかりする！　俺に恨うらみでもあるのか！」


    「恨みなんてありませんわ。私と屍し人びと君は幼稚園時代からのお友達ではありませんか。私たちの間にあるのはかけがえのない友情のみですわ──でも、私、昔からお友達を大切にする方法が間違ってる、なんて言われることがありますの。不器用なのかしら」


    　おそらくだけど、雨あま宮みやさんは自分の性格が歪ゆがんでいることに気づいているんじゃないだろうか。気づいていながら、受け入れてしまっている、という質たちの悪い人にちがいない。


    　ばちばちと、雨宮さんとしーちゃんの間で火花が散っていた。


    　どちらも折れる気配がない。長い口論たたかいになりそうだな。どうでもいいけど、僕はいつまでこんな風に床とよろしくしてないといけないんだ？　いいかげん、動きたくなってきたんだけど。


    　なんて思っていると、いまだ口論を続けながらも、桜さくら下した卿きようが僕の方へ一瞬、目を向け──うむ、とうなずき、視線を再び雨宮さんへと戻した。


    「……は？　なに、それ？」


    　今のはなにかの合図だったのだろうか？　あんたと目と目で通じ合う仲になったつもりは、今のところ、ない。


    　だいたい、身動き一つとれないのにできることなんて、ない──はずだ、け、ど。


    



    　とぷん──。


    



    　拘束されているはずの体が揺れて、そのまま水面に吸い込まれるように、僕は床の中へと沈んでいった。


    「あっ！」


    　と、僕の体を押さえていた男たちが気づいたときには、僕はすっかり床の下──ではなく、どこだかわからない闇やみの中だった。


    　どさり、と僕は地面なのかすらわからない暗闇に、着地する。足場はあるみたいだ。


    「──？」


    　きょろきょろと、辺りをうかがってみても景色らしいものすらない。


    　すると後ろから声が聞こえてきた。


    「驚きますよね？　ここ、影の中なんですよ」


    　振り返ると、思し夜やさんがそこに立っていた。真っ暗闇なのに不思議と思夜さんの姿ははっきりと見える。


    「……うぅん？　なんで？」


    「私の能力で久く郎ろう君を引き込んだからです。今頃、屍人様の部屋では久郎君が急にいなくなったと、大騒ぎでしょうね」


    「僕、助けてもらったってわけですか……。でもすごいです。影の中に入れる術……おもしろいなぁ。どうやって？」


    「ふふふふ。種や仕掛けは言えませんよ。秘術なんです。原理も術者でなければ理解できないと言われています。……言ってもいい範囲で説明するなら、影の中を自由に行ったり来たりできる力ですね。『影かげ渡わたり』、私はそう呼んでいます」


    「それじゃあ、思し夜やさんがいつも突然、現れたり消えたりするのって……」


    　僕の言葉に、思夜さんはあいまいな笑みを浮かべるだけだった。くわしくは言えないみたいだ。


    「それはさておき……行きましょうか、久く郎ろう君」


    　思夜さんは急に僕の手をとると、ずんずんと闇やみの中を歩きはじめた。


    「行くって、どこに？」


    「館やかたの外です……ここにいる限り、久郎君に自由はありませんからね」


    「それって──夕ゆう日ひちゃんを捜してもいいってことですか！」


    　思夜さんは立ち止まり、くりるとこちらに振り向いた。


    　そして、まっすぐな瞳ひとみで僕を見つめる。


    「もちろん、夕日ちゃんを捜すのは久郎君の役目です。……ですが、ここから先は久郎君単独になります。協力もしてあげられないかもしれません。……それでもいいですか？」


    「もちろんです。逃がしてくれるだけで充分、感謝してます。あとは自分でなんとかしてみせます……でも、いいんでしょうか？」


    「なにがです？」


    「僕を逃がしたことで、思夜さんが桜さくら下した卿きように怒られたりしたら、申し訳ないです。だって、僕は本当なら重要参考人として拘束されるべき人間なんですよ？」


    「心配にはおよびません。久郎君を逃がすことは──屍し人びと様のご意志でもあるのですから」


    「さ、桜下卿が、僕を逃がす？」


    　そんなこと、あり得るのか？　だって、とにかく厳しいあのしーちゃんが、僕の単独行動を許すはずない。もしかすると僕を逃がしたことにより、鬼ほお灯ずき機関が責任を負わされるかもしれないっていうのに。


    「私は屍人様に仕えて永ながいのです。だから、屍人様が何を望んでいるのか、ちょっとした合図や仕し草ぐさでわかります。雨あま宮みや様と話をしている最中、屍人様は私に久郎君を逃がすよう、合図をくださいました」


    「合図……うぅん、僕にも合図っぽいものを出していた気もするけど……いや、なにが言いたいかは全然わかんなかったです」


    　これが思夜さんと僕との経験の差かな。思夜さんは子どもの頃からずっとしーちゃんに仕えているらしいし、以い心しん伝でん心しんの域に達しているのだろう。


    「屍し人びと様は雨あま宮みや様に負けたくない、という気持ちもあるでしょう。鬼ほお灯ずき機関の沽こ券けんに関わることですし」


    「つまり、僕を逃がしてくれたのは、千せん燈とう機関より先に事件を解決しろってことですか」


    「──えぇ、そのとおりです。それに屍人様がその役を久く郎ろう君に与えたのは、夕ゆう日ひちゃんの無罪を兄である久郎君によって明かすことができるように、という気づかいからだと思いますよ」


    　あの鬼のしーちゃんが僕を気づかう？　どっちかっていうと、雨宮さんとの対立に、いいように僕を利用しているだけなんじゃないのか？　──けど、そんなのはどっちだって構わない。


    　僕が夕日ちゃんを捜しに行けるなら、いくらだって利用してくれ。


    「まぁ、でも。あくまでもこれは僕が勝手に館やかたから抜け出し、夕日ちゃんを捜しに行った、ってことになるんですよね……」


    「すみません……桜さくら下した卿きようからの命令にしてしまうわけにはいかないんです。王室からの勅ちよく令れいも出ていますから」


    「えぇ、わかってます。……さっきも言いましたけど、感謝してます。とっても」


    　深く、僕は頭を下げた。


    　思し夜やさんと、ここにいないしーちゃんにも。


    　すると、思夜さんは僕の下げた頭を、そっとなでてくれた。
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    「……？」


    　なんでなでられたのかわからず、僕が不思議そうに顔をあげると、思し夜やさんはさっと手を引っ込め、再び僕の手をとって、歩きはじめた。


    　いつだって落ち着いている思夜さんらしくない、そわそわとした足付きだ。


    「……あれですね。久く郎ろう君は、その……放っておけない、とか、よく人から言われたりしませんか？」


    「…………そういう経験は、ありませんね」


    「そう、ですか……それならいいのです。変なこと言いましたね。さっ、そろそろ外へ出られますよ」


    　妙に早口になって喋しやべる思夜さん。むぅ、なんか変な感じだな。……あぁ、そうか。思夜さんは千燈機関の追っ手に追いつかれないよう、あせっているにちがいない。


    「ここら辺なら、もう館の外でしょう」


    　思夜さんが立ち止まったのは、先ほどから変わらない闇やみの中だった。そもそも風景すらないので、どこに進んだのかまったくわからない。それでも、術者である思夜さんは、しっかりと位置を把握できているようだ。


    「では、影から出ますよ」


    　そう言うと同時に、僕の体が──とぷん、と闇の中に沈んでいく。


    　床に吸い込まれたときと、同じ感覚だ。


    　そして、僕と思夜さんが現れたのは、館やかたを囲む大きな塀へいの、外側だった。


    　塀には大きな影が見える。影かげ渡わたり、というくらいだから、僕らはあの影から出て来たんだろうか？


    「さぁ、久郎君。追っ手がこないうちに、早く──」


    　喋っている途中で口を閉ざして、ばっと思夜さんが振り返った。


    　僕も思夜さんが向いた方へ視線を移すが、そこにはなにもない。しかし、思夜さんは的確になにかの気配を感じ取ったようだ。


    「…………小こ鳩ばとですか？　出て来なさい」


    「……はい」


    　しゅたん、と小鳩ちゃんが突然、目の前に現れた。


    　空から飛んできたかのような登場の仕方だったけれど、気のせい、だと思う。


    「や、やぁ小鳩ちゃん……」


    「あ、あの。こんにちはっ」


    　小鳩ちゃんはびくりと肩を震ふるわせて、ぺこぺこと何度も僕に頭を下げた。


    　三み日か月づき卿きよう事件以来、小鳩ちゃんと会う機会はなかったけれど、たどたどしいしゃべり方やおどおどとした様子はあいかわらずのようだ。


    　鬼ほお灯ずき機関諜ちよう報ほう担当、小こ箱ばこ小こ鳩ばとちゃん。


    　僕と同い年の、恥ずかしがり屋な可愛かわいらしい女の子──なのだけれど、その実、鉄てつ腕わん無む双そうの異い名みようをつけられるほどの、怪力の持ち主でもある。


    　怪力といっても、こんな華きや奢しやな女の子の細腕ではたかが知れているなんて、思ってしまうかもしれない。けれど、それはおろかな勘違いだ。彼女が巨大なガレキを軽々と持ちあげているところを、僕は目撃したことがある。その他にも、逃走する自動車を真っ正面から受け止めて停止させた、だとか、特殊合金製の巨大金庫の扉とびらを拳こぶし一つでぶち破った、なんていう武ぶ勇ゆう伝でんを彼女はいくつも持っていたりする。


    　そんな小鳩ちゃんは、思し夜やさんを前にすると、おどおどというよりもむしろびくびくと、怯おびえていた。


    「小鳩、こんなところでなにをしているんです？」


    　上司である思夜さんに問われ、小鳩ちゃんはひざまずいて頭を下げながら答えた。


    「あうっ。や、館やかたの周辺を警備しておりました……」


    　警備というわりには、その格好が振り袖そでに袴はかま姿という女学生風なのはどうしてなんだろう。動きやすい格好とは言えない気がするけど……。


    　あ、でも、女学生の格好は似合っていてかなり可愛いなぁ。小鳩ちゃんはいつも男子の胸をときめかせる服装をしていてくれるから、毎回会うのが楽しみだ。


    　……と、いけない。あんまりまじまじと見すぎるとダメだった。


    　小鳩ちゃんと接するときに一番に注意しないといけないのが、彼女に恥ずかしい思いをさせないことだ。これ、マジで注意。小鳩ちゃんは恥ずかしさが頂点に達すると、問もん答どう無む用ようで鉄の拳を打ち込んでくる。小鳩ちゃんにとっては、ついうっかり手が出ちゃった、てへ♪　程度のことらしいけれど、殴なぐられた相手にとっては死に至る必殺の拳だ。僕も小鳩ちゃんの拳を喰らって、何度か天国の扉を開けそうになったことがある。


    　なんてことは、おいといて。


    　なぜだか思夜さんは厳しい表情で小鳩ちゃんを見下ろしていた。


    「館の警備ですか……。私はそんな仕事を命じた覚えはありませんが、誰からの命令かしら？」


    「……そ、それは……」


    　小鳩ちゃんは口ごもり、答えにつまっている。


    　ぴりぴりとした空気が二人の間に流れている。気まずいなぁ……どうにか、しないといけないよね。


    「あのぉ……僕はそろそろここから立ち去りたいんですが……」


    　場の空気を変えようと、横から口を出してみた。


    　すると思夜さんの固まっていた表情が、緩ゆるんだ。


    「あぁ……そうですね。ここにずっといるのもまずいですものね」


    　と、言いながらも思し夜やさんは口に手を当て、何かを考えているようだ。


    　そして、うん、とうなずくと、僕の顔を見た。


    「久く郎ろう君──小こ鳩ばとを、一緒に連れていってはもらえないでしょうか？」


    「ふえっ!?」


    　声を上げたのは、僕ではなく小鳩ちゃんだった。もちろん、僕も声には出さなかったものの、驚いている。


    　思夜さんは小鳩ちゃんの声を無視して、言葉を続けた。


    「今回の件、小鳩はきっと役に立つと思います──くわしく説明している時間はありませんが、離れていても私と小鳩は連絡を取り合えるんです。だから、何かあったときの連絡係として同行させてください」


    「ううん、連絡が取れるっていうのは確かに便利だけど……そうなると小鳩ちゃんも鬼ほお灯ずき機関に背そむいたってことになりませんか？　小鳩ちゃんが桜さくら下した卿きようになにか処しよ罰ばつを受けるっていうなら、そんなの絶対にダメです」


    「名目上は独断で久郎君に協力した、という形をとらざるを得ません──ですが、屍し人びと様は久郎君に事件を解決するよう望まれています。それなら事がうまく運ぶために、連絡係の同行者をつけることも、認めてくださるはずです。私から、ちゃんと話を通しておきます」


    　それならなにも問題はないのかもしれない──と思っていると、思夜さんは険しい顔で小鳩ちゃんの肩に手を置いた。


    「ただし、これはあくまで小鳩が同行していい許可を得られる、というだけのことです。小鳩は鬼灯機関の歴れつきとした局員。組織に背いた者にはそれ相応の処罰が与えられます。おそらく、諜ちよう報ほう担当の職からは外されてしまうでしょう──もしかすると、小鳩が拒み続けている、実戦部隊に配属になるかもしれません……それでも構わないというのであれば、久郎君に同行しなさい」


    　思夜さんの問いかけに、小鳩ちゃんはこくこく、と必死に首を立てに振った。


    「はいっ、も、もちろん覚悟は、しております。私は、えと……久郎君の、や、役に立ちたいのですっ」


    　緊張のせいで流ちょうに話せてはいないけれど、それでも小鳩ちゃんの言葉には、強い意志が感じ取れた。


    「だそうですよ？　では、同行は決定ということで」


    「ちょっと待ってください。でも、そんなの……」


    　小鳩ちゃんを巻き込んでしまっていいんだろうか。なんて、迷っていると、塀へいの内側から大勢の足音が聞こえてきた。きっと僕のことを捜してるにちがいない。


    「あぁ、追っ手が来てしまいますね……。居場所はばれていないでしょうから、まだ逃げられます。では、お二人とも、頑張ってください」


    　そう言って、思し夜やさんの姿が影の中に呑のまれて、消えていく。


    　残ったのは、僕と小こ鳩ばとちゃん。


    　えぇい、もう迷っている時間もないっ。


    「小鳩ちゃん、行こうっ」


    「は、はいっ。よろしくおねがいします！」


    　僕ら二人は追っ手から逃げるため、走り出した。


    　ここからは、千せん燈とう機関の目をかいくぐって、夕ゆう日ひちゃんを捜索しないといけない。


    　とはいえ、夕日ちゃんがどこにいるかなんて、さっぱり思い当たらない。夕日ちゃんの思考を読むなんて、僕には無理だ。


    　こういうときは、あいつの出番だ。


    　困ったときの、魔女頼み。


    「それじゃあ、まずは──あの店へ、行こうか」


    　九つ十づ九ら文ぶん庫こ。


    　そこにいる、釈しや迦か堂どうこるりに、会いにいこう。

  


  
    ◆　　２章　現れる奇妙な生き物

  


  
    



    



    　千せん燈とう機関からの追ってをまいた僕たちは、友人であり師匠でもある釈しや迦か堂どうこるりの住む家に向かって、竹林の中を歩いていた。


    　なにかあったらまずはこるりのところへっていうのは、安易な考えだとは思うけれども、僕の知り合いで、頼りになるやつとなると、こるりくらいしか思い当たらない。


    　とはいえ、あいつが無条件で僕を助けてくれるはずはない。


    　魔女──釈迦堂こるりは、対価なしには動かない。


    　等しき取引でなければ、願いを叶かなえてはくれない、それが──魔女の流儀、らしい。


    「あ、あのぉ……」


    　笹の葉が散らばった歩きやすいとはいえない道をもくもくと歩いていると、小こ鳩ばとちゃんが声を上げた。


    「ん？　どうかした？」


    「えっと、今からお会いする、釈迦堂……こるり、さんって、ど、どういった人なんでしょう？」


    「うーんと、なんて言えばいいのかな？　ひきこもりの時計屋さんで……甘党、そんでもって幼女」


    「よ、幼女なんですかっ。あのあの、ひょっとして久く郎ろう君って、小さな女の子が、す、すす、好きなんですか？」


    「いやいやいやいや。勘違いしないでね。僕は健全な男の子だからっ。小さい女の子に興味なんて微み塵じんもないからね。ほんと、マジで、真剣に」


    　身に覚えもないのに、なんだかあせってしまった。これじゃあ、言い訳してるみたいに聞こえるじゃないかっ！


    　頭の中では、どういうわけか夕ゆう日ひちゃんとこるりの顔が交互によぎっていた。うわぁぁぁぁ。ダメだダメだ。妹好きの幼女趣味って、救いがない変態じゃないか！


    「ほ、ほんと、こるりは幼女だけど幼女じゃないっていうか、ちょっと変わったやつでね。説明するのは難しいけど、とにかく頼れる友人なんだ！　だから、小さな女の子が好きとか、そういうのとは違うからねっ」


    「わ、わかりました。勘違いしてごめんなさいっ。あのそれじゃあ、ふつうの女の子が、す、好きなんですよね。……えと、たとえば、同い年の子、とか」


    「うん、そうだね。やっぱり年が近いのが一番だよ、話も合うしね」


    　僕の言葉に、小鳩ちゃんは小こ脇わきでぐっと手を握りしめていた。


    　その反応はどういう意味なんだろう？　でも小鳩ちゃんが拳こぶしを握るってことは、なんかまずいこと言ったかな？　ごくごく一般的な意見を述べてみたつもりなんだけど……。


    　ちなみに、女の子の好みについてもう少し補足をするなら、僕の理想は、外見は僕より年下に見えるんだけど、中身は年上、色白で背は小さくて体の凹おう凸とつもできるだけない、つるぺたっとした体型。髪は巻き毛の黒髪を長く伸ばしていたら最高だ。そんな子がいたら、僕は命を捧げてその子のために尽くすにちがいない。


    「そうだ、僕も聞きたいことがあったんだ」


    「ふえっ、なんでしょうか？」


    　なにげないやりとりだというのに、いちいちびくりと肩を震ふるわせる小こ鳩ばとちゃんの反応に、僕はおもわずくすりと笑ってしまった。


    「そんな身構えないでよ。ちょっとした質問だからさ……小鳩ちゃん、なんでさっき桜さくら下した卿きようの館やかたの外にいたの？　館の周囲を警護してたって、あれ噓うそでしょ？」


    「あうぅ……えと、えと。そのぉ……」


    　恥ずかしそうに顔を赤らめ、小鳩ちゃんは手をもじもじしはじめる。


    「……あのぉ、私が普段なんの仕事してるか、し、知ってますよね？」


    「うん、そりゃあね。僕ら兄きよう妹だいの監視、だよね？」


    「そうです。だ、だからさっきまで私、久く郎ろう君のか、監視をしてたんです。それで久郎君が大変そうだから、その、助けになりたいって、お、思って。…………あわわっ。私ったら、は、はずかしいのですっ」


    　小鳩ちゃんの顔が真っ赤になった。なにがそんなに恥ずかしいのか、なんて疑問を抱いだいている場合じゃない、これはまずい──と思ったときには。


    　ばしゅん──！


    　動どう体たい視力を鍛きたえてなければ絶対に追えないだろう素早さで、小鳩ちゃんの拳こぶしが僕の頰ほおすれすれをかすっていく。


    　そして僕の後ろにあった竹が、破裂した。


    　折れる、とか、割れる、じゃなくて、木こっ端ぱみじんにくだけ散っていた。


    「──あ、あははは、はははははははっ」


    　もう笑うしかねぇ。


    　どんな力が加われば竹が破裂するんだよ……ってか、あれを顔面に喰くらっていたら僕は今頃どうなってたんだろう……うぅ、寒さむ気けがする。


    「あ、あわわわっ。ごごごごごめんなさいっ。私、またやっちゃいましたっ！」


    「ううん、大丈夫。僕、無事だから！　ははっ」


    「それはよかったのですっ。もし無事じゃなかったら、私……」


    　そう言って小鳩ちゃんは前髪の隙すき間まから、うるうると瞳ひとみに涙をためて僕のことを見つめてくる。この仕し草ぐさだけ見てれば可愛かわいい女の子なんだけどなぁ……。


    　いや、でも。


    　恥ずかしがり屋の暴力少女なところも、小こ鳩ばとちゃんの持ち味なんだから、責められない。


    　それに、困ったときに助けに駆けつけてくれる小鳩ちゃんには、本気で感謝していた。それに自分の立場もかえりみないなんて、そうそうできることじゃない。


    　小鳩ちゃんは、自分以外の誰かのために、迷いなく行動できる人なんだ。


    「……それはもう尊敬に値あたいするよね」


    「え？　なにか、言いました？」


    「ううん、なんにも……あ、そうだ。小鳩ちゃん、僕らのこと監視してるってことはさ、もしかして夕ゆう日ひちゃんがいなくなったときも、夕日ちゃんのそばにいたの？」


    「い、いいえ。その時間は、怪かい賊ぞく城じようの近くに待機してたんですっ。夕日ちゃんは起きないと思ったから、あの、久く郎ろう君の監視を優先してしまってて……。私が夕日ちゃんについていれば、よかったですよね……」


    「小鳩ちゃんがそばにいたなら、くわしいことがわかっていいとは思ったんだけど……よく考えたら、寝起きの夕日ちゃんのそばってかなり危険地帯だからね、いなくて正解だったかも」


    「そう、なんですか？」


    「うん。休眠状態から回復したばかりの夕日ちゃんって、寝ぼけて呪のろいの力を全解放しちゃったりするんだ。で、僕はその度たびに巻き添えになってひどい目にあうのがお約束でさ」


    「うわぁ……それは大変そうなのです」


    「一番ひどかったときなんて、寝起きと同時に何百匹っていう呪いの蜘く蛛もを作って──」


    　なんて、過去の苦労話を披ひ露ろうしようとしていると。


    　ごおっ──と。


    　突風が、竹林の中を駆け抜けた。


    「うわっ！」


    「きゃっ」


    　地面から笹と土ぼこりが巻き上がり、周りでは竹の木がいっせいに揺れてざぁざぁと音を立てていた。


    「……この風、なんか変だ」


    　気味の悪い違和感。


    　そんなものを感じているときには、もう遅かったらしい。


    「危ないですっ」


    　言うと同時に、小鳩ちゃんは僕の襟えり首くびをひっ摑つかまえて、そのまま上空へと跳躍していた。


    　次の瞬間。


    　ごおお──。


    　再びの突風──しかも今回のは、僕の目にはっきりと見える形となっていた。


    　そう、風が見えるのだ。決して詩的ポエミーな発言をしたいわけではなくて、実際に僕の目には、白い色の付いた風の形が映り込んでいた。


    　風の形状は、鎌かまの刃のよう。それも通常の鎌ではない。刃渡りは三メートルはあるだろう。しかも厚い。分厚く、それでいて鋭さを失わない白はく刃じんが、突風を吹き上げながら、辺り一面の竹を横一文字に刈り取った。


    　風の白刃──かまいたち。


    「──っ！」


    　これはいったい、どういうことだ？


    　僕らは、誰に、なにをされている？　


    「久く郎ろう君！　わ、私たちは今──攻撃を受けています」


    　小こ鳩ばとちゃんの声は、落ち着いていた。


    　おそろしく冷静に、小鳩ちゃんの意識が戦闘態勢に切り替わったのがわかった。


    　僕も、小鳩ちゃんを見習って、気を引き締める。


    「ずいぶん見通しがよくなっちゃったね」


    　たすん、と着地した僕らは、そのまま背中合わせになって辺りを警戒する。


    「でもっ、足場は悪くなっちゃいましたね……」


    　さっきの攻撃で、生おい茂っていた竹が刈り取られて、僕らの足あし下もとにごろごろと転がっていた。


    「こっちが望む戦場を、用意してくれるはずもない、か」


    「地に足がつけられるのなら、い、いい方なのです」


    「……なんか、小鳩ちゃんって実はすごい経験、いっぱいしてる？」


    「はにゃっ、ど、どうなんでしょう？　……これよりひどい経験なら、結構してます」


    「そりゃあ心強いね」


    　でも、小鳩ちゃんに頼ってばかりじゃ悪いから──僕も、じゃらりと鎖くさりをとり出した。


    　そのとき──びゅう、と風が吹きはじめた。


    「最初の風は、攻撃の予兆、なんだと思いますっ」


    「今度はどっから──」


    　ぐるりと辺りを見渡すと──向かってくる風の刃やいばが見えた！


    　ごう──ごう。


    　ごおおぉぉぉぉぉぉぉ──！


    　一つじゃないっ。


    　右からも左からも、上からも。


    　規模はさっきよりも小さいけれど、いくつもの刃が同時に僕らを襲おそってくる。


    「風の刃の包囲網！　──それならっ」


    　避けられないなら、防ぐだけだ。


    　鎖に意識を集中し、思い描く。植物の枝のように、分かれ、何本にも増える鎖の姿──。


    　いくつもの風の刃やいばが、避ける隙すきを与えず僕らを切り刻む、その前に。


    　操あやつる鎖くさりが、増殖──正確に言うなら二十本以上に枝分かれし、僕と小こ鳩ばとちゃんを守るために複雑に組み上がる。


    　鎖の檻おり。


    　風の刃は次々に鎖の檻に当たるが、鎖を切り裂くことはできず、ことごとく飛散し、消え失うせる。竹はすっぱりと切断できる風の刃でも、呪のろいの鎖を断ち切ることはできないようだ。


    「……つまり、身を守ることは簡単ってわけだ」


    　すべての風の刃をしのぎきった僕は、鎖の檻を元の鎖へと戻していく。


    　右手から垂たれる鎖の束たば──増殖した複数の鎖を操れるのも、こるりの修行の成果だ。今では鎖の束の一本一本、余すことなく精密に操ることが可能だ。


    「でも、守ってばかりいるわけにもいかないし──今度はこっちから攻めようか」


    「そ、そうですねっ。見通しもよくなっちゃって、体が動かしやすくなりましたし」


    　小鳩ちゃんが言うとおり、辺り一帯はきれいさっぱり刈り取られ、広々とした景色が広がっていた。見通しの悪い竹林の中だからこそ、敵は隠れて攻撃できたわけなのだけれど。


    　それがなくなってしまえば、必然的に敵もその姿を現す羽目になる。


    　敵の気配を察知しようと、神経を研とぎ澄すませた矢先。


    「……あ、あのっ。あれ、見てください……」


    　驚きの声を上げ、小鳩ちゃんが宙を指さしていた。


    　僕も指の先に目を向けると──。


    



    「クスクス、クスクス──あーあ、見つかっちゃった」


    「クスクス、クスクス──いーよ、見つかっても殺せばいいしぃ」


    



    　空飛ぶ二匹の、奇妙な生き物が僕らを見下ろし笑っていた。


    「な、なにあれ？」


    「ふえっ、えと、知らないですっ……妖よう怪かい？」


    　確かに小鳩ちゃんの言うとおり、妖怪という呼び名が一番しっくりくる。


    　その奇妙な生き物は、人間をそのまま三〇センチくらいの大きさに縮小して、ついでに背中に蝶ちようの羽根を生はやしている。しかも、肌の色は薄緑色で、人形に着させるような小さなサイズのワンピースまで着ていた。


    　人に似ているが、けれどあきらかに人ではない──だから妖怪、その表現がぴったりだ。


    　妖怪めいた奇妙な生き物は、宙でダンスを踊るような動きで飛び回っている。


    　すると、そのダンスに合わせて──びゅう、と風が吹きはじめた。


    「この風──攻撃してきたのは間違いなく、あいつらだっ」


    「じゃあ、と、とりあえず、やっつけましょう」


    　こいつらの正体を考えるのはあとにしよう。まずは自分たちの安全を確保するのが先決だ！


    　ごう──ごう。


    　ダンスによって作り出した風の刃やいばを、奇妙な生き物たちは、打ち出してくる。


    　僕と小こ鳩ばとちゃんは、二ふた手てに分かれて飛び出した！


    「通用するかよっ」


    　こんな見通しのいい場所で、一方から打ち出される見える攻撃なんてかわせないはずがない。


    　あっさりと、風の刃をかわす──と、その先にはさらに風の刃が迫っていた。


    「クスクス、クスクス──もう避けられないっ。死んじゃうよん♪」


    　確かに、この体勢からかわすのは、無理。


    　それならば──と。


    　鎖くさりを編み込み、防御する。今度は僕一人だから檻おりなんて大きなものじゃなく、僕の身長と同じくらいの大きさの、盾たてを作り出した。


    　真まっ向こうから風の刃を受けるが、鎖の盾は傷つかない。


    　さっきと同じように、風の刃を飛散させ、あっさりと防いでみせた。


    「その攻撃じゃ鎖はびくともしないってのはさっきので実証済み……にもかかわらず同じ手しか使わないってのは、能がないよな」


    　盾を元の鎖に戻し、僕は奇妙な生き物に迫った。


    「ムムムムム──おまえ、調子にのるなよ！」


    「ムムムムム──絶対、殺してやるからな！」


    「そんなことよりさ、自分の心配した方がいいよ？」


    　そう言い終えるよりも早く、僕の右腕から伸びる鎖の束たばが、奇妙な生き物に向かって飛びかかっていた。


    「アハハハハハ──捕まるかバーカ！」


    「アハハハハハ──一生鬼ごっこしてろマヌケ！」


    　羽根を使って無軌道に宙を飛び交う奇妙な生き物たち。その動きは素早い。


    　けれど──僕の鎖はその無軌道な飛行にもしっかりと追いついていく。


    「言っとくけど、僕が操あやつってるわけじゃない。自動追つい尾びってやつさ。負の感情の結晶であるこの呪のろいの鎖はね、君たちが全身から放ってる敵意だとか殺意っていう負の感情を敏感に察知する。隠れようが逃げようが、もう逃がさない」


    　ハエのように高速飛行する奇妙な生き物の一匹をたくさんの鎖が追いつめる。


    「アアアアアアアッ──うっとうしいなっ！」


    　奇妙な生き物がそう吐き捨てた、そのときだった。


    　包囲網は完全に組み上がり、奇妙な生き物の一匹を、鎖の檻が閉じ込めた。


    「はい、捕まえた。案外あっけないね」


    「キィィィッィッ──捕まえたからってなんだよっ、これからどうにかできんのかよ！」


    「うん、どうにかするに決まってるだろ。っていうかこっからが本番だよ。風の刃やいばの、仕返しだ」


    　せっかくの実戦だ。複数の鎖くさりを操あやつるよりも難易度の高い技を試してみよう。


    　実践するのは、鎖の形状変化。


    　鎖の表面に、棘とげを出現させる。鎖をより黒い荊いばらに似せるような、鋭い棘の具現化。


    「拒絶の棘、刺痛の棘──出現する、呪のろわれし鋭き棘」


    　ぞわり、と体の奥底から呪じゆ力りよくが吸い上げられる感触がする──すると握りしめた鎖の表面に、棘が現れていた。


    　にやりと笑って、右手に鎖を握りしめた。当然、手のひらに棘が刺さり、血が滴したたるが、そんな事にはかまわず棘に覆おおわれた鎖を、僕は振るう。


    「手加減はするよ、君らはどうにも脆もろそうだからさ。いくよ──『有ゆう棘きよく処しよ刑けい・檻おり式しき』」


    　奇妙な生物を捕らえていた鎖の檻が、解ほどけた。


    　そして──バラバラになった鎖が、いっせいに奇妙な生き物めがけて、打ちしなる。


    　鞭むちのように振るわれる鎖の複数連続攻撃。


    　空中で展開される、数十本にもおよぶ鎖での猛攻。


    　鎖は奇妙な生き物の負の感情を機敏に察知し、決して外すことなく、的確に奇妙な生き物の体を打っていく。


    　それは呪いの鎖でできた処刑場。


    　逃げようにも死角はなく、次々に鎖が体を打ち据すえ、棘によって皮ひ膚ふは裂かれる。


    　一度その攻撃に嵌はまってしまえば、僕が止めるまで、有棘の処刑は止まらない。


    「……そのぶん、呪力を消費しちゃうから、長くは続かないけれど」


    　僕は鎖に込めていた力を緩ゆるめた。


    　これ以上やれば呪力がなくなってしまうし、それに奇妙な生き物だって死んでしまう。


    　じゃらりと、鎖は力を失い攻撃を止やめ、棘も消えてしまった。


    「ウグググググ──あ、うぁ」


    　ぼろぼろになった奇妙な生き物は、昏こん倒とうしながら地面へと落ちてきた。


    「さてと、あと一匹は──」


    　残る一匹も、負の感情を察知して捕まえてやろう、と思ったけれど、その必要はなさそうだった。


    　見れば、奇妙な生き物は小こ鳩ばとちゃんに向かって、突撃していたのだ。


    「オリャアアア──おまえからだっ！」


    　風の刃を打ち出しながら向かってくる奇妙な生き物に対し、小鳩ちゃんは拳こぶしを握りしめると、その拳こぶしを──地面に向かって打ち付けた。


    「はぁっ！」


    　気合いの声と共に、地面そのもの、砂や石や、それどころか散乱していた竹までもが、盛大に吹き上がった。


    　鉄てつ腕わん無む双そうの異い名みようを駆る小こ鳩ばとちゃんの一撃は、大地を吹き飛ばし、衝撃波の防壁を生んでいた。


    　打ち出されていた風の刃やいばは大地の衝撃波に阻はばまれ、軌道が逸それる。


    「ヌヌヌヌヌヌヌ──なんだよ、これ！　卑ひ怯きようだろ！」


    「ひっ、卑怯じゃないですっ。地脈に衝撃を与えて、流れを制御しただけですっ」


    　律りち儀ぎにも技の仕掛けすら敵に説明する小鳩ちゃんだったが、奇妙な生き物はそんな説明を聞くことはできなかった。


    　なぜなら、衝撃波のあまりの勢いに巻き込まれ、その小さな体が吹き飛ばされていたのだ。


    「ヒェェェェェェ──くそっ、うまく飛べないっ」


    　そして、衝撃波を突き抜け、現れた小鳩ちゃんは。


    「いっけぇっっっ！」


    　衝撃波に巻き上げられた岩石の数々に、すさまじい速さで拳を乱れ打っていた。


    　拳によって打ち出された岩石の向かう先は──当然、奇妙な生き物。


    　風にあおられ飛ぶことに必死になっている奇妙な生き物に、襲おそいかかる岩石の群れを避けられるはずもなく。
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    　がつん、と一ひと際きわ大きな石の塊かたまりが、奇妙な生き物の頭に直撃した。


    「キュゥゥゥゥ──」


    　目を回しながら落下する奇妙な生き物。


    　これで襲ってきた二匹は、共に再起不能だ。


    　着地した小こ鳩ばとちゃんは、地面に横たわりぴくりとも動かなくなった二匹を、興味深そうに見つめている。


    　僕はおそるおそる、この奇妙な生き物に触れてみた。ぴたりと手をつけると、確かに感触がある。一応、実体はあるみたいだ。そのまま足を摑つかんでひょいと持ちあげ、揺さぶってみた。


    　すると、小さくではあるけれど、うぅ……、とうめき声を漏もらした。


    「まだ、息がある……よかった」


    　一安心。


    　偽ぎ善ぜんっぽくなるけど、命を奪うことは、やっぱりよくないし、なるべくならしたくない。


    「なにはともあれ……お互い無事でなによりだね」


    「そ、そうですね。この生き物の頭が悪くて、よかったです」


    　さらりとひどいことを言っているけど、まぁ、確かに頭は悪いよな。


    　小さな体を隠すのに最適な竹林をさっぱりさせちゃったり、あっさり檻おりに捕まっちゃったり、敵ながらもっと知恵を使った戦い方しろよ、と助言したくなるほどだ。


    「一番のダメなところは、攻撃の予備動作で風が吹いちゃうとこだよね。攻撃してくるってバレバレになっちゃうからさ」


    「えと、風の攻撃なのに目に見える、というのもどうかと思います……」


    　さんざんな言われようだった。


    　負けたあとに、負けた理由を説明されるのってものすごい屈くつ辱じよくだと思う……まぁ、突然襲おそってきたこいつらが悪いので同情はしないけどさ。


    「そういえば小鳩ちゃん……さっき戦ってるときにね、地脈の流れがどうのとか言ってたけど、あれって……？」


    「あうぅ。あれはですね、説明するのが難しいのですけど……地面の中に流れている氣きの流れを操作する術、なんです」


    「それ、陰おん陽みよう道どうを研究してる本で読んだことあるな──地面の中には、自然が作り出す氣って力が流れてて、その流れが地脈、なんだっけ？」


    「そうですっ、よく知ってますね！　あのですね、私の目には地脈が見えるんです。だから、そこに衝撃を与えることによって、ある程度、地面を操作できるんです。こ、こんな風にっ」


    　だんっ、と地面を力強く踏みしめる小鳩ちゃん。


    　すると、小鳩ちゃんの足あし下もとから波紋が広がるように、地面がぐにゃりと揺れた。波紋はあっという間に範囲を広め、僕の足場も、すぐにぐにゃぐにゃに柔らかくなってしまう。


    「なにこれ、泥みたい……これが地脈の力？」


    「はいっ、柔らかくするのも固めるのもコツさえ摑つかめば簡単です……あとは、さっきみたいに地面を吹き上がらせたり」


    「便利なもんだね──小こ鳩ばとちゃんにこんな力があるなんて、全然知らなかった」


    「ふぁっ、あのこれはなるべく人に言っちゃダメなことで、えと、久く郎ろう君だから教えてあげたのです。だから、その」


    「わかったよ。誰にも言わない、安心して」


    　僕の言葉に、小鳩ちゃんはほっと安心して強こわばっていた表情を緩ゆるめた。


    　怪力に加えて地脈を操あやつる……どんな系統に属する術なのかはわからないけれど、これが小鳩ちゃんの持つ異能力か。


    　考えてみれば小鳩ちゃんも立派な鬼ほお灯ずき機関の一員なんだし、異能力を有しているのは当たり前だ。


    「……なんて、のんびりしてる場合じゃなかった。早くこるりの店に行かないと」


    「あ、でも、この生き物どうしましょう？」


    「一応、捕ほ獲かくしてこるりに見せようと思う。もしかして、珍しがって喜ぶかもしれないし」


    　鎖くさりで二匹を縛り上げ、僕は腰にぶら下げた。趣味の悪い人形を持ち歩いているやつ、みたいな姿になっている。


    「こ、こんなので、喜ぶんですか？」


    「どうだろうね？　変わったやつだからさ、なにに興味もつかは想像もつかないけど……うん？」


    　言葉を途切れさせたのは、辺りの異変に気づいたからだ。


    　地面がわずかだが、揺れている気がする。


    「……まだ敵がいる？」


    「な、なんだか危ない気がします」


    　二人そろって、嫌な予感が頭をよぎる。


    　そうしている間にも、地面の揺れが徐々に激しくなってきた。しかも、ごごごごごごご、と地響きまでしてくる。


    「怖い、です。に、逃げましょうっ」


    「うん……急ごう！」


    　僕も小鳩ちゃんも、本能的な恐怖を感じていた。圧倒的なまでの力が、迫っている。そんな気配すらしてきた。


    　駆け出した僕らの足あし下もとに、なにかの呪じゆ文もんらしき文字が浮き上がりはじめた。しかも、かなりの範囲まで、呪文が広がっている。


    「この文字、どこかで見たような……」


    　呪じゆ文もんは異国の文字で書かれているんだけど、一文字ずつの癖くせに見覚えがある。


    　確かこの文字は……。


    　なにかを思い出せそうな気がしたそのとき。


    



    　──カッ。


    



    　地面に浮き上がった呪文から、まばゆい光が発生し──。


    　足下が一気に熱くなっていく。


    　まるで、地の底からマグマがわき上がってきているかのような、膨ぼう大だいな熱が辺り一面を支配したかと思うと。


    



    　地面が、爆はぜた。


    



    　巨大な爆発によって、竹林は根こそぎこの世から、消え失うせた。
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    「──思い出した。あれ、こるりの字だ」


    　こるりの営む時計店、九つ十づ九ら文ぶん庫この入り口の前で、僕はようやくそのことを思い出した。


    　あいつめ、めちゃくちゃなことしやがって！　結構な勢いで死を覚悟しちゃったじゃないか。


    　けれど。


    　僕らは助かっていた。


    　偶然によって助けられたとしか、言いようがない。


    　爆心地から少しでも逃のがれようと走っていた僕らは、爆発に巻き込まれる寸前、後方から押し寄せてきた爆風に背中を押され、かろうじて難を逃れることができたのだ。


    　おかげで、服の背中は熱風によってだいぶ焦こげてしまったけど……。


    　足あし下もとに広がった呪じゆ文もんに危機感を覚えず、逃げずに立ち止まっていたなら、僕らの体は今頃、灰と化していただろう。


    「はぁぁぁ……もうダメかと思いました」


    　小こ鳩ばとちゃんは大きなため息をついて、ようやく肩の力を抜いたようだ。


    「それにしても、あの威力……ど、どんな敵なんでしょう？」


    「いや、敵じゃないと思うよ。たぶん──ね」


    　言いながらも、僕は怒りのこもった拳こぶしで、九十九文庫の扉とびらを打ち鳴らした。


    　こるりのやつ、絶対、文句言ってやるからな！


    　だんだんだんだんっ。──打ち鳴らすこと数回。


    　すると扉の向こうから、からんころんと下げ駄たの音が響いてきて──がらがら、と扉が開けられた。


    「誰だ、うるさいな」


    　いつも通りの不機嫌な声。


    　白髪のおかっぱ頭に白い肌と小さな体。そして、血の色に染まった大きな瞳ひとみ。


    　振り袖そで姿の白い幼女、僕の師匠であり友人──釈しや迦か堂どうこるりが僕らの前に姿を現した。


    「か、可愛かわいい……です」


    　隣で小鳩ちゃんがそんなことを口走っていたけれど、それはこいつの本ほん性しようを知らないから言えることだ。


    　こいつの本性は魔女。可愛げなんて、ちっともない。


    　こるりは、睨にらむように僕と小鳩ちゃんの姿をじろりと見て、


    「ふんっ」


    　と、鼻を鳴らしてぴしゃりと扉を閉めてしまった。


    　え？　なにその反応？　ひどくね？


    「ちょっ、こるり。なんで閉めるんだよ！」


    　がらがら、と扉とびらを開けると、こるりはさっきよりもさらに不機嫌な顔をして、そこに立っていた。


    　そして開かい口こう一番。


    「女連れでボクの店にくるなんて、いい度ど胸きようだな？　君もえらくなったもんだ、色ボケ呪まじない師め」


    「誰が色ボケ呪い師だっ。……ってか、つっかかってくる前に一つ言わせてくれ」


    「ダメだ、君の話なんて聞きたくない。とっとと帰れ」


    「帰らないし、言わせてもらうからな──ここに来る途中の竹林でひどい目にあったんだ！　突然、爆発に巻き込まれそうになって！　あれ、おまえの仕し業わざだろ」


    　僕の言葉に、こるりは若じやつ干かん考えてから、あぁ、と声を上げた。


    「そういや、そんなものを用意したな。あれはな、『魔ま陣じん』というのだ。ボクの家の近くで魔法を使うやつがいたら、自動的に発動する罠わなだ……重量級の魔物でも灰にできる威力があるんだぜ」


    「自慢げに言うな！　しかも、そんな物ぶつ騒そうなもの忘れて放置するなよっ。僕らはあれに巻き込まれかけたんだからな！」


    「巻き込まれかけた？　……おかしい。あの規模の魔陣なら逃げられるはずないのに。なんで君は生きてるんだ？」


    　ふつうに殴なぐってやろうかと思った。ちょっとは悪いと思えよ。


    「僕も小こ鳩ばとちゃんも日頃の行おこないがいいからな。神様が助けてくれたんじゃない？」


    　ねぇ、と小鳩ちゃんの顔を見ると、反応に困ったような微妙な笑みを浮かべていた。


    　小鳩ちゃんに話を振ったついでに、小鳩ちゃんのことをこるりに紹介しておいた。ただ、こるりはなんの興味もないようで、自分の名前すら名乗らなかった。


    「君を助けているようじゃ、神ってやつの目も節ふし穴あなだな……おおかた、魔陣が発動するまでに時間がかかりすぎたんだろうな……。まだ改良の余地があるってわけだ」


    「改良する前に一言くらい謝れよ！　僕ら死ぬかもしれなかったんぞっ」


    「でも死んでないだろ？　ならよかったじゃないか。むしろ生き延びられたことをボクに感謝しろ」


    　あーもう。なにを言ってもダメみたいだ。


    　隣を見れば、小鳩ちゃんが苦笑いを浮かべている。今のやりとりだけでも、こるりがどんな性格をしているのか、ちょっとはわかってくれたみたいだ。


    　のれんに腕押しの同義語として、こるりに説教、という言葉が流は行やってくれればいいのに。


    　しかし、僕らはこるりに説教をするため、ここにきたわけじゃないし、いつまでも玄関先で言い合いをしているひまもない。


    「なぁ、こるり。お願いだからちょっとは人の話を聞いてくれ。僕はおまえに相談したいことがあるんだ。あと、ついでに中に入れてくれ」


    「──『だが、断るっ！』」


    　なぜか得意顔して言い切る、こるりだった。


    　おもいっきりすべっている感じは否いなめない。なので、ここは放っておいてやることにした。


    「…………」


    　無言でこるりを見つめていると、こるりの顔がみるみる赤くなっていく。


    「………………恥ずかしいんなら、そう言えよ？」


    「は、恥ずかしくなんてないもんっ！」


    　きゃー、と顔を手で覆おおい隠して、こるりは店の奥へと走って行ってしまった。


    　つまりは、中に入っていい許可が下りたのだと、都合良く解釈してみる。


    「じゃあ、入ろっか」


    「……い、いいんでしょうか？」


    「いいんだよ。というか、あんまりあいつのことは深く考えなくていいよ。混乱するだけだから」


    　おじゃまします、と一ひと言こと言って、僕らは店の中へと足を踏み入れた。


    　あいかわらず、店の中は時計であふれている。かちこちかちこち、規則正しい音が、いっせいに耳へと飛び込んでくる様子は圧あつ巻かんだ。


    　そんな時計たちを横目に見ながら、店の奥まで足を進める。そこには応接用のテーブルが用意してあるからだ。


    　こるりはテーブルの前で、むすっと頰ほおを膨ふくらませて椅い子すに座っていた──でも、僕と小こ鳩ばとちゃんのために二つ椅子が用意してあるあたり、今すぐ帰れ、とは思っていないみたいだ。


    「──それで、相談ってなんだよ？　どうせまた厄やつ介かいごとなんだろ？」


    「まぁね。一か月ぶりに問題発生、って感じかな」


    　椅子に腰を落ち着けると、僕はさっそくこるりに事情を説明しはじめた。


    　こるりは僕の説明を、やる気のない相づちを打ちながらも、とりあえずは聞いてくれた。


    　そして、説明を終えた僕に向かって、


    「ところで今日はおみやげないの？」


    　と、ふざけた言葉を投げかけてきた。


    「……はぁ。甘いものだったら今日はないよ」


    「ちっ。なんだよ、使えない弟子だな。そんなんじゃ君の相談にはのってやれないな。毎度おなじみな台詞せりふになっちゃうけど──対価、それがないと話にならない」


    　そう言われると、思ってた。


    　だから僕は、ここぞとばかりに、腰にぶら下げていたあれを、テーブルの上にとり出した。


    「対価は、こいつらだ。生け捕りにしてある。これをおまえにあげようと思うんだけど、どうかな？」


    　テーブルの上にのっているのは、さっき捕まえたばかりの、二匹の奇妙な生き物だ。


    　まだ気を失っているので、ぐったりとしたまま、横たわっている。


    　こんな奇妙な生き物、ただでやると言われても、僕ならお断りだ。でも、こるりならもしかして、とも思う。


    　案あんの定じよう、こるりは奇妙な生き物にかなり興味をひかれているようだ。ぺろり、と舌なめずりまでしている。


    「これは珍しいな……いや、この国でお目にかかるとは思ってなかった。君さ、こいつらをどこで手に入れたんだ？」


    「どこでって、すぐそこだよ。さっき説明しただろ？　そこの竹林で襲おそわれたんだ──ねぇ、小こ鳩ばとちゃん」


    「は、はい。えと、なんだか飛んでました。それに、喋しやべってもいたんですっ」


    「まぁ当然、その程度のことはするだろうな……でも、妙だ。そこいらに自然発生するやつらでもないし……」


    　あきらかに食しよく指しが動かされてるくせに、なにかが引っかかっているようだ。


    　ここはもう一押し、しておこう。


    「こるり、頼む──今のままだと、なんの手がかりもないんだよ。夕ゆう日ひちゃんの行方もわからないし、それどころか犯人扱いされちゃってるし……」


    「夕日ちゃんのことなんて知ったことかよ──というか、このまま一生、戻ってこないでくれるとありがたいんだがな……。だけど、こいつらが生きたまま手に入るなんて珍しいしなぁ──それに脂あぶらがのっててうまそうだ」


    　じゅるり、と口の端からたれたヨダレを、こるりは着物の袖そででごしごしとぬぐった。


    　うまそう……って、もしかして食うのか、こいつらを？　いや、まさかな。……深くは聞かないことにしよう。


    「…………よし、決めた。こいつらをもらおう」


    　迷ったあげく、こるりは奇妙な生き物に手を伸ばした。


    　手に取ってじっくりと観察する目がらんらんと輝いているあたり、よっぽど価値があるものだったんだろう。


    　まったく、あんなもののなにがいいのかわからないけど、これで──。


    



    　魔女との契約は成立した。


    



    「では、対価として相談にのってやる。なにが知りたい？　あ、最初に言っとくが、夕日ちゃんの居場所なんてわからないからな。それに知ってても教えてやんない」


    「そう、だよな。都合よくはいかないよなぁ……それじゃあまずは──こいつらの正体を教えてくれないかな？」


    　奇妙な生き物──羽根の生はえた襲撃者。


    　オカルトに関わる知識ならそれなりに集めているつもりだけど、こんな生き物の情報、一片たりとも知らない。


    「僕の予想だと、夕ゆう日ひちゃんを襲おそったのも、こいつらだと思うんだ」


    「むぅ、それって、寮に侵入したっていう……？」


    「そう。空を飛ぶ能力と風の刃やいばの攻撃、その二つを使えば、簡単に夕日ちゃんを襲撃できると思うんだけど──どう？　こるり。僕の考えは？」


    「さぁね。知らないよ、ボクは現場を見たわけじゃないんだからさ。ただ、君の望み通りこいつらの正体を教えてあげる。こいつらはね──妖精さ」


    「ようせい……？」


    　こるりはとり出した真っ白い紙の上に、筆を使って──「妖よう精せい」という文字を書き記しるした。


    　見慣れない言葉に、僕は小こ鳩ばとちゃんの顔をのぞき見た。しかし、小鳩ちゃんも首を横に振っている。


    「知らないのも無理はない。この国には存在しないものだからな。こいつらが生息しているのは、主に欧州ヨーロツパの辺りだ」


    「えと、欧州にはこんな生き物がたくさん、い、いるんですか？」


    「いいや、今や絶滅寸前と言われるくらい貴重な存在だね。あまりにいないんで、存在自体怪しまれ、架空の生き物だと思われている。君たちになじみのある言い方をするなら、そうだな……西洋の妖よう怪かい、そんな存在だ」


    「おかしくないか？　欧州に住む妖精が、どうしてこんなところにいるんだよ？」


    「そこが問題だ。こいつらは土地に縛られる存在──簡単には生まれた土地からは離れられない……だとすると、どこかに妖精使いがいると見て、いいだろうな。……あぁ、ダメだ。がまんできないっ」


    　いらいらした様子で席をこるりは席を立つと、その手にようかんを一本丸ごと持って帰ってきた。


    　それを僕らにわけるそぶりはまったくなく、そのままバナナを食べるようにかぶりついた。


    「……な、なにをされているんでしょう？」


    「糖分補給……いや生命維持かな？　とにかく甘いものを食べないとやっていけないらしくてね」


    「むぐぅ……では、話を続けようか♪」


    　とたんに機嫌が回復している。さすが甘味中毒者。


    「えぇと、補足しておくと、妖よう精せい使いってのは妖精を操あやつる特殊な術が使える人間のことだからね。ほら、この国にも似たようなのがいるだろう？　式しき神がみ使いとか管くだ狐ぎつね使いとかさ、あれと同じ。妖精使いは野生の妖精を見つけ、その体に糸を結びつける。それは『銀の糸』と呼ばれる魔法で編み上げた契約の糸で、それが結びつけられている間は、妖精は妖精使いに逆らえないのさ」


    　こるりは手にしている一匹の妖精の、足首を僕らへと見せてくれた。


    　そこには、気をつけないと見落としてしまうほどの、細く光る糸が巻き付いていた。


    「そんな細い糸で、捕らえておけるものなの？」


    「細さは関係ないよ。質が大切なんだからさ。『銀の糸』の質はそのまま術者の腕前といっていい。つまり、術者の腕が上がれば、より高位の妖精を捕らえられるんだ」


    「あう、妖精にも高位とか下位が、あるのですか？」


    「そうだよ。自然を支配できるほどの妖精もいれば、ちょっとした使いっ走りにしかならないやつらもいる。こいつらは……中の下ってとこかな。高位妖精である風の妖精シルフの、下っ端の下っ端」


    　中の下、あたりの妖精なら僕らでも充分に対処できるってことか。さすがに自然を支配しているようなやつには、勝てる気もしないけど。


    「その妖精を使し役えきしているやつってのは誰なのかな？　その糸をたどったらわかるとか？」


    「残念ながら、『銀の糸』はリボンみたいに体のどこかに結びつけさえすれば、それでいい。たどるなんて不可能だ……ただなぁ……」


    「なにか思い当たるのか……？」


    「さっぱりなんだ。なさすぎて困惑している。だって──妖精を捕らえることは、欧州ヨーロツパでも禁じられていることだからね。事実上、妖精使いは存在を許されてはいないはずなのに──はむっ」


    　ようかんの最後の一口を口へ放り込んだこるりは、包み紙を丸めてくずかごへと投げ込んだ。


    　ものすごい早さで食べきったと驚いていると、なんと二本目を袖そでの中からとり出して、同じように食べはじめた。


    　あぁ、こいつ……どんだけ糖分とるつもりだよ。


    「あむあむ……妖精ってのはさ、中世の頃にやたらめったら捕まえすぎたせいで数が激減しちゃってねぇ。このまま妖精を捕らえ、消費していればすぐに絶滅してしまう……だから、欧州の魔法使いたちは妖精を捕まえないことに決めたんだ。その禁を犯せば、死をもってつぐなわされる。とっても厳しい決まりなのさ」


    　すぅ、とこるりは人差し指で自分の首をなぞった。


    「いるはずのない妖精使い、か。……なんでそんなのに狙ねらわれないといけないんだ？」


    「さぁ、なーんか恨うらみでも買ったんじゃないの？　君って恨まれやすそうな性格してるし」


    「なんだよそれ。具体的に言ってみろよ」


    「たとえば、 優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度で女の子を泣かせたり、してない？」


    「してないって！」


    　自覚している限りでは、していないと思う。……自信はないけどさ。


    「………………」


    　隣で小こ鳩ばとちゃんがおもいっきり無言なのは──気にしないでおこう。


    「妖よう精せいについてはだいぶ理解したよ。ありがと──でもさ、僕だってちょっとは向こうの国のオカルトを勉強しているはずなんだよ？　それなのにどうして今日まで妖精のこと、知らなかったんだろ？」


    「君はオカルトがどんな存在なのか、まったくわかってないな。オカルトってのは隠いん秘ひ学がくとも言うんだぜ？　しかも向こうの魔法使いたちは徹底した秘密主義なんだよ。自分の研究や身につけた術は、絶対に他人に漏もらさない。だから、この国で知ることのできる情報なんて──西洋オカルトのほんの序の口さ」


    　くくく、とこるりは僕をあざ笑う。


    「つまりあれか、僕が必死になって勉強した気になってたのは、意味ないって？」


    「素しろ人うとの知ったかぶり程度には意味があるんじゃないか？　ふふふふふ♪」


    「くそぅ、ばかにしやがって……と、ともかく、話を続けさせてもらうからなっ」


    「はぁ、まだなにかあるのか？　こっちもひまじゃないんだけどな。今日はこれからおいしいシチューを作る予定ができたんだ」


    　ちらちら妖精を見ながら言うのはやめてくれ。本気でそれを食べる気でいるみたいじゃないか。というか、貴重な存在じゃないのかよっ。


    「ごめん、もうちょっとつき合ってくれ──というか、こっちが本題なんだ」


    「また改まっちゃって、無茶なこと言い出さないでくれよ？」


    「無茶じゃないさ。ちょっとしたお願いだよ──僕の力を使っていい許可を出してほしいんだ」


    　ぴくりと、こるりの口の端が引きつった。


    



    　一ひと月つき前に交わした、魔女との契約。


    　僕という存在のすべては、こるりのものになっている。


    　つまり──僕の能力も、こるりの許可なく使うことは、許されない。


    



    　　　　　◆


    



    　かんかんと、石の階段に足音を響かせながら、僕とこるりは九つ十づ九ら文ぶん庫この地下階段を下りていく。


    　今日まで知らなかった、秘密の地下階段。その先には、お約束と言っていいかもしれない、秘密の地下室がある。


    　ちなみに、小こ鳩ばとちゃんは上のお店でお留守番だ。


    　秘密の地下室には親しい人しか入れない、とこるりが言い張ったので、しかたなく置いてきてしまった。小鳩ちゃんにはあとで謝っておこう。


    「……あのさ、許可をくれとか言うけどさ」


    　どこまで続いているのかわからない階段を下りながら、突然こるりはさっきの続きを始めた。


    「君にはボクの許可なく能力を使ってしまった、なんていう心当たりがあるんだろう？」


    「今日のこと？　……あれは、自分の身を守るためにしかたなくだよ」


    「言い訳するとは見苦しいな。そういうのを契約違反っていうんだよ」


    「約束破ったことは謝るけど……でもさ、魔女の契約ってそんなものなの？　おまえの許可なく能力は使えないんだろうな、って今まで思ってたけど、当たり前のように使えたし……もしかして、違反し放題？」


    「そんなわけないだろ。あまり魔女という存在をなめない方がいい──その身をもって、怖さを体験させてやってもいいんだぜ？」


    　子どもの姿とは似つかわしくない、心が凍こおってしまうような、冷たい声。


    　時折、僕はこの幼女のことを心の底から恐ろしいと思ってしまう。それはたいてい、今みたいに魔女の一面を垣間かいま見たときにだ。


    「君はボクと契約を交わした弟子なんだよ？　弟子の身になにが起きているのかなんて、師匠なら察することができるのさ。たとえば、危険が迫っていたり、敵に襲おそわれている、とかね」


    「じゃあ、おまえは今朝、僕が囚しゆう人じんに襲われたのも、さっき妖よう精せいと戦ったのも、知ってたってことか？」


    「この場合、知る、というより、気づくという方が正しいけどね──で、君に危険が迫っていたから、能力を使うことを許可してやっていたまでだ……試しに今、力を使おうとしてごらん」


    　言われるままに、僕は鎖くさりに力を込める。


    　しかし、動かない。さっきまでは自在に動いていたのに。それに呪じゆ力りよくはまだ尽きていないはずだ。


    「ほらね。今はボクが許可していないから使えないだろ？　つまり、君は許可なんて取らなくても能力を使える、なんて思ってたかもしれないけどね。実は全部、ボクが許してあげていたまでなのさ」


    「なんだ……じゃあ、許可なく能力を使っただろ、なんて責められる必要ないじゃん──実は悪いことしたなぁ、なんて反省してたのに。損した気分だ」


    「──まったく、なんて身勝手な弟子なんだ。許可なんてしてやるんじゃなかった。いっそ、ボクと一緒にいない間は絶対に能力を使えないよう、封印してしまおうかな」


    「えぇっ！　せっかく、ここまで向上したのにっ」


    「そういうのを、力に呑のまれるおろか者というんだ。強い力を使えば、それだけ大きな災わざわいを呼び寄せる。そのことを忘れてほいほい能力に頼るやつは、早死にするよ」


    　その忠告に、僕はごくり、とつばを飲み込んだ。


    　おもわず、忘れかけていた。


    



    　異能力の危険性──呪のろいに限らず、異能力には使用した者の元へと災いを呼び寄せるという、絶対に逃のがれられない宿命があるのだ。


    



    　その宿命を忘れ、異能力を行こう使しし続ければ、やがては災いによって身を滅ぼす。災いを避けようと、さらなる異能力に頼り、その結果、延えん々えんと災いにつきまとわれ続けてしまう、なんていう異能力者もざらにいる。


    　異能力とは、一度手に入れてしまえば二度とは手放したくない魅力的な力。しかしその反面、破滅へと向かう危険性を秘めた力でもあるのだ。


    　異能力は決して便利な道具じゃない。そのことを常に心の隅すみに置いておこう。


    「そもそも呪いなんて災いに密接した力だしな、気をつけろよ──って言っても、君のは呪いっていうか、鎖くさりを操あやつる力ってだけだけどな。君は『鎖野郎』でも目指してるのか？　蜘く蛛もを見たら目の色が真っ赤になったりするならおもしろいが。あ、待てよ。そうなると、特質系能力者ってことに……」


    「ちゃんと僕にわかることを言ってくれ。ツッコミもしづらいから」


    「べつに君の切れ味の悪いツッコミになんて期待してないよ──ともかく、能力を使わせてやること、大目に見てやるんだから、これからボクの実験につき合ってもらうぜ」


    　実験。


    　こるりは、僕の本当の力──三み日か月づき卿きようと戦ったときにも発動してしまったあの能力。


    　自分の都合のいい世界を作り出し、そこにひきこもる反則技、『呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ』の力を、限定的に引き出そうとしているらしい。


    　その実験は、地下室の設備でないとできないので、僕らはこうして階段を下くだっているのだ。


    「──なぁ、本当にそんなことできるのか？　あの術は、夕ゆう日ひちゃんが傷つかないと使えないんだよ？　というか、使いたくないんだけどさ」


    「さっきも説明しただろ。夕日ちゃんの犠ぎ牲せいが必要なのは、全開で能力を解放したときだけだって。ボクの考えじゃ、対象を絞しぼればもっと効率よく使いこなせるはずなんだ。ボクの魔力と君の体を使ってね」


    「……なんだかよくわからないけど、失敗だけはしないでくれよ。たぶん、シャレにならないと思うから」


    「まかせておけ──ところで、久く郎ろう君、この間教えたエーテル呼吸法、続けてるだろうね」


    　うん、まぁ……と僕はあいまいに返事をした。


    　エーテル呼吸法とは、空気中に存在する目に見えない魔法物質、『エーテル』というものを独特の呼吸法によって体内に取り込み、貯蓄する方法のこと、らしい。


    　教えてもらってからは意識してその呼吸法を実践してはいるんだけど、とてもエーテルなんてものを取り込めているとは思えない。目に見えず質量もなく、おまけに使い道もないものなんて、体内に貯蓄する意味はあるんだろうか？


    「エーテルは、魔法を使う源みなもとだ。呪まじない師でいえば、呪じゆ力りよくと同義。日々、それを体内に取り込んでおかないと、魔法は使えない。今回の実験の鍵かぎになるんだから、どんなときでも続けておいてくれよ」


    「それはわかってるけど、貯たまってるのか？　そもそも、魔法使いでもない僕に、そんなことできるとは思えないよ」


    「君の体にも魔女の血が少しは流れている。それにボクに弟子入りしているんだから、君も一応、魔法使いだよ。……心配しなくても、この国は他とは比べものにならないほど、空気中のエーテル濃度が高いんだ。適当にやっててもすぐに貯まっていくだろうよ」


    「へぇ、すごいな。西洋の魔法使いにとって、この国は理想の環境ってことだ」


    　僕の言葉に、こるりは、ははっ──と乾いた笑いをもらした。


    「そうだね──気をつけた方がいいかもね」


    「気をつけるって、なにを？」


    　さぁね──と呟つぶやいたこるりは、その場で立ち止まり、くるり、とこちらに振り返った。


    　大きな赤い瞳ひとみがじっと僕のことを見上げてくる。


    「な、なんだよ……？」


    「話は変わるけどさ──あのお嬢ちゃん、なんなのさ」


    「…………あぁ、もしかして小こ鳩ばとちゃんのこと？」


    「そう、そのハトお嬢ちゃん」


    「なんだって言われても、協力してくれてる親切な女の子としか言えないなぁ……そうだ、彼女も鬼ほお灯ずき機関の一員なんだよ」


    「そういうことをじゃなくてさ──君とはどういう仲なのかと、聞いているんだよ」


    　ぴくぴくと、こるりのこめかみが動いている。


    　急に機嫌が悪くなってないか……？　ってことは、糖分が切れたんだろうか。さっきようかんを二本も平らげたばかりなのに、困ったやつだな。


    「なんでそんなこと聞かれるかわかんないけどさ、僕と小鳩ちゃんの仲は、同い年の友人ってとこじゃないのかな？　知り合い、っていうと素そっ気けない感じになるし……うん、友人だと思う」


    「……友人？　ほんとに、ただの友人？」


    　じっとりと、疑惑の眼まな差ざしで睨にらんでくる。


    「…………なんだよその目は」


    「別にぃ──君って知り合いは少ないくせに、妙に女の子に囲まれてるよなぁ、と思ってさ」


    「そ、そんなの偶然だろっ。べつに意図してそうなってるわけじゃないよ！」


    「あっそ。偶然ね。そう言うならいいけど、なら──本命は誰？」


    　…………はぁ？


    　まじでわかんねぇ。


    　この場でそんなこと言う必要ないだろ。僕らさっきまで結構真剣な話、してたよな。


    「そんなこと今は関係ない」


    「いーや、関係ある──ボクのやる気が上がったり下がったりするし……言わないんだったら協力してやんない」


    　ほっぺたを膨ふくらませて、そっぽを向いてしまうこるり。どうしてこんな時間が惜しいときに限ってだだをこねはじめるんだよ！　


    　でも、こいつ本当に言わないと協力してくれなくなったりするしなぁ……。


    　これも事件を解決するためだ──と覚悟を決めて！


    「…………ゆ……夕ゆう日ひちゃん」


    「──は？」


    「だからさっ……本命は…………夕日ちゃんだって」


    　ざざっ、とこるりが僕から二歩ほど、遠ざかった。


    　なにもそんな露ろ骨こつに引かなくてもっ。


    「……君、それ本気で言ってるのか？　冗談とかじゃなく？　兄きよう妹だいとしてとか、家族としてってことでもなくて……？」


    「……あぁ、そうだよ。一人の女の子として好きなんだよ。悪かったな」


    　恥ずかしさのあまり、肩を震ふるわせていると、


    　ぺっ！


    　ツバを、吐きかけられた。


    　ひでぇ、そこまでするかよ！


    「ちょっ、おま。ツバはないだろ、さすがに……」


    「黙れこのド変態──人間として終了している君に、しちゃいけないことなんてない！」


    「終了してないって！　好きになっちゃった人がたまたま妹だっただけだろっ」


    「その台詞せりふをネタ以外で使ってる時点でもうダメだ──あーあ、なんでこんな変態性欲者を弟子にしてしまったんだろ。師匠だし、ちゃんと道を正さないといけないよなぁ……」


    「正してもらわなくてもいいよっ。僕が夕日ちゃんを好きなことで、誰かに迷惑かけたかよ！」


    「──悲しいシスコンの叫びは、虚きよ無むへと消えていくのみだった……」


    　勝手にモノローグつけんな！　独り言みたいで悲しくなるだろ。


    「そもそも夕ゆう日ひちゃんを好きなことは、前から言ってなかったか？　てっきり納得してくれてるんだと思ってたんだけどなぁ……」


    「ふつう、そういう場合、深い兄きよう妹だい愛だと思うだろ。度を超した仲良しっていうかさ。……まさか本気で好きだとはな──もしかして、手出したり……」


    「してない！　それはまだ」


    「まだって君…………いいや、大丈夫、救える。ボクはそう信じてるよ。だから今度、脳みそ取り替えてみようね？」


    「やさしい言葉で猟りよう奇き的なこと言ってんじゃねぇ！」


    　こるりの場合、本気でやりかねないので心配だ。気づいたら頭ぱっくり開けられてるとか、嫌すぎる。


    「──はぁ、いいかげんくだらないやりとりは止やめようよ。時間がないんだよ、こっちは！」


    「くだらない、だと？　自分が変態であることを棚に上げる気だなっ。君の性しよう根ねはどこまで腐っている……いや、しかたない。ここで君を改心させられないのも確かだ。こういうのは時間をかけてやらなくては」


    　ふるふると、頭を横へ振ってから、こるりは深くため息をついた。……ため息をつきたいのはこっちの方だ。


    「……そうだ、ついでに聞いておこう」


    「なに？　さっきの続きなら嫌だよ」


    「嫌でも言ってもらう……肝心なことだからな」


    　やけに真剣な表情で、こるりは僕の顔をのぞき込んでいた。


    　赤い──鮮血のような色をした瞳ひとみに、僕の姿が映っている。


    「君が妹のこと好きなのはわかったが、それで、結局どうなりたいんだ？」


    「それは……夕日ちゃんとの今後の関係ってことだよな？」


    　そうだ、とこるりはうなずく。


    　改めて聞かれると恥ずかしいのだが──ここで噓うそを吐ついてもこるりのことだ、すぐに見破られてしまうだろう。


    　だから、本心を口にしよう。


    「……告白、しようと思ってるんだ」


    「実は僕、妹に欲情する変態野郎なんです、ってか？」


    「そこは素直に、好きですつき合ってください！　だろ！」


    「いや、つき合うってなんだよ。今だって兄妹としてつき合いがあるだろう？」


    「だから、そうじゃなくてね……その、恋人として、男女の仲になりましょうと──」


    　べつに夕ゆう日ひちゃんを目の前にしているわけでもないのに、照れてしまう。


    　顔がどんどん真っ赤になっていくのがわかる。


    「その反応からすると、本気なんだな。そりゃまぁ、おめでたいっていうか、頭沸わいてるっていうか……君さ、後悔しても知らないぜ？　もしフラれたときは、今まで通りの兄妹としての関係も崩れるかもよ？」


    「覚悟はしてる……ってか、今のままじゃ僕がどうにかなりそうなんだ。死ぬほど好きな子が傍そばにいるのに、その子に本当の気持ちを伝えられないなんて、拷ごう問もんだ」


    「ボクとしては一生拷問受けてろって感じだけどね──じゃあなにか？　近々告白するつもりなのか？」


    「……うん。これから夕日ちゃんを捜し出してね、再会できたら、まずは呪のろいをかけて眠らせちゃったこと、謝ろうと思う──それで、もし許してもらえたら、そのときは……」


    　告白しよう。


    　そして、決着をつけよう。


    「なぁ、やけに思い切ってるけどさ、それって、ボクが君の能力を鍛きたえたのが原因か？　なんか自分に自信持っちゃってる？」


    「そうかもしれない……自分に力がついていくとさ、今の僕なら夕日ちゃんを守れるかも、とか思うようになってきて。だから、告白する決心もついたんだと思う」


    「なにそれ、勝手に守るとか決意しちゃって。力がちょっとばかし上がったからって、自分自身に酔ってるだろ。かっこ悪いったらないね。そんなんじゃ、どんな女だって振り向かないぜ？」


    「そんなこと、おまえに言われる筋合いはない。これは僕と夕日ちゃんだけのことなんだから」


    「あぁ、そうだったね──口を挟はさんで悪かったよ」


    　ちっとも悪いなんて思っていなさそうな態度できびすを返すと、こるりは再び階段を下りはじめた。


    　すっきりしない感じで話が終わってしまったけれど、僕はこれ以上こるりと罵ののしり合うのも嫌なので、黙ってこるりのあとをついていく。


    　するとこるりが、背中を向けたまま思い出したように声を上げた。


    「……そ、そうだ。もう一つ聞きたいことがあった」


    「なんだよ、まだ僕を貶けなしたいのか？」


    「違う──えーと、なんというか、あれだ……あー、やっぱりいい。なんでもないっ」


    「…………？」


    「…………それじゃあボクのことはどう思ってる？　とか聞くとふつうに友人とか答えるんだろうな君は。いや、べつにそれが嫌ってわけじゃないぜ。むしろ歓迎っていうか、ごにょごにょ……」


    　なにか言っているようだけど、声が小さすぎて聞こえなかった。たぶん、独り言なんだと思うから放っておこう。


    　というわけで。


    　やたらと長い階段を下りきった僕らは、秘密の地下室とやらに到着した。


    　部屋の中は、呼び名にふさわしい、怪しげな雰囲気がぷんぷんと漂ただよっていた。


    「──さぁ、とっとと始めよう。久く郎ろう君、まずはそこのベッドの上に仰あお向むけに寝そべってくれ」


    　到着するやいなや、部屋の中央を陣取っている細長いベッドに直行させられた。ベッドの周りには、魔ま法ほう陣じんと思われるものが描かれている。


    　仰向けに寝転がっていると、これからなにをされるのか、ちょっとどきどきしてきた。


    　まさか本当に頭を開けられたりは……しないよな？


    「──そういえば、先月は夕ゆう日ひちゃんに術式を展開したっけ」


    　ベッドの周りで準備をしているこるりが、そんなことを言い出した。


    　魔法陣の中に寝かされている僕は、あのときの夕日ちゃんと重なるものがある。それで思い出したのだろう。


    「あれで僕は君の弟子になったんだよな……本当に助かったよ。今でも感謝してる」


    「改まって言われると恥ずかしいな。君は変態なんだからもっと変態らしい受け答えをしろ」


    「変態って何度も連呼するな！　失礼なやつめっ」


    「ふふん、君が変態なのは間違いのない事実だ──っと、これで準備完了」


    　そんな声が聞こえてきたかと思うと、ひょい、とこるりもベッドの上に乗ってきた。


    



    　全裸で。


    



    　もう一度言う。


    　全裸で。


    「──！　えぇぇぇぇ！」


    「おい暴れるな！　壊れたらどうしてくれる」


    「なに平然と会話してんだよ！　服を着ろ、今すぐに！」


    「服……？　君、幼女の裸で興奮してるのか？　シスコンでロリコンって、罪悪の限りを尽くしてるな」


    「僕がロリコンならおまえは痴ち女じよだ！　このロリ痴女めっ、全裸な理由を教えろ──ちょ、またがってくるな！」


    　全裸の幼女がお腹なかの上に乗っている、いよいよ言い訳できない体勢になってしまった。


    　しかも手際よく、僕の両手両足に枷かせまでしてるし！


    「うわっ、ちょ、これ動けない！」


    「君がおとなしくしていればそんなものしなくて済んだのに……ちなみに、僕が裸なのは、夕ゆう日ひちゃんのときと同じ理由だ。あのときだって、夕日ちゃんを裸にしただろ」


    　…………確かあのときは、術が効ききやすくなるから、裸にしたんだっけ。


    「ん？　なら、僕が裸になるべきじゃないか？」


    「──！　き、君の裸なんて見られるかっ、は、恥ずかしいだろ！」


    　顔を赤らめ、胸をぽかぽか叩たたいてくるこるり。


    　自分の裸なら見られてもいいっていうおまえの考えがさっぱりだ。


    「ともかく、ずっと裸だと寒いんだ！　さっさと済ませるぞ」


    　そう言って、こるりは僕の顔を両手で摑つかみ──顔を近づけてきた。


    　この展開は、まずいよな……。


    「まてまてまてまて！」


    「喋しやべるな！　大切な儀ぎ式しきの最中だぞ」


    　一いつ喝かつ──迫力のある瞳ひとみに睨にらまれ、僕は口を閉じる。


    　そして、体の自由を奪われてるせいで、抵抗することもできず。


    　あっさりと。


    　ちゅう──。


    　されてしまった。


    「んちゅ……むちゅ……ちゅちゅっ………」
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    　しかもえらい濃厚なやつだった。くわしい描写は……しちゃダメだと思うので、自主規制です。


    「──ぷはぁっ！」


    　たっぷりキスを堪たん能のうしてから、こるりはようやく口を離してくれた。


    「よし、成功だ。君との接続は完了した。次はだな──」


    「……待て、こら。説明、してくれんだろな？」


    「あん？　説明なんてしてもどうせ理解できないだろ？　そんなことすらわからないのか、おろかなやつめ」


    「理解できなくってもしてくれ、頼むから！　じゃないと、幼女にむりやりキスされてるだけの、わけのわからん状態になっちゃうからさ！」


    　えぇー、とめんどうくさそうな声を上げて、渋々こるりはこの儀式の説明をしてくれた。


    　……のだけど。案あんの定じよう、さっぱりわからなかった。


    「？？？？？」


    　疑問符が頭の周りを縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交っている。


    「ほらみろ、やっぱりわからない。もういい、君の役目はさっきので終わりだ。あとはボク一人でなんとかするから、どいてくれ」


    　枷かせを外され、僕はベッドの外へと放り出されてしまう。


    「え？　さっきのでいいの？　僕の能力はもう引き出せるってこと？」


    「違う。さっきのは体液の交換によって、君とボクの貯蓄エーテルを共有……って、あぁ、もういい。わかりやすく言うと、君の力を今まで以上に遠えん隔かく操作できるようにしたの。ボクはこれから儀式を続けて、準備を整える──君はこれでも持ってろ」


    　こるりは僕に向かってなにかを投げつけてきた。


    　受け取って確認すると、それは、ウサギの顔をしたやたらと可愛かわいげのあるバッジだった。


    「ふふふふふっ。そいつは『ウサギちゃんバッジ』だ！　ボクお手製の魔法具マジツクアイテムさ」


    「なんに使うんだよ、これ？」


    　表を見ても裏がえしても、なんの変へん哲てつもないバッジに見える。


    「それはな、離れていても僕と会話ができる便利な道具さ。そのバッジに話しかけるとボクに声が届き、ボクの声もそのバッジ越しに聞こえるんだ。かならず服に付けておけ」


    　言われたとおり、胸もとに付けてみたけど、こんな可愛いバッジ似合うはずもなかった。


    　メルヘン趣味の青年って、結構気持ち悪いぞ。


    「なぁ、もっとかっこいいのない？」


    「ない。いいじゃないか、可愛くて。僕の分身だと思って大切にしろ」


    「おまえに見張られてるみたいでやだな……まぁ、いいか。連絡とれるのは便利だし」


    　こんな便利道具があるなら、もっと早くに欲しかった……なんて生意気言うと、また怒られそうなので、黙っておく。


    「儀ぎ式しきが終わったらそれで呼びかけるからな。安心して待ってろよ。ちゃあんと、君の本当の力を使いこなしてやるさ……あ、そうだ。能力を解放するときのかけ声を教えてやろう。腹に力を込めて、精神を集中しながら、卍ばん解かい──」


    「おまえの冗談につき合ってるひまはない……で、おまえが儀式してる間、僕らは夕ゆう日ひちゃん捜したり妖よう精せい使い捜したりしてていいんだな？」


    「ふん、勝手にするがいいさ──ん？　あぁ」


    　ふいに、こるりは天井を見上げる。


    　なんの変へん哲てつもない、天井。


    　どうかした？　とたずねようとすると、こるりの方が先に口を開いた。


    「久く郎ろう君──早く上に行った方がいいな」


    　こるりは意地悪そうな笑みを浮かべ、呟つぶやいた。


    「お客さんが、来たようだよ」

  


  
    ◆　　４章　参上する電人ロボツト刑事

  


  
    



    



    　ぎり、と奥歯を嚙かみしめながら僕は階段を駆け上がる。


    　こるりが言う「客」とは、おそらく千せん燈とう機関の追っ手か──もしくは妖よう精せいか……。


    「──ちっ」


    　不用意に小こ鳩ばとちゃんを置き去りにしたのはまずかった。


    　小鳩ちゃんが一人で太た刀ち打うちできない相手だったらどうするんだっ。


    「無事でいてくれよっ！」


    　一階へつながる扉とびらが見えてきた。


    　僕はその扉を勢いよく開け、そして、店内を見渡す。


    　そこに、小鳩ちゃんの姿はなかった。


    「──！」


    　頭が真っ白になる──寸前、外から聞こえてくる物音に気づいた。


    　店の前に誰かがいる。


    　急いで店の扉を開けると、そこに広がっていた光景は……。


    



    「やっ！」


    



    　気合いとともに、黒服の男の首筋に、手しゆ刀とうを打ち込む小鳩ちゃんの姿。


    　しかも、周りにはすでに五人もの男たちが、気絶していた。


    「──あっ、久く郎ろう君」


    　小鳩ちゃんが僕に気づいた。同時に、手刀を打ち込まれた男が、ぐらりと頭を揺らしてその場に倒れ込む。


    「ふぅ、ちょうどよかったのです。今、終わりました」


    「そう……みたいだね」


    　……僕の見せ場は、なかったみたい。


    　息も切らさず、小鳩ちゃんはこちらに近づいてきた。その様子を見ただけで、小鳩ちゃんの圧勝だとわかる。


    「この人たち、千燈機関？」


    　たずねると、小鳩ちゃんはこくりとうなずいた。


    「急にやってきて……うぅ、困りました。い、居場所、つきとめられてしまったのです」


    「長居しちゃったからね……もっと追っ手がこない間に、逃げなきゃ」


    　小鳩ちゃんがいれば、追っ手がこようと心配はなさそうだけど、危害を加えるのは必要最低限にとどめた方がいいだろう。


    　あんまり無茶をすると、今後もずっと千せん燈とう機関から恨うらみを買う羽目になるかもしれない。それは避けておくべきだ。


    「あの、でも、この人たちこのままでいいんでしょうか？　こるりさんにも、迷惑かかりませんか？」


    「大丈夫……だと思うけど。気絶してるだけなら、勝手に目、覚ますだろうし……」


    　店の方へと目を向けて、ちょっと考えてみたけれど、


    「問題ないよ、きっとね」


    　こるりならどんな状況だってうまいこと切り抜けるにちがいない。


    　少なくとも、僕たちなんかよりも、ずっとうまく。


    「……こるりさん、失礼します」


    　小こ鳩ばとちゃんは店の扉とびらにぺこりと頭を下げた。


    　そして僕らは追っ手に気をつけながら、九つ十づ九ら文ぶん庫こから離れていく。


    　とはいえ。


    　はっきり言って、あてがない。


    　夕ゆう日ひちゃんの行方も、妖よう精せい使いの手がかりも、まったく摑つかめていない。


    「どうしようかな？」


    　行く当てもないのに闇やみ雲くもに歩いてしまっている。どうやったら夕日ちゃんを見つけられるだろうか。


    　探査能力──僕には決定的にそれが欠けている。


    　あせりはつのる──。


    　すると、横を歩く小鳩ちゃんがためらいがちに、口を開いた。


    「あのあのぉ……い、言いそびれちゃってたんですけど……」


    　小鳩ちゃんは、ぴっ、と人差し指を僕へと見せつける。


    「ま、まずは浅あさ草くさに行くのが、いいと思います」


    「──？」


    　小鳩ちゃんの指の先には、てんとう虫が一匹、止まっている。


    「なに、それ？」


    「常盤ときわ隊長からの──虫の知らせですっ」


    　……いまいち、小鳩ちゃんが言っていることが把握できない。困ったな。


    「それがどうして思し夜やさんからの知らせなの？」


    「こ、この虫が、常盤隊長の言葉を話して……それが私のところに届いて、えと、その、色々知ることができるんです」


    「…………んーと。ちょっと待ってね、今、理解するから」


    　虫に伝言を吹き込むってことなのかな──それで、虫の知らせ、か。


    「もしかして、その虫を使って思し夜やさんは小こ鳩ばとちゃんに連絡を取ってるのかな？」


    「はいっ、そうです！　すごいのですっ」


    　よくわかりますね、と言わんばかりの驚きっぷりだった。わかりにくいことを言っていた自覚は、あったようだ。


    　ついさっき、こるりから『うさぎちゃんバッジ』の説明を聞いていたばかりだから、すんなりと推測できた。要するに、伝でん書しよ鳩ばとの虫版ってことね。


    「不思議な連絡法だね。それが思夜さんの言ってた連絡法か。鬼ほお灯ずき機関の人ってみんなそうやって連絡取ってるの？」


    「ううん、違います。わ、私たちの里さとに伝わる秘術なんで……私と常盤ときわ隊長しか無理です」


    「なんか、新情報がたくさんなんだけど……小鳩ちゃんと思夜さんって、同じ里の人たちなの？」


    「そうです。常盤隊長は本家、私は分家なので、身分はだいぶ違いますけど、そ、それでも同じ一族です」


    「ふぅん……里とか一族って聞くと、なんか忍者っぽいけどもしかして──？」


    「はうぅ……そ、それは秘密です。言ったら、とっても怒られますっ」


    　その反応だけで充分答えになってるような……でも気づかなかったことにしよう。小鳩ちゃんが可哀かわい想そうだから。


    　小こ箱ばこ小鳩、所属は鬼灯機関。正体は忍者。特技は怪力と地脈の操作。技の性質は主に土つち属ぞく性せい──僕の頭の中にある小鳩ちゃんの説明欄を書き換えておいた。


    「わ、私のことはいいのです。重要なのは浅あさ草くさです──大変なことになっているのです！」


    　その言葉に、胸がざわつく。


    　浅草といえば、大きなお寺を中心とした帝てい都と随ずい一いちの繁華街だ。


    　最近じゃ、大展望塔なんていう巨大な建物まで立って、いつでも大勢の人でごった返しているらしい。そんな場所で起こる大変なこと。それってもしかして──。


    「──火災」


    　小鳩ちゃんは言う。そのとたん、ぶーんとてんとう虫が指先から飛び立った。


    　脳裏には想像したくもないような光景しか浮かばない。


    「連絡が届いたのは？」


    「千せん燈とう機関の人たちが来たのとほぼ同時だったんで、ついさっきです」


    「なら、まだ犯人は現場の近くにいるかもしれない──！」


    　あのてんとう虫は、なんの手がかりもない僕たちへの思夜さんからの助言だ。


    　鬼灯機関は動きがとれないっていうのに、必死に情報を集めてくれているんだろう。


    「感謝します、思夜さん」


    　てんとう虫を見送った僕らは、その足を帝都の中心部へと向けた。


    　目指すは浅あさ草くさ。


    　事態は急を要していた。


    



    　　　　　◆


    



    　浅草に到着する前から、もくもくと立ち上っている煙が見えてはいたけど、現場は想像していた以上の惨さん事じと化していた。


    　逃げまどう人々、泣き叫ぶ声、崩壊と混乱。


    　その中心は──浅草屈指の名所、天を衝つく巨大建築物。


    　大展望塔。


    　高さ十二階建ての巨大な塔は、黒く焼けこげ、半壊している。それでもかろうじて自立だけはしていた。


    「……なんでこんなこと」


    　無む惨ざんな姿になった塔を見上げる。


    　消火はすでに済んでいるものの、まだ木材が焼ける臭においが立ちこめていた。


    「うぅ……結構、燃え移っちゃったみたいですね」


    「塔が全焼して倒れでもしてたら、もっと被害は拡大してただろうね」


    　そうは言っても、大展望塔の周りに建っていたお店や民家は、かなり焼けてしまったようだ。焼け跡を見ても、火災の規模が大きかったことがうかがえる。


    「こんなことして……なにが目的なんだろ？」


    「むむ、どんな目的があったとしても、こんなことしちゃいけないのです」


    　小こ鳩ばとちゃんの言うとおりだ。


    　この火災が、異能力を使って起こされたものなのか、それともそれ以外の手段なのかはわからないけれど、どっちにしろ、ここに住む人々の生活をめちゃくちゃにしていいはずはない。


    　散乱するガレキや焼けてしまった家を見て、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす人、あるいは涙を流している人たちがいる。


    　彼らの日常は、理り不ふ尽じんにも壊されてしまった。


    　関係もなく巻き込まれ、あげく、一方的に被害を押し付けられている──それは、まぎれもない暴力だ。


    　体の奥底から、ぞわりと負の感情がこみ上げてきた。いい感じに、呪じゆ力りよくがたまっていきそうだ。


    　やるせない思いで、僕は焼け跡に立ち尽くす。


    「あの、あの、久く郎ろう君……怒ってます？　その、犯人に対して」


    「そりゃあね……僕だって悪事を目まの当たりにしたら頭には来るよ。桜さくら下した卿きようほどじゃないけど、それなりの正義感くらいは持ってるからね。でも、それよりももっと残念なのはさ」


    　焼けこげた大展望塔を見上げる。


    　僕はここに夕ゆう日ひちゃんと一緒にやってきたことがある。


    　大展望塔のてっぺんまで上って見た眺めは、大都会帝てい都とを一望できて、その景色は今でも心に残っている。塔の周りには出店もたくさんあって、変なものとかきれいなものがずらっと並んでいて、夕日ちゃんと一緒にきゃいきゃい言いながら見て回ったのもいい思い出だ。


    「この帝都には、夕日ちゃんとの思い出の場所がたくさんあるんだ。ここもその一つでさ。だからこんな風に理り不ふ尽じんに破壊されるのって、がまんできない。こんなんじゃ、せっかくの楽しい思い出が台無しじゃないか……きっと、夕日ちゃんだって悲しむと思う」


    「それが……久く郎ろう君にとって一番嫌なこと、なんですね」


    「うん──だからね、僕はすぐにでも犯人を捕まえて、放火なんて止やめさせたい。みんなの平和を守るため、なんて大それたこころざしじゃないんだけどさ、僕は夕日ちゃんが好きなこの帝都を守りたいんだ。僕の力はそのために使いたい」


    　僕が手にしている忌いまわしい力、呪のろいは人を幸せにできない。そう思っていたけれど、それは間違ってた。


    　要は使う人間次第なんだ。


    　僕にとっての呪いの正しい使い方は、夕日ちゃんが好きなもの、好きな場所、好きな人、その全部をひっくるめて、守っていくことだ。


    「あうぅ、うらやましいのです。久郎君にはちゃんとした目標があって……私も目標が見つけられたらな」


    「僕みたいな個人的でちっぽけな目標だったら、小こ鳩ばとちゃんもすぐ見つかるよ。っていうか、小鳩ちゃんの方が全然立派な人なんだしさ。僕と違って、ちゃんと鬼ほお灯ずき機関に所属してるし」


    「そんなっ、立派じゃないですっ。……それに久郎君の目標は全然ちっぽけなんかじゃありません。だって、夕日ちゃんのために帝都を守るってことは、間接的に帝都に住んでる大勢の人の幸せを守ってるってことなんです。だから、久郎君はすごいのです。えらいのです。平和の使者なのです！」


    　いつもおどおどしている小鳩ちゃんが一変して、力強い口調で迫ってきた。


    　うぅ、身に覚えもないのにそんなに褒ほめちぎられると、かえって苦しい。


    「あのね、小鳩ちゃん。そんな風に言ってもらえるのはうれしいんだけどさ……実際には犯人を見つけられてないわけだしね。帝都を守るってのも口で言ってるだけだからさ──そう、肝心なのは実行することだよ。今の僕らは犯人を捜すのが重要なんだから」


    「ふぇっ、そ、そうですよね。私ったらなんか急にたくさん喋しやべっちゃって。勝手なこと言って、ご、ごめんなさいっ」


    「謝らないでよ、なんにも気にしてないよ……それより、犯人はまだこの辺にいるのかな。いるとしても、人混みにまぎれちゃってるよね」


    　簡単に見つかるわけもないか、と焼け跡を見渡していると──ふいにその姿が目に入った。


    「え……？」


    　一瞬、目を疑ってしまったけれど、見間違いじゃない。


    　遠目でもはっきりとわかる。


    　黒髪巻き毛を長く伸ばし、異様に目立つフリルとレース満載という装飾過多なドレスに身を包んだその姿。


    　まぎれもなく、あれは。


    「夕ゆう日ひちゃん──！」


    　見つけたとたん、僕は叫んでいた。


    「え？　ふえ？　ど、どこですか？」


    　隣で小こ鳩ばとちゃんが困惑した声を上げている。


    「あそこ、ほら焼け跡の向こうに立ってる！」


    　興奮のあまり、僕は早口で告げながら指を差す。


    　小鳩ちゃんは差された方に目を凝こらし、そして、すぐに夕日ちゃんの姿を発見した。


    「──あ！　ほ、ほんとですっ。いました、あれ夕日ちゃんです！」


    「でしょ！　こんなに早く見つけられるなんて……」


    　偶然なのか、それとも夕日ちゃんと放火事件に関係があるのかはわからないけれど、とりあえずは見失わないうちに捕まえないと、と夕日ちゃんの元へ駆け寄ろうとした矢先──ぐっと腕を小鳩ちゃんに摑つかまれてしまった。


    「待ってください！　夕日ちゃんの隣にいる人、見てください……」


    「え？　誰かと一緒なの？」


    　というか、夕日ちゃん以外、眼中になかった。


    　僕は、視線を夕日ちゃんの隣に動かしてみる──と、そこにいたのは意外な人物。


    　長身痩そう躯くに白衣を羽は織おった、かかしのような姿をした男。


    　真っ白な長髪が印象的で、僕の記憶にも新しい。


    「は、墓はか場ば博士、どうして……？」


    　開いた口を手で押さえ、小鳩ちゃんはそう言った。


    「こんなとこにいるはずない。だって僕、今朝怪かい賊ぞく城じようで見たよ。ちゃんと牢ろう獄ごくに入れられてたんだ」


    「それなら、あれは？」


    　どう見ても、墓場博士だ。あんな特徴的な姿、似ている人なんているはずない。


    　夕日ちゃんと博士は隣り合うように立ち、心なしか僕らの方を見ているような気がした。


    「とにかく、二人に接触しよう。話はそれからだ！」


    「そ、そうですねっ。本人かどうか確かめないといけませんっ」


    　そう言って走り寄っていくけれど、どうにも戸と惑まどいが隠せない。


    　すると。


    　不意に、ゆらり、と煙のように二人の姿が揺れた。


    「な──！」


    　夕ゆう日ひちゃんと墓はか場ば博士は、まるで幽霊みたいに、足あし下もとからぼんやりと薄くなっていく。そして、徐々にその姿は消えていこうとしていた。


    　人混みにまぎれている、とかではない。


    　空間から二人だけが、消え去ろうとしているのだ。


    「あわわわわっ……えと、な、なにがどうなってるの？」


    　小こ鳩ばとちゃんは青ざめた顔で、目の前の光景を見つめている。


    「待って、夕日ちゃん──！」


    　僕は消え去ってしまう前になんとか夕日ちゃんを止めようと思ったけれど、叫びも虚むなしく、二人の姿は完全に消えてしまった。


    「あ…………」


    　なにが起こったのか、まったく理解できなかった。


    　人が消えるなんて、僕は幻まぼろしでも見ていたのか？　でも、幻を見たのは僕だけじゃなくて、小鳩ちゃんも確かに、夕日ちゃんの姿を見ていた。


    「なんで……？」


    　説明を求めるように小鳩ちゃんの顔を見ても、ふるふると頭を横に振られるだけだった。


    　白昼に見た幽霊、もしくは狐きつねにつままれたとしか思えない。


    　頭の中は疑問でいっぱいだった。


    　でも、考えるよりも先に、僕は辺りの異変に気づいた。


    「……おかしい」


    　これは目の前で人が消えた異変の、続きだろうか。


    　今度は、僕ら以外、消えていた。


    　──人が、いないのだ。


    　さっきまであんなに騒然としていたのに、誰一人、いなくなっている。


    　逃げまどってた人は？　泣き叫んでた人は？　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてた人は？


    　どこにもいない。


    　いるのは、僕らと──振り返った先に、一台の車。


    「…………小鳩ちゃん、逃げる準備を」


    　小声でそう言うと、小鳩ちゃんは、え？　と疑問の声を返す。まだ気づいていないみたいだ。


    　僕らが逃げる前に、がちゃり、と車のドアが開き、中からすらりとしたきれいな足が伸びてくる。


    「ようやく、見つけましたわ」


    　にっこりと、敵意に満ちた笑みを浮かべ、彼女──雨あま宮みやくららは僕らの前に現れた。


    「こちらに来てもらい」


    　相手が言い終える前に、僕は小こ鳩ばとちゃんの手を引き、逃げ出そうとした──けれど。


    



    「行かせるかよっ──！」


    



    　真後ろから、声が聞こえた。


    　とっさに振り向いた僕の目に映ったのは、まばゆい光──。


    　火花を散らしイナズマのように輝く刃やいばが、僕に向かって振り下ろされる！


    「──!!」


    　危険を感じると同時に、僕の体は勝手に刃をかわしていた。小鳩ちゃんが、僕の足を払って、体勢を崩してくれたのだ。


    　首すれすれで刃は空くうを斬きり、そして僕は地面にずさりと膝ひざをつく。


    　冷たい汗が、頰ほおを伝った。


    「ちっ。化け物は殺気にビンカンってーのは、本当かよ」


    　見上げれば、そこに異様な格好をした三人が立っていた。


    　光こう沢たくのある黒いつなぎに全身を包み、顔全体を覆おおう黒い仮面、黒いロングブーツに、黒い手袋。全身黒で統一した格好だけれど、首もとにだけは赤いマフラーをたなびかせている。黒い仮面には、白いドクロがおそろしげに描かれていて、その不気味な仮面越しに、どうやら僕らのことを見ているようだ。


    　まるで死神と見まがうような、得え体たいの知れない姿。とてもまともな人だとは思えない。


    「……いや、いきなり斬りかかってくる時点で、まともじゃないよな」


    　僕が立ち上がると、三人はいっせいに後ろへ飛び、距離をとった。


    　三人のうちの一人の手に、ばちばちと火花を放っている不思議な刀が握られている。僕を攻撃したのは、あいつか。


    「この人たちも、あなたの手先ですか？」


    　前方に雨宮さん、後方に怪しげな三人。


    　すっかり囲まれてしまったので、僕はあきらめて雨宮さんに話しかけた。


    「手先だなんて……部下と言ってくださいまし」


    　雨宮さんは最初に現れた場所から動かない。こちらに近づいてくれば、僕の鎖くさりで拘束し、人質にとることもできそうだけど、向こうもそれを警戒している。


    「そこにいる、紅葉もみじさん、東しの雲のめさん、不死しなず川がわさんの三人は千せん燈とう機関の精鋭たちです。あなた方がおとなしく私の言うことを聞かない場合、力ずくでも捕まえられるよう用意させていただきました。ですが──私、あまり手荒なまねは好きではありませんの。だから、ね？」


    「有う無むを言わさず斬きりかかってきたくせに……。僕らがおとなしく捕まるって、本当に思ってます？」


    「いいえ、まったく──ですわ」


    「結局は実力行こう使しですか……じゃあその前に聞かせてください」


    「あら？　なんでしょう？」


    「街に人がいなくなったのは、あなたの仕し業わざですか？」


    「もちろんですわ。民間人を巻き込むわけにはいきませんから、退去してもらいました。あなた方異能力者は、なにかと大胆に暴れられますからね」


    　そっちの黒いつなぎの人たちも暴れたそうな雰囲気ぷんぷんしてるけどね。ま、お互い周りに遠慮しなくて好都合ってことか。


    　ついでに、ダメ元で質問をぶつけてみる。


    「じゃあ、足あし下もとから幽霊みたいに消えていく人ってのには、心当たりあります？」


    「はぁ？　なにをおっしゃってるのかちょっと理解できませんわ。意味のわからないことを言うのはおよしなさい……もう質問はよろしくて？」


    「えぇ、充分です」


    　とりあえず、消えた夕ゆう日ひちゃんたちは千せん燈とう機関と関係はないみたいだ。だったら、こんな人たち相手にしてないで早く夕日ちゃんを捜しに行きたいんだけど……逃がしてくれる気なんてさらさらないのはわかりきっている。


    「では、私の部下の実力──とくとご覧になってくださいまし」


    　雨あま宮みやさんの言葉が合図となり、再び黒い三人が襲おそいかかってきた。


    「小こ鳩ばとちゃん、僕が二人を相手するから──」


    　と、言っている途中で、みぞおちにおもいっきり膝ひざ蹴げりが決まった。


    「ぐえっ！」


    　蛙かえるのような声を上げ、そのまま体が吹っ飛ばされ、民家の壁に激突する。


    「……うぅっ」


    　お腹なかを押さえてよろめきながら僕が立ち上がると、すでに目の前に敵が迫っていた。


    「なぁにが、二人を相手するだっ。うぬぼれてんじゃねぇよ！」


    　刀を地面に突き刺し、目の前の黒ずくめは、ドクロの仮面をはぎ取った。


    　その下から現れたのは──なんと、少女の顔だった。


    「ったく、これしてると話しづらいな──おいっ、東しの雲のめ！　不死しなず川がわ！　てめぇらでその女を相手しろ。気ぃ抜くな、そいつは強つぇーぞ」


    「はっ。装備は、なんにしますか！」


    「くだらねぇ質問すんな！　雷いか鳴ずち丸まるに決まってるだろ！」


    　そう言うと、少女は地面に突き刺していた刀を掲かかげた。


    「生かして捕まえるとかぬるいこと言うんじゃねぇぞ！　殺す気でやれっ、じゃないとこっちが食われる。なにせ相手は、化け物だからな」


    　くくっ、と笑って、少女は僕の顔を見た。


    「おまえの相手は俺がしてやる。と、その前に──俺の顔に、覚えはねーか？」


    「……あいにく、君みたいな女の子と知り合いになった覚えはないな」


    「あぁん？　だーれーが、女の子だ、この野郎！　俺のどこが女に見えるって？」


    　どこがって、どこを見ても、なんだけど？


    　少女はものすごい剣けん幕まくで僕の胸ぐらに摑つかみかかってきた。その顔は、冗談を言っている顔ではない。


    　…………っていうと、もしかして。


    「君……男なのか？」


    「あったり前だろ。千せん燈とう機関所属、紅葉もみじひなと！　生まれてこのかた十とおと六、絶えず男だっ！　間違えてんじゃねぇよ！」


    「いやだって、その顔があんまりにも女の子みたいだから……」


    　紅葉の目が、かっ、と見開いた。瞳ひとみの奥に、まるで炎が宿っているかのような、眼力だ。


    「──ってめぇ。俺を女顔って言ったな！　もう許さねぇ。なにがなんでも、てめぇだけはぶち殺す！」


    「そんなに殺す殺すって連呼してると、安っぽく聞こえるよっ」


    　紅葉の手を振り払って、僕は後ずさった。


    　手にはじゃらりと鎖くさりを垂たらす。戦わずにすませるわけには、いかないみたいだ。


    「ふん、言ってろ化け物め……あぁ、殺す前に教えてやるよ、一か月前、俺はお前にボコられてんだ。そりゃあもう、手も足も出ないくらいにな。これでも覚えてないのかよ！」


    　一ひと月つき前……千燈機関の局員となにかあったとすると…………あぁ、思い出した。


    　三み日か月づき卿きようと初めて対決したあのとき、僕は夕ゆう日ひちゃんが傷ついたせいで、おもわず我われを忘れて暴走してしまった。そしてその場にいた千燈機関の人たちを片っ端から鎖で締め上げてしまったのだけれど……。


    「そうか、君、きらら美術館にいたのか……！」


    「そうだよ。あのとき俺は、秋あき葉ばの旦だん那なと一緒にキレたおまえにぶちのめされたっ。あれ以来、おまえが憎くてしかたねぇ……次に会ったときは、かならず借りを返してやると心に誓ってたんだ！」


    　ドクロの仮面をかぶり直し、その手に刀を握りしめ、紅葉は僕と向かい合う。


    「あのときのことは、心から悪いと思ってる。だから、謝る、ごめんっ」


    　頭を下げてみても、紅葉もみじは変わらず、刀を構えたままだ。


    　許されるとは思ってなかったし、恨うらまれてもしかたない。ただ、一ひと言こと謝ってはおきたかった。


    「謝って許すなら、警察なんてやってねぇんだよ。そいじゃ、ごちゃごちゃ話すのは止やめにしようぜ」


    　改めて、紅葉は吼ほえるように名乗りを上げた。


    「我われら、科学の力をその身にまとい、悪をくじく正義の味方、その名も──電人ロボツト刑事だっ！」


    　ろ、電人ロボツト刑事!?


    　赤いマフラーが風に揺れ、たんっ、と紅葉は軽快に地を蹴けった。


    　そのとたん、ばちばちっ、と紅葉の全身に、稲いな妻ずまのような光が駆け巡めぐった、ように見えたけど、そんなことじっくり観察しているひまは、僕には与えられなかった。


    　間ま合あいは、瞬時につめられる──さっきも思ったけど、おそろしく速い！


    「ってか、電人ロボツトってなんだよっ──！」


    　こんな攻撃、そう何度も受けちゃいられない。


    　僕は鎖くさりを編み上げ、盾たてを作り、防御しようとする──が。


    「おらぁっ！」


    　繰り出される紅葉の拳こぶしは、盾で完かん璧ぺきに受け止めたというのに防ぎきれないっ。衝撃は盾を貫通し、腕に激痛が走った。


    「痛っ──！」


    　なんて威力だ──！


    「もっといくぜぇっ！」


    　紅葉の勢いは止まらない。


    　火花を散らして刀を袈け裟さがけに振り抜いてくる。


    「もらったぁっ！」


    「──いいや、まだだね！」


    　斬きられる寸前、刀とう身しんに鎖が巻き付いていく。こうしてしまえば、刀としての用をなさなくなる。武器を一つ、封じることができた。


    　しかし。


    「甘いんだよっ！　雷いか鳴ずち丸まるっ、出力上昇──！」


    　刀身から青白い光がほとばしる。


    　ばちばちっ、と耳をつんざく炸さく裂れつ音。この音は──電撃！


    　気づくと同時に、僕は鎖を手放していた。


    　次の瞬間──刀身に巻き付いていた鎖は、木こっ端ぱみじんに弾はじけ飛ぶ。


    「んな！　ありかよ……そんなの！」


    「ふん、驚いたか！　この刀はな、電気の力で超振動して切れ味を上げてんだ。岩だって鋼鉄だって、真まっ二ぷたつに斬り裂けるぜ。……もちろん、おまえの軟弱な体もな」


    　いまだに帯電しているのか、突きつけられた刀からは青白い火花がほとばしっていた。


    「そりゃあ怖いな。できれば、逃げたい気分だ」


    　軽口を叩たたいて、少しでも時間を稼かせぐ。


    　鎖くさりを巻き付けていた右腕がびりびりとしびれている。感電し、筋肉が麻ま痺ひしてしまったようだ。


    　利きき腕は動かなくて、しかも僕の唯ゆい一いつの武器は、今やばらばらになって地面に散乱している。状況はあきれるほどに劣勢だ。


    「けっ。つれないこと言うなよ。これから本気出そうってとこなんだぜ？」


    　紅葉もみじに右腕の負傷を見抜かれるわけにはいかない、回復するまではかばいながら戦わなければ、と考えていると、


    「かかっ！　気づいてんだよ、そんなことっ」


    　紅葉が攻撃を仕掛けてきた。


    　それも、左側から、胴めがけて蹴けり上げてくる。


    　反応できない──！　


    　体に痛みが走ってから、攻撃されたことに気づいた。一いつ切さいの防御もできず脇わき腹ばらを蹴られた僕は、勢いを殺せないまま、家屋の屋根上まで飛ばされた。


    「俺は弱ってる場所なんて狙ねらわねぇよ。真まっ向こうからぶちのめす」


    　紅葉がなにかかっこいいこと言っているけど、そんな場合じゃなかった。


    「げほっ……がほっ」


    　唾だ液えきなのか胃液なのかわからない液体が、口からあふれ出る。蹴られた腹と、屋根に打ち付けられた背中が同時に痛む。けれど──まだ、動ける。戦える。


    「…………ったく、なんだっていうんだ」


    　汚れた口元を拭ふいて、よろよろと立ち上がると、真っ正面に紅葉が立っていた。


    　立ち上がるまで待っていてくれるとは、さすが正義の味方。


    「へへっ……すごいね、君。人一人、屋根の上まで蹴り上げるなんて、どうやったらできんだよ」


    「よく喋しやべるのは時間稼ぎか？　ま、つき合ってやってもいいけどな、どーせ勝つのは俺だ」


    　ぎゅっと握った拳こぶしを、紅葉は僕の前に突き出した。


    「教えてやるよ、俺の秘密！　化け物だって相手できる、この体。これはな、科学の力でできてんだ」


    「さっき聞いたよ。科学の力をまとってるんだろ、そんでもって、なんだっけ……電人ロボツト？」


    「そうだ。電人ロボツトってのはこの服のことだ。おまえみたいなばかは知らねーだろうがな。こいつぁ、科学先進国、独逸ドイツの学者が開発した超兵器だ！」


    　ってことはつまり、異能力者嫌いの雨あま宮みやさんは、科学の力に頼って異能力を駆く逐ちくしようと考えたわけだ。


    　でも、こんなばかげた力、異能力とさして変わらないと思うけどな。どっちにしろ、間違った使われ方をすれば凶悪な力に変わる。


    「この電人ロボツトを着れば、普段の十倍以上の力が出せる。仕組みはよくわかんねーが、電気の力が重要って話だ。ま、使いこなせるのは俺みたいに訓練を受けた人間だけだけどな」


    「ふぅん。僕も訓練受ければ、それ着られるってわけか」


    「おまえが着られるわけねーだろっ。こいつは雨宮司令が極秘に手に入れた秘密兵器なんだ！　おまえら化け物の手になんて渡すか！」


    「だろうねぇ……ところでいいのかな？　秘密兵器の情報を、僕なんかにべらべら喋しやべっちゃってさ」


    　言ったとたん、紅葉もみじははっと口の辺りを押さえた。やっぱりまずかったみたいだ。


    「……てめぇ、だましたな」


    「いや、だましてないよ。君が勝手に……」


    「あーうるせぇ！　もう黙ってろ──そろそろ戦闘再開だ」


    　ちぇっ。もうちょっと時間稼かせぎして、少しでも回復しようと思ってたのに。


    「それじゃあ最後に一つ！」


    「あぁ？　なんだよ、早く言いやがれっ」


    「君が戦う理由って、なに？」


    「かっ！」


    　ばちばちっ、と刀が鳴る。紅葉は刀をおもいっきり振りかぶった。


    「むろん──正義のためだ！」


    　答えると同時に振り下ろされた刀の切っ先から、電撃が放たれた。


    　屋根の上の瓦かわらを砕くだきながら、電撃はすさまじい速さで向かってくる。


    「ちょっ──！」


    　飛び道具にもなるなんて反則だろ。


    　避けられない、と悟さとりながらもとりあえず防御の姿勢をとった。


    　すると、電撃はまるで見当違いの方向へと駆け抜けていった。


    「…………？」


    「くそっ、うまいこと使いこなせねぇ」


    　毒づき、紅葉はもう一度刀を振りかぶる。


    　まだ扱いきれてないようだけど、当たったらただじゃすまないだろうな。


    「待ってくれ！　いまさらだけど、降参するって言ったら、聞いてくれる？」


    「聞いてやってもいいぜ……とことん痛めつけたあとにだけどな。かかっ」


    　そう言うと思った。


    　僕は空をあおぎ決意を固めると、最後の最後まで取っておこうと思っていた手段を、取ることにした。


    「……すぅ……はぁ……はぁ……こぉ……」


    　呼吸を調整する。


    　こるりに教わった呼吸法──大気のエーテルを体に取り込むための手段。日常的にやっているものよりも、何倍も速く濃くエーテルを取り込まないといけない場合には、意識して呼吸を切り替えなければならない。


    「……こぉ……ほぉ……」


    　エーテルが鍵かぎになるって言ってたし、補給しておいて損はないだろ。


    　さぁ、手を打たせてもらうよ。


    　とっておきの──ね。


    「──こるり。どうも無理そうだから、おまえに任せるよ？」


    『ちょうど、準備が整ったとこだけどね。ったく、人任せにするな。やるのは君なんだからな』


    　ウサギちゃんバッジから、はっきりとこるりの声が聞こえてきた。


    　にやり、とおもわず笑みがこぼれる。


    「気き色しよく悪いやつだな、なに笑ってやがる」


    「いや、親友の声が聞けて、うれしくてさ」


    「はぁ？　頭、おかしくなっちまったか？　なにわけわかんねぇこと言って──」


    　紅葉もみじの言葉は、そこで途切れた。


    　気づいたのだろう。僕の体から、黒い荊いばらがあふれ出していることに。


    「……本当に発動してる」


    『本来の使い道じゃないけどね。いいかい？　君の能力は、小さいながらも世界そのものを創造し、そこにひきこもるっていう、はっきり言うと使いにくいものだ。だから、その欠点をボクが補ってあげよう。あんなばかげたひきこもり空間を作るんじゃない、君個人に限定した無敵の荊を操あやつる力だ。さぁ──使いこなせよっ！』


    　ぞわり、と全身が疼うずいた。


    　ぞるぞるぞるぞるぞるっ。


    　体からあふれ出た黒い荊は、僕の体に絡からみ付き、やがて体中に荊の模様が刻まれる。


    　手足は漆しつ黒こくに染まり、髪と荊は混ざり合い、黒くうねる長髪となる。


    　漆黒の荊の衣ころもに身を包まれると、心までもが黒く染め上げられていくようだ。


    「限定的ってのはそういう意味ね。つまり僕は、現実世界で黒い荊を身にまとい、不死身になるってことか。そのぶん、世界を思い通りにはできないけどさ」


    『贅ぜい沢たくを言うな、それでも充分に驚異的な力だ──ボクがいなきゃ使いこなせないんだから、ありがたく思えよ』


    「言われなくても感謝しているよ……それじゃ、試してみようか。荊いばら姫ひめの力を」


    　きっ、と紅葉もみじに目を向けると、紅葉は刀を構えこちらの間ま合あいに踏み込んでいた。


    「なにして──やがる！」


    　電気を帯びた刀もすごいが、それを操あやつる紅葉の腕も超一流だ。


    　剣けん筋すじさえ見えないほどの斬きり込みで、僕の体は右肩から袈け裟さがけに斬り下ろされた。


    　骨をも絶つ、必殺の斬撃。


    「う、ぐ──！」


    　鋭い痛みが走る──そうか、不死身といっても痛みまでは消せないのか。僕が作り出した世界とは、若じやつ干かん法則が違っている。あそこでは、痛みすら感じないのだから。


    「でも、痛みだけなら耐えられる！」


    　ぐっ、と歯を食いしばっているうちに、ぞわりと体の中を荊が這はい、瞬またたく間に斬られた部位を再生させていった。


    「ふふっ、元通りだ……元通りなんだよ、紅葉！」


    「それがおまえの異能力か。だがよ、不死身なんてありえねぇっ！」


    　致命傷を与えたはずの相手が瞬時に回復したというのに、紅葉はそれでも臆おくすることなく僕に刀を向ける。


    「その勇気は評価する……だが、君は怖がっているだろ。手が震ふるえているよ」


    「うるさいっ、適当なこと言ってんじゃねぇ！」


    　震える手で柄つかを握りしめ、紅葉は全身から稲いな妻ずまをほとばしらせる。


    「斬っても死なねぇならよぉ──」


    　目の前から紅葉の姿が消え、次に認識できたのは、僕の懐ふところに飛び込み刀を振り上げているその姿だった。


    「電人ロボツトの力を使った超加速、か──本当に科学の力は大したものだ」


    　余裕をかましていられるのは、首から上だけ。


    　僕の体は、止まる気配を見せない斬撃の嵐あらしによって、解体されていた。


    　右腕が吹っ飛ぶ。内臓がえぐられる。頭ず蓋がい骨こつに刃やいばがのめり込む。両足が同時に切断され、心臓は串くし刺しになる。


    　その度たびに痛みが体を突き抜け、脳みそに電撃を浴びせられるような感覚に陥おちいる。


    「バラしちまえば、それで仕し舞まいだっ！」


    　ぐるり、と身をひねり、紅葉が刃を回した。


    　ありとあらゆる箇所を切り刻まれた僕の体が、回転し四散する。


    「はぁ……はぁ……」


    　血の雨が、紅葉の黒衣に降り注ぎ、赤いまだら模様を描いていく。


    　その様さまを、解体された僕の眼球はしっかりと見み据すえ。


    「さすがに僕も──ここまで殺されたのは初めてだ」


    　元通りに、なっていた。


    　すべてが幻まぼろしだったかのように、僕は解体される前の姿で、紅葉もみじの前に立っていた。


    「な…………!?」


    　紅葉はだらりと刀を持った腕を垂たらしたまま、固まっていた。


    「今の僕は、死なない……けれど、痛いのには変わりない。だから、君にだって痛い思いをしてもらうよ──歯を、食いしばった方がいい」


    　言い終わる前に、僕の蹴けりが紅葉の脇わき腹ばらに深く激しく、炸さく裂れつしていた。


    「がはっ」


    　ドクロ仮面の中から、苦く悶もんの声が漏もれる。


    　稲いな妻ずまのごとき速さで動く紅葉でも、今の僕の動きにはついてこられないだろう。


    「想像したとおりの力が手に入る──そういう能力だからね。思い描きさえすればいくらだって速くなる、そして強くもなれる……おっと、まだだ」


    　僕の足あし下もとからあふれ出た無数の黒い荊いばらが、倒れそうになっていた紅葉の体に絡からみ付き、縛り上げる。


    　電人ロボツト刑事の服を着込んでいるんだ、もう少し痛めつけても大丈夫だろう。


    　僕はありったけの力を込めて、紅葉のみぞおちに拳こぶしをのめり込ませた。


    「──っ！」


    「悲鳴を上げないんだね。まだ心は負けてないつもりかな」


    　どうにも悪役じみた台詞せりふが口をついてしまう。


    　気分も妙に高揚しているし──これは『呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ』の力の影響か？　呪界の中に入ったときみたいな、加か虐ぎやく心が芽生えてくる。


    　そんな状態だから、目の前でいつまでも無駄な抵抗をし続ける紅葉を見ていると、ぞくぞくと心が躍おどる。


    「心も体も負けてねぇ。化け物に負ける気なんて、微み塵じんもねぇんだよ」


    「いいねぇ、最高だ。揺るがない心に明確な意志、見習いたいものだね──さ、放してあげるよ。もう少し遊ぼう」


    　黒い荊から解放すると、紅葉はよろけながらもなんとか体勢を立て直し、僕から大幅に間ま合あいを取った。


    「次はなにをしようか……この荊はどんな形にもなるんだ。ほら、こうすると」


    　洪水のようにあふれ出る荊は、うねり、絡まり、巨大な拳の形をなしていく。


    「──荊の拳。棘とげがあるから殴なぐられるとかなり痛いんじゃないかな」


    　一歩、また一歩と紅葉に近づいていく。


    　その度たびに、紅葉もみじの肩がびくりと震ふるえる。あきらかに僕に怯おびえている。その様さまを見るのは、なんて愉ゆ快かいなんだ。


    『くくくっ。上出来だ』


    　ウサギちゃんバッジが喋しやべり出す。


    『呪のろいとは本来そういうものだ。君は今、正しく呪いを使っているよ』


    「どういうこと？　いつもの僕は違うっていうの？」


    『あぁ、そうさ。鎖くさりや荊いばらを操あやつるなんて、手段にすぎない。もちろん、夕ゆう日ひちゃんの炎の蝶ちようにも言えるけどね。呪いの本質ってのはもっと違うところにある』


    「わかんないな……それじゃあ本質ってのはなんなんだい？」


    『君は呪まじない師だろ？　そんなこともわかってないのかい？　呪いとは、物事を悪い方向へと導く可能性の力だ。そして呪いの本当の使い方は、相手の心を蝕むしばむこと、これに尽きる。言い換えれば、恐怖を芽め生ばえさせるってことさ』


    　こるりの言葉を危機ながら、僕はおもむろに、荊の拳こぶしを打ち出した。


    　棘とげ付きの巨大な塊かたまりが猛速で紅葉の体に襲おそいかかる──防御姿勢を取る前に、紅葉の体は拳の一撃によって、あっけなく、そして無ぶ様ざまに、殴なぐり飛ばされていた。


    　紅葉の体は、屋根の上をごろごろと転がっていく。


    『恐怖で相手を支配しろ、戦せん慄りつを心に刻み込め──絶望に勝まさる攻撃はない。それが呪いの在あり方だよ』


    「……絶望ねぇ。確かに鎖を操ってるより、そっちの方が呪い師らしい」


    　とはいえ、こるりの言っていることの大半を、僕は理解できていない。僕にはまだ呪いを使いこなすだけの力量が備わっていない、ということだろうか。


    　だけど、理解できなくても、今なら本当の意味での呪いを、使うことができる。


    「──恐怖」


    　呟つぶやくと同時に、強く念じる──途端、ぞるるっとわき上がる黒い荊の量が増した。


    　想像するのは──荊の森。あらゆるものを呑のみ込み、侵食する黒い樹じゆ海かい。


    　ぞるぞると広がる荊の森の中へと、紅葉を呑み込んでやろうとしたそのとき──。


    　倒れ込んでいた紅葉が、むくりと体を上げた。


    「どうする？　まだ戦うかい？」


    　黒い荊の動きを、静止させる。


    　恐怖なら充分に与えただろう。もう降参してもいい頃合いだ。


    　なのに、紅葉は。


    「戦うに決まってる……なに勝った気でいるかしらねぇけど、電人ロボツト刑事の力は、……こんなもんじゃねぇ」


    　刀はすでに落としている。けれど紅葉は握った拳を構えて、失われていない戦意を見せつけてきた。


    　すると、空から二つの塊かたまりが落下してくる。


    　ずずん、ずずずん、と轟ごう音おんを立て、屋根の上に墜落してきたのは──小こ鳩ばとちゃんと戦っていたはずの、二人の電人ロボツト刑事たちだった。


    　そして遅れて上空から登場した小鳩ちゃんは、両手に自分の体よりはるかに大きな岩石を一つずつ握りしめながら、軽やかに着地した。


    「あれ、久く郎ろう君の目の前に来ちゃいました……って、えぇ！　なんですかその格好！」


    「これはまぁ、なんというか……必殺技みたいなもの。ってそれより小鳩ちゃん。もうそっちの人たちやっつけちゃったの？」


    「は、はい、手強かったですけど、なんとか」


    　ぽいっ、と地面に岩石を投げ捨て、小鳩ちゃんはにこりと微ほほ笑えんだ。


    「そっか。じゃあ、僕もすぐに終わらせるね──そういうことだから、紅葉もみじ。電人ロボツト刑事の服、壊させてもらおうか」


    「ふざけんなっ！　楽勝気分でいると痛い目見るぜ──それに、こっちの二人もまだ負けてねぇしな。起きろよ、東しの雲のめ！　不死しなず川がわ！」


    「……は、はい」


    　ぎしぎし音を立てながらも、墜落してきた二人が立ち上がる。


    　どうも電人ロボツト刑事というやつは僕が想像している以上に頑がん丈じようにできているらしい。


    「こうなったら、あいつを呼ぶ。もうそろそろ準備もできてるだろうしな。いいか、おまえら──覚悟決めろよ」


    　紅葉は手首に巻いてあった腕時計らしきものを触さわりながら、左右に立つ電人ロボツト刑事に檄げきを飛ばした。


    「なにかする気ですっ。どうしましょう。と、止めた方がいいですよね？」


    「そうだね──時間もないし。一気に片付けようか」


    　黒い荊いばらの森で、一気に呑のみ込んでしまえばそれで終わりだ──。


    　しかし、荊に意識を集中させようとしたとたん、大地が揺れた。


    　ごごごごごごごごごごご──。


    　激しい震動に、体勢が崩れそうになったところを、なんとか立て直し踏ん張る。


    　そうしている隙すきに。


    「来い！　駆く逐ちく型がた巨きよ大だい電人ロボツト、千せん手じゆ──！」


    　紅葉が叫び──その叫びに、応こたえる者があった。


    　それは、まさに地を割って現れた。


    　土を巻き上げ、大地を揺らし、僕らの目の前に突如出てきたのは──白銀に輝く西洋甲かつ冑ちゆうを身にまとった、天に聳そびえる美しき巨大騎き士し。


    　僕らが登っている屋根の上よりもはるかに巨大なその騎き士しは、出てくるだけで周囲の建物を軒のき並なみ破壊し、どっしりと僕らの前に仁に王おう立ちしている。


    　巨大騎士の姿は、大きいというだけではない。よく見れば細かな関節がきちんと備わっていて、人と同じようななめらかな動きをしていた。加えて、全身を覆おおう甲かつ冑ちゆうは曇くもり一つなく磨き上げられ、太陽の光をきらきらと反射し光り輝いていた。


    　そしてなにより驚いたのは、その背中に十数本という腕を生はやし、それぞれの手に武器を握りしめている、鬼き神しんのごとき出いで立ちだった。


    　はるか上空にあるその頭はすっぽりと兜かぶとに覆われていて、兜には二本の大きな角つのが伸びていた。


    「全長二〇メートル、総重量五トン！　見たかっ、これが電人ロボツト刑事の最終兵器、電気仕掛けの巨きよ大だい電人ロボツト、千せん手じゆだっ──おまえたち、乗り込むぞ！」


    　千手と呼ばれる巨大騎士の登場にあっけに取られているうちに、三人の電人ロボツト刑事たちはあっという間に千手の中へと入っていってしまった。


    「えと、これと……戦うんですか？」


    　小こ鳩ばとちゃんは目をぱちくりさせて、千手を指差している。


    「もちろん、出てきたからにはそうなんだろうね……」


    　今まで戦ったこともないような相手との対たい峙じ。
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    　どう戦う？　考えがまとまらないうちに──ついに千せん手じゆが動きはじめた。


    「てめぇらよくもやってくれたな！　叩たたき潰つぶしてやる！」


    　紅葉もみじの声が、千手の中から響いてくる。


    　千手は、巨大な体を機敏に動かし、背中に生はえている無数の腕を躊ちゆう躇ちよなく振り下ろした。


    「摑つかまって！　飛ぶよ！」


    　黒い荊いばらで小こ鳩ばとちゃんの体を絡からめ取り、屋根の上から飛び退のいた。


    　千手の腕は、家屋を一撃のもと、木こっ端ぱみじんに砕くだき、さらに地面まで抉えぐり取る。


    　破壊力もさることながら、あの巨体でなんていう速度だ。避けるのもぎりぎりだった。


    「さすが、最終兵器って呼ぶだけはある……小鳩ちゃん、どっかに隠れてて」


    　なんとか着地した僕は小鳩ちゃんを荊から解放し、千手へと荊を伸ばした。


    　すると小鳩ちゃんが僕の隣へと肩を並べる。


    「いえ、逃げません。わ、私も久く郎ろう君と一緒に戦いますっ」


    　だんっ、と小鳩ちゃんが力強く踏み込むと、足あし下もとの地面が抉れ、浮き上がり、二メートルはある岩石の塊かたまりとなって突き上がってきた。地脈の流れを利用して地面を隆起させたってところか。


    「行きますっ」


    　小鳩ちゃんはその岩石を摑み取り、千手に向けて鉄てつ腕わんをうならせ投げつける。


    　岩石は流星さながら千手に向かって飛んでいくが。


    「喰くらうかよ、そんなものっ」


    　なんと、腕一本ではじき飛ばしてしまった。


    　岩石の塊は空中で粉こな々ごなに砕け散り、ぱらぱらと落下してしまう。


    「えぇっ、き、効きかないのですっ」


    「相手は巨人だからね、しかたないよ──だったらこっちも巨人で行くまでだ！」


    　もう、ちまちまとした攻撃なんて無意味だ。


    　黒い荊を全開で放出する。


    　辺り一面、千手の足下すらも黒い荊が海のように広がっていく。


    「思い描くは──千手を打ち破る、荊の巨人！」


    　あふれ出た荊が一つの形をなしていく。


    　人の形。


    　荊が複雑に絡み合い、大きさを増して、やがて千手に匹ひつ敵てきするほどの巨大な人になり、立ち上がった。


    『久郎君、力の使いすぎだ……ボクにだって限度がある！』


    「僕にこんな力を与えたのは君だっ、最後までつき合ってもらうからね！」


    『あぁぁっ、もうっ。いつかこのツケ払わせてやるからなっ』


    　僕が意識を込めると、荊いばらの巨人が、千せん手じゆに向かって突撃する。


    　千手も、無数の剣を握りしめ、地を駆ける。


    「かかっ、息の根止めたらぁぁぁっ！」


    　紅葉もみじが咆ほえた。


    　交差する二つの巨体。吹き荒れる砂さ塵じんと、響き渡る轟ごう音おん。


    　千手に摑つかみかかった荊の巨人は、振り下ろされる千手の腕をことごとくへし折っていく。


    　それでも、千手の動きは止まらない。


    　どれほど腕を折られても、最後の一本になるまで攻撃を止やめないつもりだ。だったらこっちもあきらめない。


    「おまえと違って、こっちの巨人は不死身なんだっ」


    　斬きられた先から復元し、殴なぐり抉えぐられたとしても倒れない。


    　僕とこるりの力が続く限り、荊の巨人は動き続ける。


    「おまえは、電気の力が尽きたら終わりだ──それとも全部の腕をもいでやろうか！」


    「はんっ、やってみやがれっ。千手の武器は腕だけじゃねぇっ」


    　かぱっ、と今まで塞ふさがれていた鎧がい甲こうの口元が開いた──かと思うと、まばゆい光を放ち──。


    「プラズマ火か球きゆうで消し飛びやがれっ！」


    　かっ、と千手の口から赤みを帯びた光の球が打ち出された。


    　至近距離から放たれたその光の球が、荊の巨人に直撃したとたん──爆裂した。


    　一瞬にして、荊の巨人の腰から上が消し飛んでしまったのだ。


    　ごうっ、と爆風が押し寄せてきて、僕まで吹き飛びそうになる。


    「私の腕に──！」


    　伸ばされた小こ鳩ばとちゃんの腕に摑まり、飛ばされないようなんとかこらえた。


    　爆風が過ぎ去ったあと、僕らの目の間に現れたのは崩壊寸前の荊の巨人と、それを見下ろす千手の姿だった。


    「あうぅっ、久く郎ろう君の巨人、負けちゃいましたっ」


    「いいや、まだまだっ」


    　荊の巨人がどれだけ不死身か、見せてやる。


    　下半身だけになった巨人に力を込め、すぐさま荊を使って体を再構築させる。


    「──ったく、まだ死なねぇのか！」


    「だから、不死身だって言ってるだろ！　いいかげん理解しろ！」


    　プラズマ火球とやらを打ち出した反動か、千手の動きが止まっている。


    　攻撃する絶好の機会だ──！


    「いっっけぇぇぇ──っ！」


    　気合いと共に、荊の巨人の拳こぶしが、千手の胸部へのめり込む。


    　渾こん身しんの一撃──千せん手じゆがほんのわずか、後退した。荊いばらの巨人の力に押されている。


    「及ばずながら──私もっ」


    　小こ鳩ばとちゃんが両腕を使って地面を打ち付ける。


    　次の瞬間、衝撃波が吹き上がり、千手の足あし下もとめがけて地を走っていく。


    　後退していた足下に、衝撃波という追撃を受け、千手の体がついにぐらりと傾いた。


    「倒れろぉぉぉぉ──っ！」


    　荊の巨人は、拳こぶしに全身全霊の力を込めて、振り抜いた。


    



    　どどどどどどどど、ずずん──。


    



    　地面に倒れ込む、電気の巨人。


    　拳を振り抜いたままの姿勢で静止する、荊の巨人。


    　そして辺りは崩壊した建物の残ざん骸がいで、あふれかえっていた。


    「…………勝った」


    　倒れ込んだ千手が動かないことを願いながらの、台詞せりふだった。


    『本当に勝ったんだな？　正直、そろそろ休憩しないと持たないんだけどね』


    　ウサギちゃんバッジから聞こえるこるりの声は、はっきりと怒りに満ちていた。


    「ごめん……調子、乗りすぎた。僕も疲れたよ、もう荊の力、解除してもいいよ」


    　言った途端、僕の全身に現れていた荊の模様はかき消え、伸びていた髪も元に戻り──そして、激戦を勝ち抜いてくれた荊の巨人も、弾はじける泡のように消え失うせた。


    「こるりの助けがあったとはいえ……やっぱり疲れるな」


    　腰に力が入らなくて、足下もおぼつかない。


    　そんな僕の肩を、小鳩ちゃんが支えてくれる。


    「本当に勝っちゃいましたね。なんか、感動しました」


    「いや、僕一人の力じゃない……小鳩ちゃんも助けてくれたからだよ。しかもぎりぎりで勝ったって感じだし」


    　この力の抜け方を見ると、あと一分でも長く戦っていれば、荊いばら姫ひめの力を維持できずに倒れていたかもしれない。


    　だから、今回の勝ちは、まぐれみたいなものだ。


    「──で、雨あま宮みやさん」


    　小鳩ちゃんに肩を借りたまま振り返ると、雨宮さんは苦々しい顔でたたずんでいた。


    「僕らのこと、見み逃のがしてくれますよね？」


    「聞かなくてもわかっていますでしょう。千手が倒された今、誰があなたたちを止められるというのです」


    「それじゃあ、遠慮なく、夕ゆう日ひちゃん捜しを続けさせてもらいます」


    「……お好きにしてください。ただし、勘違いされては困ります。今回、電人ロボツト刑事が負けたのはまだ試作段階だからですわ。さらに調整を進めれば、あなた方異能力者に倒されるなんてこと、あり得ません！」


    　この状況でそんなこと言うと、負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえないのだけれど……僕は、そうですか、としか応こたえなかった。


    　これ以上、雨あま宮みやさん怒らせるのもなんだしね。


    　僕は、倒れた千せん手じゆに目を向ける。


    「あの、さっきから紅葉もみじの声が聞こえないんですけど、大丈夫ですか？　まさか、死んじゃったりしてませんよね？」


    「当たり前です。操縦席は一番頑がん丈じようにできているのでそう簡単に死んだりしません。おそらく、倒れたときの衝撃か、電気回路の暴走で気を失っているのですわ。すぐに救助にあたらせますので、心配していただかなくて結構ですっ」


    　そう言って、雨宮さんは待たせていた車に向かって歩き出した。紅葉や他の電人ロボツト刑事の人も死んでないのなら一安心だ。なんだかんだ言って、人殺しはしたくない。


    「……はぁぁぁぁ」


    　雨宮さんが車に乗り込み去っていったのを確認して、僕はようやく肩の力を抜いた。


    「疲れちゃいましたか？　い、いいのですよ、もっと私に体重預けてくれても？」


    「そう？　じゃあお言葉に甘えて……」


    　僕は小こ鳩ばとちゃんの肩に寄りかかる。緊張が解けたせいか、疲れがどっと押し寄せてきていたのだ。


    「にしても、電人ロボツトってすごかったな。あんなの開発する独逸ドイツの人ってやっぱり天才なのかな」


    　なんてことを話しつつ、小鳩ちゃんの方へ目を向けるとそこには──なんとも魅み惑わく的な光景が広がっていた。


    「…………今まで気づかなかったけど、小鳩ちゃん、すごい格好してるね」


    「……え？　なにがです？」


    　そう言って小鳩ちゃんは自分の姿をまじまじと見つめた。


    　電人ロボツト刑事たちと戦ったせいだろう、小鳩ちゃんの着物はあちこちが切り裂かれ、肌があらわになっていた。


    　一番大きく裂けているのは、胸の部分で、その、つまり、上からのぞき込むと、小鳩ちゃんの形のいい胸をはっきりと目に焼き付けることができてしまうのだ。


    　そのことに気づいた小鳩ちゃんは、顔を真っ赤にして胸もとを隠し、


    「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ！　み、見ちゃダメぇぇぇ！」


    　絶叫した。


    　そして、ごすっ、と頭の中に鈍にぶい音が響く。


    　うわぁぁ、しくじったなぁ……。


    　僕はあっけなく、意識を失った。

  


  
    ◆　　５章　変装する僕ら

  


  
    



    



    　べろり──と、頰ほおを伝う生暖かい感触に、僕はびっくりして目を覚ました。


    　すると目の前に。


    「やぁ、また会ったね……大丈夫かい？　顔に疲れが出ているようだけど」


    　にまにまと、気味の悪い笑みを浮かべた墓はか場ば博士が、僕の顔をのぞき込んでいた。


    「──！」


    　驚いて体を起こし、まず自分の置かれている状況を確認しようと辺りを見回せば、なんだかぼんやりと霞かすんだ、度が合っていない眼め鏡がねごしに見るような景色が広がっていた。


    　大勢の人の気配はするし、姿も見える、けれどどの人も遠い存在に感じた。


    　そして、目の前の墓場博士だけは、はっきりとその存在を確認できた。


    「……これって夢？」


    「夢じゃないさ、ほっぺたぺろっと舐なめて、起こしてあげたばかりだろう」


    　嫌な感触の残る頰を触さわると、ぬるり、と唾だ液えきらしきものが付着していた。


    　背中に悪お寒かんが走る中、僕は服の袖そでで何度も頰をぬぐった。


    「気持ちわる……なにしてくれてんですか──夢じゃないならここはどこです」


    「私たちの会話を他の人間に邪魔されないよう、ちょっとした仕掛けを施ほどこしただけだよ。周りから私たちを認識させないような──ね。人混みの中で話すのが苦手だからねぇ」


    「それはまた手の込んだ仕掛けを……」


    　睨にらみつけるような視線で僕は博士のことを見上げる。


    「博士、どうしてここに？」


    「どうしてって、君に会いに来たんだよ。ちょっと用事があってねぇ。この用事ってのが二つあって、一つは頼まれたもので、もう一つは私個人のもの。どっちから聞きたいかな。君に選ばせてあげよう」


    「ちょっと待ってください。そういうことじゃなくて……もっと根本的なことで、博士、あなたは怪かい賊ぞく城じように捕らえられてるはずでしょう。なんで外に出てきてるんですか」


    「ふんふん、私がなんでここにいるか、ね。それが今の君にとっての、解くべき謎なぞ、なのか。ふふっ、聞いていた通りの少年探偵ぶりだね」


    「僕は探偵なんかじゃありませんっ、それに聞いていた通りってなんですか！」


    「それこそちょっと推理したらわかりそうなことだろう。怪賊城にいた私と関わりがありそうで、君のことを少年探偵のようだと話す人物さ。あ、違うな。正確に言うなら、異能力で事件を解決する卑ひ怯きような探偵気取り、だったかな。彼女が言うにはさ」


    　怪賊城、探偵気取り、彼女──それらの単語キーワードを結びつけると自然と頭に浮かぶのは。


    　一ひと月つき前、噓うそだけを武器に僕ら兄きよう妹だいと対決した、怪かい人じん。


    「三み日か月づき卿きよう──あいつと知り合いなんですか」


    「そうだよ、ちょっとした縁があってね……君の話を聞いたんだ。君の、素晴らしい能力の話もね。『呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ』と言うんだったね。一度この目で見てみたいなぁ」


    　博士はべろり、と舌なめずりをし、僕の顔を見下ろした。


    「べつに、あの力は素晴らしくなんかありません。それに僕にだって扱いきれないんです……だから博士の興味を引くようなものじゃないんですよ」


    　きっぱりと言い放ちながらも内心は、歯ぎしりするような思いだった。


    　三日月卿に、いや誰にだろうと、あの力は知られるべきじゃなかった。どんなに扱いづらい力であれ、それが強大なものだとわかれば、皆、こぞって僕の力の秘密を知りたがるだろう。異能力者っていうのは、より強い力を所持しようとする習性がある。こるりだって、その習性には逆らえず、魔女の契約によって僕の力を手に入れたのだから。


    「──まぁ、そういう重要な話は今はしなくてもいいさ。私のこなすべき用事はもっと違うものだからね。では用事その一。君に伝えてほしいという頼まれごとだ」


    「……その前に色々聞きたいことがあるんですが」


    「却きやつ下か。私の用事が先だ。では伝えよう──ある人から君へ、話したいことがあるそうだ。なるべく早く、会いたいと言っている。場所を指定していてね。上うえ野のにある仏蘭西フランス式庭園と言えばわかるだろう？　有名な場所さ。あそこで待っているそうだよ」


    「なんだかぶしつけな誘いですね。ある人、なんて言わないで名乗ればいいのに」


    「それはまぁ、来てみてのお楽しみだよ……それと、もう一つの用事。これは私個人の頼みごとなんだが──病わくら葉ば夕ゆう日ひ、君の妹のことだ」


    「そうだっ、夕日ちゃんと一緒に浅あさ草くさにいたでしょう！　いったいどういうことです！」


    　浅草の焼け跡で、僕はしっかりとこの目で確認した。けれど、二人は幻まぼろしのように消え去ってしまったのだ。


    「本当ならあのときにこうして君と話をするつもりだったんだけど……千せん燈とう機関、だったかな？　見つかったら話どころじゃなさそうだから、いったん退散させてもらったんだよ」


    「……それで、夕日ちゃんは今どこにいるんです！」


    「それが問題、というか頼みたいことなんだけどね。あの子、ちょっと目を離した隙すきに消えちゃってねぇ。行方知れずになっちゃったんだよ。困った困った。上野の庭園で待ってる人にさ、君と君の妹を一緒に連れてくるよう言われているからねぇ。だから、君が妹を見つけたら、一緒に庭園に連れてきてくれ。私は私で捜しておくから。ね、いいだろう？」


    「勝手なことばかり言わないでください！　そもそもなんであなたが夕日ちゃんと一緒に！」


    「そりゃあ、私がさらったからに決まってるだろ。てっきり寝てるものだと思ったけど、目が覚めていてね。いやいや、扱いに苦労したよ。結局、半分寝ぼけた状態にして連れ出したんだが、どうもうまくいってなかったみたいだね」


    　そこまで話を聞いたところで、僕はがまんの限界に達し、博士の胸もとに摑つかみかかった。


    「あなたの仕し業わざか！　夕ゆう日ひちゃんをどうするつもりです。まさか、火災も全部あなたが！」


    「あぁ、もう。質問ばかりだな君は。私は律りち儀ぎに質問に答えるつもりはないよ」


    　強く摑みかかったつもりでいたのに、博士は簡単に僕の手を払いのけてしまった。


    「私の用事は終わった。あとは頼んだからね──それじゃあ、またあとで」


    「ちょっと待って──正直、博士の話なんてちっとも信じられない……」


    「噓うそだと思うならそれでもいいよ。でも私は君に噓を言う必要はないけれどね……噓か本当かは君の好きにしたまえ」


    　墓はか場ば博士が僕から離れていく。


    　逃がすものか、とベンチから立ち上がろうとしたそのとき、突然、今までぼんやりとしていた周囲が、はっきりとしてきた。


    　まるで夢から覚めるように、現実が戻ってくる。


    　そして、墓場博士の姿が、いつの間にか消えてなくなっていた──しかし、声だけが残響のように聞こえてくる。


    「そうそう。三み日か月づき卿きようからも伝言があったんだ──私の真っ赤な噓は健在だ。呪まじない師、首を洗って待っていろ、だそうだよ」


    　その声もすぐにかき消え、そして僕の耳には辺りの喧けん噪そうが入り込んできた。


    「待ってください──博士！」


    　気づけば僕は、一人ベンチに座って、叫んでいた。


    　僕の前を歩く人たちが、怪け訝げんそうに僕のことを見ている。


    　広々とした建物の中。


    　見渡せば、大勢の人。大きな荷物を持った人、おでかけ用のちゃんとした服を着ている人、それに、誰かを待っているかのような人、さまざまな人が見える。


    　そして──ぽぉぉぉぉぉぉぉ。


    　汽車の出発する音が、響いていた。


    　間違いなく、駅だった。しかもこんな大きな駅は限られる。僕は頭の中で現在位置を予想していると、


    「あうう、ごめんなさいっ、そ、そばにいなくてっ」


    　向こうから手に荷物を抱えた小こ鳩ばとちゃんが走ってきた。


    　かなり雑に応急処置が施ほどこしてあるつぎはぎだらけの小鳩ちゃんの姿を見て、僕は思い出す。


    　そうだ、小鳩ちゃんに殴なぐられて、気絶しちゃったんだ。


    　すると、頭がずきりと痛んだ。これは相当きついのを喰くらっちゃったみたいだ。


    「……ど、どうしました？　体の具合、どうですか？」


    　小鳩ちゃんは僕の前までやってくると、心配そうに顔をのぞき込んできた。


    　僕は痛む頭をさすりながら、笑みを浮かべる。


    「心配してくれてありがと。──ところで、どうして僕らこんな場所にいるの？」


    「それはですね、えと、私が運んできたからですっ。気絶しちゃった久く郎ろう君を背負って……久郎君とっても軽かったですよ？」


    「小こ鳩ばとちゃんにかかったら、誰だって軽いだろうけどね……それで、適当に休めるとこを探したら、ここだったんだ」


    　話しながら、僕は構内に設置されている時計を見た。おそらく一時間くらい気を失っていたようだ。よかった、一日とか経たってなくて。


    「それもあるんですけど……と、常盤ときわ隊長から指示があったので、来たのです」


    「指示って……そっか、虫で連絡、取り合えるんだよね？」


    「そうです。あの……それで、大変なこと伝えないといけないんです……」


    　小鳩ちゃんはなにやら言いにくそうな雰囲気を出しつつ。


    「えっと、私たちが電人ロボツト刑事さんたちを倒しちゃったせいで、雨あま宮みやさん、かなり怒っちゃったみたいです」


    「だろうね……僕らの前から去ってくときもかなり怒ってたし」


    「それで雨宮さん、今度は数で私たちを追いつめるつもりらしくって、も、ものすごい数の警官隊が私たちを追っているらしいのです」


    「僕が寝てる間にか……まずいなぁ」


    　本当に性格悪いよなぁ、雨宮さんって。


    　ふつうの警官じゃ僕らを止められないの知ってるくせに、それでも数でごり押ししてくるなんて。そんなに僕らのこと嫌いなのかよ。


    「それで、思し夜やさんはなんて言ってるの？」


    「常盤隊長っていうより、桜さくら下した司令からの命令なんですが──今後は絶対に千せん燈とう機関の関係者を傷つけるな、だそうです」


    「そっかぁ……桜下卿きよう、きっと雨宮さんにつめよられてイヤミでも言われてるんだろうなぁ」


    　そんでもって、相当いらいらがつのっていることだろう。そのいらいらが僕へと向けられないよう、願うしかない。


    「状況は最悪だね──これから、どうしようか」


    「今のままの格好だと、す、すぐに警官に見つかってしまうと思います。そこら中を警官が巡じゆん回かいしてますから……あのっ、それでこれを取りに行ってたんです」


    　小鳩ちゃんは胸の辺りに抱えていた風ふ呂ろ敷しき包みを僕の前に差し出した。


    「これは……？」


    「うんと、変装用の着替えです──常盤隊長が手配してくれたのです。これに着替えれば警官たちの目にもつきにくくなると思うんですっ」


    「そうだね……いつまでもこんなぼろぼろの服着たままじゃ目立っちゃうし──」


    「……あ、それで、この着替えを今、回収しに行ってたんですが、そのときに街の人たちが騒いでいて」


    　小こ鳩ばとちゃんの顔つきが神妙になる。


    「……ど、どうやら、この先にある古書店街でも火災が発生してるらしいのです。警官がたくさんいたので、実際に現場を見ることはできなかったのですが……かなりの規模だとか」


    「今度は古書店街……犯人はいったいなにがしたいんだ？」


    　犯人、と呟つぶやいてから、頭の中に墓はか場ば博士の姿が浮かんだ。


    　あの人は強力な発火能力者だ、そして今回の連続放火事件は、かつて墓場博士が起こした大焦しよう熱ねつ事件を思わせる凄せい惨さんなものだ。


    「墓場博士はもう一度、大焦熱事件を起こそうとしている……？　その理由は？」


    「ふぇ？　どうしました？　墓場博士がどうとかって……」


    「あ、そうだ小鳩ちゃん。僕さっきね──」


    　と、さっき墓場博士と出会ったときのことを話そうとした途端、小鳩ちゃんが、ばっ、と後ろを振り向いた。


    「どうしたの？」


    「…………見つかりました。た、たぶん警官です」


    　行き交う人々に視線を泳がせる、しかし警官っぽい人は見当たらない。


    　でも、小鳩ちゃんが言うなら、きっとそうなのだろう。


    「小鳩ちゃん、場所を移そう──話はそれからだ」


    　僕らは素早く人混みにまぎれ、駅をあとにした。


    



    　　　　　◆


    



    「うぅぅぅ……ぜ、絶対、振り向いちゃダメですからねっ。本当に、ダメなんですからっ」


    　と言われれば、好奇心が疼うずいて振り向きたくなるってものだけれど、今回に限っては絶対にダメだ。なにせ、振り向けば命がない。


    　今、僕の真後ろで小鳩ちゃんが変装用の服へと着替えをしている。


    　だから、振り向けばそこに小鳩ちゃんの裸がある。はっきり言って、すごく見たい。


    　でも、見れば小鳩ちゃんの本気の鉄てつ腕わんが炸さく裂れつし、僕の頭が木こっ端ぱみじんに吹き飛ぶだろう。


    　自分の命と、一瞬の裸を天てん秤びんに掛けたところ、僕はもうちょっと長生きがしたくなった。


    　しゅるり、しゅるり、と背後で衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。


    「……うんしょ、んしょ」


    　声までする。


    　なんだろうこの地獄。思春期の青少年に対してあまりに酷こくだ。血の涙が出そう。


    「でもこんなところしか着替える場所がなくて、残念だったね」


    　もちろん、喋しやべりかけるときも後ろを向いたままだ。


    「うぅ、残念すぎますぅぅ……誰かに見られたら、私、恥ずかしくって死んじゃいます……」


    「大丈夫、しっかり見張ってるから」


    　恥ずかし死に、なんていう世にも珍しい死因で小こ鳩ばとちゃんが天に召されないためにも、僕は周囲に目を光らせた。


    　ちなみにここは、小さな公園の端っこ。丈たけの高い草や木が壁となって中の様子がうかがえないようになっている茂みの中だ。


    　警官たちの目を盗んで落ち着ける場所を探したところ、ここが最適という結論に達したのだ。


    　ちなみに、僕はすでに着替え終わっている。小鳩ちゃんと同時に着替えはじめたけれど、やっぱり女の子は男の子よりも着替えに時間がかかるらしい。


    　しばらく小鳩ちゃんの着替えを待つことに。


    「…………よしっと、あ、あの、着替え終わりました」


    「うん、それじゃあもう振り向いてもいい？」


    「はいっ、大丈夫です」


    　言われて振り向くと、そこには婦人警官の格好をした小鳩ちゃんが立っていた。
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    　そして、僕も同じく警官の制服に身を包んでいる。しっかりと、専用の帽子まで用意されていたので、一応被かぶってみた。


    　うぅん、小こ鳩ばとちゃんの制服のスカートがやけに短いのは、思し夜やさんから僕への心配りと受け取っていいものだろうか。でもあんまりまじまじ見ていると小鳩ちゃんが恥ずかしがって鉄てつ腕わんが発動してしまうので、適当に目を逸そらしておいた。


    　とりあえず、スカートとそこから伸びる美脚はちらちら気づかれないように見ることにしておいて。


    「この格好なら、注意深く見られない限り大丈夫だよね」


    「そ、そうですね。木の葉を隠すには森の中というやつなのです……常盤ときわ隊長、偽にせの警察手帳まで用意してくれてます」


    「なんだかあらかじめ用意してあったというか、普段から警官の変装してる人がいるみたいな準備の良さだよね……鬼ほお灯ずき機関の活動内容に口出しする気はないけどさ」


    　そんなことを口に出すと、小鳩ちゃんが苦笑いを浮かべていた。どうも小鳩ちゃんもそういった活動に関わっているみたいだ。


    「さっそく夕ゆう日ひちゃん捜そう索さくの続きをしたいとこだけど……その前にちょっといいかな。状況を整理しておこう。小鳩ちゃんに話しておきたいこともあるし」


    「作戦会議、ですね」


    「まぁ、そんなとこかな」


    　茂みの中とはいえ、一応、注意深く声をひそめながら、僕らはその場にしゃがみ込んで話しはじめた。


    　まずは駅で出会った墓はか場ば博士について、教えておいた──と言っても、僕にわからないようなことをたくさん言っていたので、そのへんはうまくまとめつつ話してみると。


    　とりあえず、わかっていることは。


    　墓場博士は、現在怪かい賊ぞく城じようの外にいる。


    　夕日ちゃんを連れ去ったのも、墓場博士の仕し業わざ。


    　あの人、と呼ぶ人物と繋つながりがある（協力者？）。


    　ということくらいだ。しかも、これらのことも、博士の言ったことを全部信じるとして、という前提がつくので、あまり信用できない。


    「こんなとこなんだけど……ここまで大丈夫？」


    　たずねると、小鳩ちゃんはこくりとうなずいた。


    　それなら、と僕は話を続ける。


    「ここからは僕の勝手な推察なんだけどね……墓場博士の能力は体から火を発する発火能力、で今日は朝から帝てい都と全域で火災事件が多発している。となると、当然、墓場博士が火災を起こしてるって考えられるよね」


    「むぅ……墓はか場ば博士は前にも放火事件を起こしてます。つまり、怪かい賊ぞく城じようから脱獄して同じ罪を繰り返してるってことですよね……そ、そういうのってよくある話だって聞いたことあります。殺人犯や泥棒が、刑務所を出ても同じことを繰り返して捕まっちゃう、とか」


    「うん……だから墓場博士が放火犯ってのはしっくりくる。でも同時に謎なぞが生まれる。それは夕ゆう日ひちゃんの失しつ踪そうと最初に立て続けにあった三件の放火事件。これはいずれも午前中……確か雨あま宮みやさんの話だと九時とか十時くらいに起きている犯行なんだ」


    「うーん、それになにか問題でもあるんですか？　墓場博士はその時間帯にはすでに脱獄していたって証明にはなるのです」


    「それがね、違うんだ──今朝、怪賊城を掃除してるときにね、会ってるんだよ、墓場博士に。博士は確かに檻おりの中にいた。ちょうど、九時から十時くらいの時間帯じゃなかったかな」


    　長く伸ばした前髪の隙すき間まから、小こ鳩ばとちゃんの目が大きく見開いたのが見えた。


    「──！　それなら、墓場博士に午前中の犯行は不可能ですね。じゃあ、夕日ちゃんをさらったっていうのも、噓うそなんですね」


    「いいや、そうとは限らない──なんだか探偵気取りで喋しやべっちゃってるけどね、異能力が関わる事件に、常識なんてのは通用しないって、三み日か月づき卿きよう事件のときに学んだんだ……場合によっては非常識な考えをした方がいいときもある。たとえばね、どんな方法を使ったかはわからないけれど、その時刻に墓場博士は二人存在した、とかさ」


    　どんなに理り不ふ尽じんで非常識な状況だろうと、異能力を使えばそれが作り出せる。なにが起こっても不思議じゃない。


    「二重存在……確かにあり得なくもないのです。思い当たるところでいけば、影かげ分ぶん身しんの術、なんてのもあります」


    「でね、二人いたかもしれない墓場博士、って可能性を考えてたらこんなこと思いついたんだ。本当、ついさっきのことなんだけど……」


    　僕は手近にあった木の枝を拾い、地面にがりがりと簡単な帝てい都との地図を描いていった。


    　そして、火災のあった浅あさ草くさと古書店街に印しるしをつけていく。


    「ごめん、うまくないんだけど、これ帝都の地図だってわかる？」


    「わ、わかります。私たち、今この辺にいますよね」


    「そうそう──で、この印が火災の起こった場所。午前中の三件の場所は……小鳩ちゃん知ってる？」


    「はい……常盤ときわ隊長がなにかの役に立つかも、って虫を使って教えてくれてたんで。えと、確かこの辺りです」


    　僕から小枝を借りた小鳩ちゃんは三つの印を地図に付け足していく。


    　その地図を真上から眺めた僕は、考えていたことがますます確信に近づいた。


    「やっぱり……これだけ色んなところで火災が起こったら、きっと警察も消防隊も散り散りになって消火だとか混乱を収めるのに当たらないといけない。ってことは今、帝てい都と中の警察の戦力は分散された状態にある」


    「そ、そうですね……しかも千せん燈とう機関は夕ゆう日ひちゃんや私たちを捜すために、もっとばらばらになっちゃってます」


    「それが墓はか場ば博士の狙ねらいなんだと思う。警察の戦力を分散させ、鬼ほお灯ずき機関は夕日ちゃん犯人疑惑により活動停止に追い込む──その目的はたぶん」


    　僕は地図のある一か所を、ぐるりと丸く囲んだ。


    　小こ鳩ばとちゃんは、はっ、と息を呑のみ、その場所の名を口にした。


    「逢おう魔まヶが町ちよう──ですか？」


    「そうなんだ。王宮からほど近いこの町には、帝都治ち安あん維い持じ局各機関の本部がそろっている。そして火災は逢魔ヶ町とは正反対の場所でばかり起こっているんだ。そうなると、自然と警察の戦力は逢魔ヶ町から遠ざかり──なおかつ、今このとき、帝都治安維持局の戦力のほとんどは、王宮に集結しているんじゃないのかな？」


    「は、はい──王室警護の緊急指令は確実に発動しています」


    　帝都治安維持局とは、文字通り帝都を守るための組織だが、それ以前に王室が存在する王宮の警護を第一に考え、行動する。


    　異能力者が次々に帝都を燃やしている今、万が一にも王宮が放火されればそれは国家を揺るがす一大事。それを未然に阻そ止しするために、帝都治安維持局はその戦力のほとんどを、王室警護のためにあてているだろう。


    　むろん、それにはしーちゃん率いる鬼灯機関も加わっていて当然だ。


    「でもでもっ、そうなると墓場博士はなにを狙っているんです？」


    「逢魔ヶ町には帝都治安維持局の本部以外にもう一つ、重要な施設が存在している。それが──怪かい賊ぞく城じよう」


    「──！」


    「狙われる理由は充分にある。中には凶悪な異能力者がたくさんいるし、もしかするともう一人の墓場博士、たとえば影かげ武む者しやみたいな存在がいまだに牢ろうに入っている可能性もある。そいつを助けるために、怪賊城を襲おそう必要があるのかもしれない」


    「あわわっ……じゃあ、さっきの常盤ときわ隊長からの連絡も……」


    　急にわたわたと慌あわて出す小鳩ちゃん。なにか思い当たる節ふしでもあったみたいだ。


    「あの、あの、さっき着替えを用意した、って連絡があったときにですね、今後はしばらく私たち協力できないって言われたのです。なんか、緊急事態が起きたみたいで。私、てっきり王室警護の緊急指令のことだと思ってたんですけど……もしかして」


    「今頃、脱獄騒ぎになってるかも……」


    「どうしましょう。私たちも逢魔ヶ町に向かいましょうか！」


    「うぅん……そうした方がいいのかな……」


    　悩んでいると、警官の制服の胸ポケットに付け替えていたウサギちゃんバッジが突然喋しやべりはじめた。


    『さっきから話、聞かせてもらってるけどね……なんか、さも頭が切れますよ、って感じで推理して隣にいる女の子にきゃーきゃー言われてるみたいだけどさ。ボクから言わせれば、だからなに？　って感じなんだけどね』


    　胸のバッジからいきなり不機嫌そうなこるりの声が聞こえてきたので、小こ鳩ばとちゃんは驚きつつもバッジをのぞき込んでいる。


    　僕はこのバッジでこるりと連絡が取れることを小鳩ちゃんに軽く説明しておいた。


    　で、不機嫌なこるりの話を聞いてみる。


    『だって、もうすでに逢おう魔まヶが町ちようでなにかあったっぽいんだろ……だったら、いまさら君らが真相にたどり着いたって無駄じゃないか。そもそもそれを真相というかどうかも首を傾かしげたくなるけどな。まだ肝心の、妖よう精せい使いの正体だって暴あばけてないし』


    「そうは言っても、相手の狙ねらいがわかるのはいいことじゃないか。ただ、気づくのが遅かった、とは思うよ」


    『遅いも早いも、今回君らはまるっきりその墓はか場ば博士に利用されっぱなしじゃないか。事件を解決するどころか、おそらく犯人の計画はすでにほとんど達成されているだろうね』


    「……そう言われるとそうかもしれないけど……じゃあ僕らの努力は？」


    　小鳩ちゃんと顔を見合わせてしまう。二人で頑張ってきたのが無駄だと言われたら、それはかなり虚むなしくなる。


    『努力が結果に結びつかないこともある……残念でした。ただ、まだやり残してることがあるだろう。君にとってはそれが一番大切なことじゃないのか』


    　それは、改めてこるりに言われなくてもわかっている。


    「──あぁ、そうだ。夕ゆう日ひちゃんはまだ、見つかってない。僕が見つけないといけない」


    『あんな小娘いなくなったままの方がむしろ都合がいいが、君には必要らしいからな……告白も、するんだろ？』


    「こ、ここここ、告白、ですか！」


    　鶏みたいな声を出して、小鳩ちゃんが驚いている。


    　言われた僕は、恥ずかしさのあまり顔をうつむけ、うん、とうなずいた。


    『だったら、早く捜し出せ──もたもたしてると墓場博士に先を越されるぞ』


    「そうだね、早く見つけてあげないと……それで、あの、告白できる機会があれば、してみるつもり……あ、でも上うえ野のの庭園にも行かないと」


    『誰か待ってるって話だしな……限りなく罠わなっぽい話だぜ？　本当に行くのか？』


    「僕も罠かもしれないとは思うけど……でも待ってる相手ってのが、夕日ちゃん誘ゆう拐かいを指示したのなら、やっぱり許せないから。僕から夕ゆう日ひちゃんを奪うばおうとするやつは誰であろうと制裁を加えてやる」


    『シスコン兄貴は怖いねぇ……まぁ、勝手にするがいいさ。ボクは君の能力を操作する実験ができればそれでいいんだし』


    　とは言うものの、憎まれ口叩たたきつつもこるりは僕に協力してくれている、なんてのはやっぱり都合がいい考えだろうか。


    　こるりは厳しい魔女だけど──悪い魔女じゃない気がする。


    　こんなこと言えば、また怒られるだろうから言わないでおくけど。


    「じゃあ──小こ鳩ばとちゃん、そろそろ夕日ちゃんを捜しに行こうか」


    「そうですね……場所はやっぱり浅あさ草くさを中心に──」


    　唐とう突とつに。


    　小鳩ちゃんの声が、かき消されていく。耳をつんざく、悲鳴によって。


    「なんの悲鳴……？」


    「い、行ってみましょう！」


    　僕らは茂みを抜け、悲鳴のした方へと急ぐ。


    　なんの変へん哲てつもない、はずの路地なのに。


    　そこに広がっていた光景は──。

  


  
    ◆　　６章　再会は炎の中で

  


  
    



    



    　僕らが路地で見た光景。


    　鈍にび色いろの剣が振るわれ、逃げようとしていた女性の首が後ろからすぱん、と飛んだ。


    　恐怖で歪ゆがんだ表情のまま、女性の首は宙に飛び、それを──馬にまたがった騎き士しが、甲かつ冑ちゆうに包まれた手で摑つかみ取る。


    　斬きられた断面から、血が滴したたり落ちる。


    　まるで戦国時代の一場面。


    　でもここはまぎれもなく平和な日常が広がっていたはずの帝てい都とであり。


    　馬で駆かけてくる騎士も、戦国時代には似つかわしくない西洋甲冑を着込んでいる。


    　しかも──これがなにより重要なことだが。


    



    　騎士には、首がなかった。


    　首なし騎士。


    　まごうことなき、異い形ぎようの存在──化け物。


    



    「ひ、人を……殺して……」


    　今日は妖よう精せいやら巨きよ大だい電人ロボツトやらと非常識なものを見せつけられてきたのだが、やはり首なし騎士と首斬り死体が同時に目に飛び込んでくれば、動揺せずにはいられなかった。


    　女性の体は首がなくなってもふらふらと何歩か歩き、ちょうど僕の目の前で、ぐしゃりと崩れるように倒れた。


    　足あし下もとに、転がる死体。


    「ひぃっ──」


    　後ずさると、どんと小こ鳩ばとちゃんの体に当たった。


    　僕とは違って、小鳩ちゃんはきりりと口元を引き締め、首なし騎士を見み据すえている。


    「あれも……妖精でしょうか？」


    「あ、あれが？　でも前のと全然違うよ。羽根だって生はえてないし」


    　首なし騎士は腰にいくつもの生なま首くびをぶら下げ、そして今手に入れた首も同じように結びつけた。


    　どの首も、みな、真新しい。


    「首なし騎士……視界はあるのか？　いや、そんなことどうでもいい──あいつ、人を殺して回ってるんだ！」


    　なかなか冷静な思考が取り戻せない……けれど、首なし騎士を逃がしたらダメだ、ということくらいは判断がつく。


    　僕は右腕に巻き付く鎖くさりに意識を向ける。


    　すると、ウサギちゃんバッジからこるりが声を上げた。


    『──首なし騎き士しだって？　おい、そう言ったかい、久く郎ろう君？』


    「言ったさ。ちょっと黙っててくれ。今からそいつと戦うんだから」


    『ちょっと待て、そいつ女か男か？』


    「あぁん？　たぶん男じゃないか？　女の騎士なんてそういないだろ……それに体がでかすぎる」


    『ははっ、男か。そいつは珍しい。新大陸あたりで生まれたんじゃなかったか？　自分の首を探し回る、首なし騎士とかなんとか』


    「そんなのがなんでこの国にいるんだよっ、あいつの首が帝てい都とにあるのか！」


    「久郎君！　気づかれましたよ」


    　小こ鳩ばとちゃんに呼ばれ、首なし騎士に集中する。こるりと喋しやべってる場合じゃない。


    　首なし騎士は、馬の手た綱づなを引いて、僕らの方へ向く。そして、手にしている血ち濡ぬれの大剣


    を、ぶん、と振りかざし、馬が走り出した。


    　僕は鎖を伸ばし、じゃららららっ、と地面に根のように伝わせる。


    『いっとくがそいつも妖よう精せいの一種だ──見た目があれだが、体のどっかに銀の糸がついてるはずだ。できるなら生け捕りにしろ！　ボクが欲しい！』


    「できるかそんなこと！」


    　馬の四本の脚にそれぞれ、枝分かれした鎖が絡からみ付く──。


    「──捕った！」


    　関節を固定し、動きを止める。いきなり勢いを殺された馬は、がくん、と脚を折った。そして、乗っていた首なし騎士は、馬から投げ出される。


    「私がやります！」


    　小鳩ちゃんが地面を殴なぐりつけると、衝撃波の壁が巻き起こった。


    　衝撃波と土ど砂しやによる防壁──小鳩ちゃんはその中へつっこみ、攻撃へと転じる。


    　攻防一体、巻き上がった石を拳こぶしによる猛連打で打ち出していく。


    　弾丸のような石の連射が、首なし騎士を襲おそう、が、騎士は投げ出された宙で体勢を立て直し、そして、大剣を振りかざし小鳩ちゃんの首を狙ねらい飛びかかってきた。


    　打ち出された石つぶてが体に当たろうとも、首なし騎士はびくともしない。


    「堅いな──攻撃が効きいてない」


    「でもっ、用意はできてます！」


    　そう、衝撃波で巻き上げたのは土砂だけじゃない。


    　衝撃波と共に小鳩ちゃんは大地から巨岩を隆起させていた。


    「はぁっ──！」


    　むんずと巨岩を摑つかみあげ、飛び上がる。


    　首なし騎き士しは大剣を巨岩へと振り下ろすが、がきん、と弾はじかれてしまい。


    　甲かつ冑ちゆうに身を包んだ自身の体も、投げつけられた巨岩によって、押しつぶされた。


    　ずん、と首なし騎士を下敷きにして、巨岩が降ってくる。その瞬間、僕が足止めしていた馬が、すぅっ、と姿を消していった。


    「本体が死ねば、馬も一緒にか……」


    「こ、この騎士は消えませんね……ちゃんと中身もあるのです」


    　巨岩の下からどす黒い血があふれてきた。妖よう精せいも血のかよった存在らしい。


    　そもそも首なし騎士も死んだのか、動かなくなっただけなのかわからない──とにかく、首なし騎士の被害はこれで食い止められたわけだ。


    「にしても、火を放ったり、たくさん人を殺したり……好き勝手しやがって……」


    　憤いきどおりはそのまま呪じゆ力りよくとなって蓄えられていく。けれど、今日はたくさん呪のろいを使ってしまったから、全然呪力が足りない。減っていく一方だ。


    　残りの呪力を気にしながら鎖くさりを元に戻していると、後方から馬の蹄ひづめの音が聞こえてきた。


    「え……？」


    　まさかと思い振り向く──そこには、首なし騎士が、大剣を抜き放ち走ってきていた。


    　生き返った？


    　そんなことが頭をよぎっているときには──僕は強く腕を引かれ、小こ鳩ばとちゃんの元へと引き寄せられていた。


    　おかげで、首なし騎士の振った大剣は、宙を空から振ぶりし、そのまま通り過ぎていった。


    「──ヒヒィーン」


    　目の前で鳴き声を上げ、首なし騎士の馬が駆かけ抜けていく。あっという間に、その姿は路地の向こうへと消えてしまった。


    　戻ってくる気配はない。


    　僕はへたり、とその場に腰を下ろし、巨岩に押しつぶされている首なし騎士を見た。


    　確かに、そこに押しつぶされた首なし騎士はいる。


    「どういうこと……他にも、いるのか？」


    「そ、そうみたいですねっ、もしかしてあっちの大通りにもっといるのかも」


    「それはまずい──あんなのがたくさんいたら、みんな殺されちゃう！」


    　へたりこんでいるひまもなく、僕は立ち上がって急いで大通りへと向け走り出す。


    「こっちの方が早いですっ」


    　急ぐ僕の体を抱え、小鳩ちゃんが跳躍する。


    　高く高く飛び上がり、着地したのは屋根の上。そして、足を止めることなく、屋根から屋根へ飛び移っていく。


    　入り組んだ路地なんて無視して、最短距離をまっすぐに突っ切る。


    　迅じん速そくかつ大胆な方法で時間短縮を図り、到着した大通りは──。


    



    　地獄だった。


    



    　天下の往来。


    　僕が守りたかった、華やかな帝てい都との街角。


    　人々が行き交うだけではなく、馬車も自動車も市電も走っていた、賑にぎやかな大通りが──今はもう、崩れ去っている。


    　市電は横転し、車は廃車同然に潰つぶされ──そして、人々は虐ぎやく殺さつされていた。


    　誰も彼も、首から上がなく死んでいる。


    　通り一面、血の海が広がっている。


    　しかも惨さん劇げきは終わってはいない。


    　無数の悲鳴が聞こえ、逃げまどっている人たちがいた。


    　なにから逃げるのか。それは当然、首なし騎き士したちからだ。


    　ざっと見た限りでも──十や二十じゃきかない数の首なし騎士たちが眼前を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけていた。


    　首なし騎士の、軍勢。腰には誇らしげにいくつも首をぶら下げ、そしてなおも剣を振り、逃げ隠れる人々を追い回し続ける。


    「なんてことしてんだ……！」


    　ぎりり、と奥歯を嚙かみしめる。


    　妖よう精せいなんかちっとも関係のない世界で生きてた人たちが、なんでこんな風に殺されないといけないんだ。


    　こんなの間違ってる──理り不ふ尽じんすぎる。


    「許さない──あいつら、許すもんか」


    　怒りのあまり、右腕の鎖くさりがじゃらじゃら音を鳴らしている、けど、鎖なんかで許すものか。


    「こるり、さっきのまたやれる？」


    『荊いばら姫ひめか？　あぁ、休んだからな、大丈夫だ。帝都はエーテル濃度が濃くて助かるぜ』


    「そんな話は今はいい……早く荊姫を！　あいつらを一匹残らず始末してやる！」


    　ぞるるるるっ、と体から黒い荊があふれ出し、僕の体が荊姫に侵食される。


    　押し寄せてくる黒い感情──残酷な思いに支配される。


    　手足が黒く染まり、荊の模様が体中に浮かび、髪には荊が混じり長く伸びる。


    　そんな変化の間すら惜しい。


    　早くあいつらを、殺してやりたい。


    　偽ぎ善ぜん者しやぶっていられない。僕が守りたいものを蹂じゆう躙りんするなら、根こそぎ息の根止めてやる。


    「帝てい都とにはおまえらなんて必要ない──消えろ！　死ね！」


    　全身からあふれ出した黒い荊いばらは地面を覆おおい尽くすように広がっていく。


    　まずはこの目に見えるやつらから、眼前を悠ゆう々ゆうと駆ける首なし騎き士したちへと荊を伸ばし、そして、仕掛ける。


    「串くし刺しだ──！」


    　黒い荊を這はい寄らせ、束たばね、固め、鋭利な槍やりへと変化させると──地面から突き立てた。


    　途端、首なし騎士たちは真下から荊の槍の一撃によって、馬ごと串刺しになった。


    　槍は、騎士の体を一片の容よう赦しやもなく貫つらぬいていく。


    「ははっ、化け物の時間はもうおしまいだ──だが、まだ許さない！」


    　もっと遠くへ、もっと遠くへ、伸びる限り、僕の荊は首なし騎士を追っていく。


    「あのっ、久く郎ろう君、大丈夫なんですか！　なんか、苦しそうな顔してますよっ」


    「大丈夫だよ、小こ鳩ばとちゃん──すぐだから。すぐに皆殺しにしてあげるから。安心して見ててよ」


    「……は、はい……でも……」


    　夕ゆう日ひちゃんは水すい銀ぎん蜘ぐ蛛もという呪のろいの蜘蛛に糸を張り巡めぐらせ探索を行おこなわせることがある。これはその応用。張り巡らせるのは蜘蛛の糸ではなく、化け物を処刑する黒い荊。首なし騎士の負の感情を探り当て、どこにいようと見つけ出す。
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    「……三十五……四十……まだいる……」


    　敵の数を把握しつつ、的確に黒い荊いばらを絡からみ付かせ──。


    「締め潰つぶす！」


    　ぐっ、と拳こぶしを握り込んだ。


    　僕の目では届かないところにいた首なし騎士たちが、黒い波のように押し寄せる荊に搦からめ取られ、馬もろとも呑のみ込まれていく。


    　荊は騎士の体に絡み付き、まるで食べられているかのように、みしみしと、限りなく小さく、すり潰していく。咀そ嚼しやくにも似た感覚が、荊を通して伝わってくる。


    「……す、すごいけど……なんかこれ、怖いです」


    　小こ鳩ばとちゃんが怯おびえた声を上げているけれど、怖いものか。僕は、敵を倒しているだけだ。


    「壊れた日常は元に戻さないといけない──」


    　また一人、首なし騎士を捕まえた。呑み込んでやる、消してやる。


    「──夕ゆう日ひちゃんのためにも！」


    　その名を口にしたときだった。


    　遠く離れた路地裏で、僕の荊に呑み込まれようとしていた首なし騎士が、荊ごと──燃え上がった。


    　荊は僕の手足の延長線──燃やし尽くされる感覚が即座に伝わってくる。


    「しかもこの炎……！」


    「えと、ど、どこかに炎が見えます？」


    「あぁ……ずっと向こうに──いや、どんどん近づいてくる。感じたことのある、炎が……向かってくる！」


    「て、敵が来るってことですか!?」


    　小鳩ちゃんが身構えた──そのとき。


    　夕焼けのごとく赤く染め上げられた空が──こっちに向かってくるのがはっきりと見えた。


    　赤い空はわらわらと蠢うごめきながら、徐々に形を変えていく──大きな二枚の翼つばさをはためかせ、炎の鱗りん粉ぷんをまき散らし、優雅に飛ぶその姿は。


    「あれって……あの、えと、空じゃなくて……炎の塊かたまり──それも！」


    「蝶ちよう……炎えん獄ごく蝶！」


    　地獄を舞う、呪のろいの蝶。


    　病葉夕日の決けつ戦せん呪じゆ術じゆつ──炎獄蝶。


    　空を覆おおうような巨大な炎獄蝶は、僕と小鳩ちゃんの頭上を舞い──襲おそいかかってきた。


    「ったく──手加減なしか！」


    　意識を荊の森を集結させ、強固な防壁を築きあげ、炎獄蝶の行く手を阻はばむ。


    　黒い荊いばらは幾いく重えにも積み重なって、あらゆる攻撃を拒こばもうとするが、巨大な炎えん獄ごく蝶ちようは落下する速度をぐんぐんと増してつっこんできた。


    　一度発動すれば止とどまることを知らない破壊衝動の塊かたまり──まるで夕ゆう日ひちゃんそのものだ。


    　荊の壁に真上から直撃した炎獄蝶は、直撃と同時に飛散し、衝撃と灼しやく熱ねつの炎が黒い荊に広がった。


    　高速で再生することができる荊いばら姫ひめの力がなければ、あっという間に黒い荊は焼き尽くされ、僕らも炎に呑のみ込まれていただろう。


    　燃え上がる黒い荊を、さらなる荊で覆おおい尽くし、そうしてやっと、炎獄蝶の炎はかき消えていった。


    　僕は、ひたすらに熱く、それでいてなじみのある呪いの気配を感じながら、荊の力を解除した。


    　消えていく荊の防壁。


    　体も元へと戻り、心の中に巣くっていた黒い気持ちも、いくらか和やわらいでいる気がした。


    　荊がなくなり、視界が開けると──そこに、彼女は立っていた。


    



    　無数の燃え上がる蝶を引き連れた、炎獄の呪まじない師。


    　災さい厄やくを振りまく激情の化身。


    　病わくら葉ば夕日──堂々にして可か憐れんなる、登場だった。


    



    「あ、はははははははははは──久く郎ろうだわ。久郎がいるわ。やっと見つけたのよ」


    　高らかに笑い声を上げて、夕日ちゃんは僕らへと近づいてくる。


    　夕日ちゃんは呪のろいの力を行こう使ししているときだけは、気分が高揚する。その状態のときは、なにをしでかすかわからないから要注意だ。


    　まずは、呪いを解いて、いつもの夕日ちゃんに戻ってもらうことが先決だ。


    「危ないから下がっててね」


    　いつ夕日ちゃんが炎獄蝶を飛ばしてくるかわからないので、とりあえず小こ鳩ばとちゃんを僕の背後へと回らせる。


    「夕日ちゃん……その、起きたんだね」


    　なるべく刺激しないように、当たり障さわりのない言葉を投げかけてみる。


    　すると夕日ちゃんはつぅ、と指を上げ、僕の背後を指差した。


    「ねぇ、その女──なんで久郎と一緒にいるの？　なにしてたの？　久郎と一緒にいるのは私なのよ」


    　吊つり上がった目で小鳩ちゃんを睨にらみつけ、周囲にはめらめらと、炎獄蝶の群れが増えていく。


    　背後で小鳩ちゃんがぎゅうと僕の服を握りしめていた。


    　小こ鳩ばとちゃんは、夕ゆう日ひちゃんを捜すのを手伝ってくれていた、とちゃんと理由を説明したところで、納得はしてくれないだろうな。今の夕日ちゃんに正論なんて通じるはずない。


    「しかたない……てっとり早い方法でいくか」


    　小鳩ちゃんが見ている前でやるのは気が引けたが──手段を選んでる余裕もない。


    　僕は意を決して、夕日ちゃんの元へと駆け寄った。


    　ごぅ、と炎えん獄ごく蝶ちようが反応したが、臆おくさない。


    「夕日ちゃん──会いたかった」


    　その言葉と共に、夕日ちゃんの小さな体を両腕で包み込む。


    　ぷにりと柔らかな抱き心地。そして心落ち着く温ぬくもりが伝わってくる。


    　抱きしめるか、もしくはキスか、そのどちらかが夕日ちゃんの気を静めるのに最適な方法なのだ。


    　さすがに小鳩ちゃんに見られてのキスは恥ずかしいから、今回は抱きしめる方を選択した。


    　夕日ちゃんをやさしく抱きしめること──しばらく。


    「久く郎ろう……苦しい……」


    　いつも通りのぼそぼそと喋しやべる声が聞こえてきて、飛んでいた炎獄蝶が次々と消えていった。


    　成功──夕日ちゃんの呪のろいが収まっていく。


    「…………なんでいきなり、抱きつくの？」
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    「こうしたら夕ゆう日ひちゃんが落ち着くかなぁ、と思ったのです」


    「私……いつでも、落ち着いてるの」


    「そう、ですか……失礼しました」


    　僕は抱きしめていた夕日ちゃんから離れ、改めて、夕日ちゃんの顔を見た。


    　どんよりと濁にごった、底の見えない黒い瞳ひとみが僕を見上げている。


    　再会の喜びを口にしたかったけれど、なんだかうまい言葉が見つからず戸と惑まどっていると、先に夕日ちゃんが口を開いた。


    「…………久く郎ろう、おはよ」


    　いつもの寝起きとなんら変わりない、暗い声で呟つぶやく夕日ちゃんに、僕はおもわず苦笑してしまう。


    「おはようございます、夕日ちゃん……お話しするのも、なんだか久しぶりですね」


    「うん……久しぶり…………久郎、さみしかった？」


    「えぇ、とっても。夕日ちゃんとお話しできないなんて、さみしくないはずないでしょう？」


    「……そっか」


    　そう言って、夕日ちゃんは僕の頭にそっと手を伸ばし、髪をするりとなでた。


    　夕日ちゃんに触さわられている、それだけで僕の心はいっぺんに満たされていく。


    　改めて思う──僕は夕日ちゃんが大好きだ。


    　そして、それを実感したのなら、言うべきことがある。


    「夕日ちゃん……あのですね」


    「なに……？」


    「その……ごめんなさい。僕、また夕日ちゃんのこと、眠らせてしまいました……本当に、ごめんなさい」


    　一ひと月つき前から、ずっと言いたかったこと。


    　僕の呪のろいに巻き込んでしまった、同じ過あやまちを繰り返してしまった、そのことを、なによりも真っ先に謝りたかった。


    　今度こそ、許されないかもしれない。僕は怯おびえながら、夕日ちゃんの反応を待った。


    　夕日ちゃんは僕の言葉を聞くと、うん、とゆっくりうなずいた。


    　そして、珍しく、ほのかに口元に笑みを浮かべて、僕の髪をさらになでまわす。


    「……べつにいい…………気にしてない。だから……悲しそうな顔、しないで」


    　ぽつりぽつりと漏もらすその一言ずつに、僕は心の底から、救われる。


    　あれだけのことをして、それでもさらりとした言葉で許してくれる夕日ちゃんに、僕は何度もありがとうと呟いた。


    「久郎くん……よかったのです」


    　後ろで僕らのやりとりを見守ってくれていたであろう小こ鳩ばとちゃんが、涙声でそう口にした。


    　そんな声出されたら、つられて僕だって泣いてしまうじゃないか。


    　でも、妹に許されただけで泣いちゃう兄なんて、かっこ悪すぎる。


    　僕はしばらく涙をこらえて、気持ちが収まるのを待ったあと、ようやく小こ鳩ばとちゃんの方へと振り向いた。


    「小鳩ちゃんも、ありがとう──やっと、やっと。夕ゆう日ひちゃんに会えたよ」


    「はい……頑張ったかいがありましたね」


    「ははっ──ほんと、大変だったよね。夕日ちゃん、もういなくなったりしないでくださいね」


    「……久く郎ろうがちゃんと捕まえててくれないのが……悪い」


    　ぷぅ、と頰ほおを膨ふくらませて、それでも夕日ちゃんは僕の手を握ってくる。


    　だから僕も、その手を強く握り返し、夕日ちゃんが傍そばにいることを改めて実感すると──緩ゆるみそうになっていた気持ちを、切り替えた。


    　幸せな時間は、もう少し先に取っておく。


    　そう、まだ終わりじゃない。


    　夕日ちゃんを取り戻しただけでは、済まさない。


    「僕にはやるべきことが、残ってるんだ」


    　目指すは上うえ野のの庭園──決着を付けるまで、僕の呪のろいは終わらない。

  


  
    ◆　　７章　対決する病葉兄妹きようだい

  


  
    



    



    　上うえ野のにある仏蘭西フランス式庭園。


    　そこに到着するまでの間、僕は夕ゆう日ひちゃんから、さらわれた経緯を聞き出すことにした。


    　といっても、夕日ちゃん曰いわく、気づいたら街の中をさまよっていて、それ以前の記憶はないらしいので、本当に墓はか場ば博士にさらわれたのかどうかすら定さだかじゃない。


    　夕日ちゃんを半分寝ぼけた状態にして連れ去った、という墓場博士の発言と照らし合わせて考えてみると、なんらかの理由で寝ぼけた状態から覚かく醒せいした夕日ちゃんが、墓場博士の元を離れ、ふらりとどこかに行ってしまった、という展開は、かなりあり得る。


    　目を離すとどこかに消え、いつの間にか迷子になって泣き叫んでいる、なんていつものことだし。


    「……で、その後、首なし騎き士しと遭遇──戦闘にいたる、ですか？」


    「うん……なんか首がなくて気持ち悪かったから……燃やしちゃおうと思って……」


    「それはまぁ、なんとなくわかりますが──ついでに僕の荊いばらにまで攻撃しなくても……」


    「あれは……荊から久く郎ろうの匂においがしたから…………つい」


    「そ、そう…………」


    　こればかりは、理屈ではわからないことなのだろう。呪のろいを使っているときの夕日ちゃんの行動理由なんて、考えてみるだけ無駄なことだ。


    「結局、さらわれた経緯はさしてわからず──僕らは墓場博士に言われるままに、ここにやってきちゃったってわけか」


    　ちょうど、夕日ちゃんから話を聞き終えたとき、僕らは庭園の入り口に到着した。


    　この庭園は確か隣に建つ美術館が所有、管理しているもので、普段から自由に見学することを許されている場所だけれども──今日はいつもとは様子が変わっていた。


    「前に来たことあるけど……もっと人、いましたよね」


    　そのとき、一緒にやってきていた夕日ちゃんに確認を取ってみると、夕日ちゃんも、うん、とうなずいた。


    「観光地……なの。うっとうしいくらい、人……たくさん、いた」


    　にもかかわらず庭園の周りは僕ら三人以外、まったくの無人だった。


    「えと、管理人さんも、いないのです」


    　小こ鳩ばとちゃんは庭園の入り口近くに建っている管理人小屋の扉とびらを開けてみるが、やっぱりそこにも人はいない。


    　不気味な静けさを漂ただよわせる庭園。まるで異い界かいに迷い込んでしまったかのような気分になり、入り口へと足を踏み入れるのも躊ちゆう躇ちよしてしまう。


    　すると、僕らの背中を押すようにこるりが状況を説明してくれた。


    『おそらく人払いの術だろうさ──西洋の魔法使いがよく使う手だ。その庭園は、君たち以外には気づかれないようになっている。術を維持できる時間は短いが、そのぶん、結けつ界かいのような大がかりの準備が必要なくて、便利なものさ……わかったらさっさと中に入れよ』


    「あぁ、そうだな……」


    　緊張しつつも、僕は足を踏み入れた。僕と手をつないでいる夕ゆう日ひちゃんも一緒に入り、その後ろから小こ鳩ばとちゃんも続く。


    　三人が庭園に入った瞬間、目の前からぼわっと霧きりが押し寄せてきた。


    「……！」


    　さっそく攻撃されたか──と身構えたけれど、霧はあっけなく僕らの体を通過していく。振り向けば、入り口の辺りが濃い霧に覆おおわれてしまっていた。


    「……あそこからは、出られない……」


    　霧を見た夕日ちゃんがそう呟つぶやく。


    「罠わなの一つくらい、待ってるとは思ってたけど」


    　にしても、閉じ込めただけ──こっちに危害を加えるつもりは、まだないみたいだ。


    「いまさら、引き返すつもりなんてないさ──」


    　引き返せなくなったことで、より覚悟が決まったような気がした。


    　僕は一度、広々とした庭園全体を見渡した。


    　地面には同じ丈たけに刈りそろえてある芝しば生ふが敷き詰められている。庭園の中央には垂直にまっすぐ、太い道が作ってあり、その道を軸に、左右対称の景色が広がっていた。形を整えられた木々も色とりどりの花が咲いている花壇も天使の姿をした彫刻も、どれもこれも、鏡あわせのように正確に配置してある。


    　そして、中央に延びた道の突き当たりには、水しぶきを吹き上げる噴水が作られていた。


    「噴水の前……人がいる」


    　夕日ちゃんが指さした。


    　そこにいたのは、テーブルを用意し、椅い子すに腰を下ろして優雅にティーカップを掲かかげている、一人の人物。


    「あうぅ、あの人……」


    　隣にいた小鳩ちゃんは、一目で椅子に座っている人物の正体に気づいたようだ。僕も、同じく一目でわかった。


    　なぜなら、腰まで伸ばした特徴的な白髪が、目についたからだ。


    「待ってるのは、墓はか場ば博士だけ？」


    　あの人、とやらはどうしたんだろう。


    「──考えててもしかたない」


    　足早に墓場博士の待つ噴水前まで向かうと、博士もこちらに気づき（いや、最初から気づいていたとは思うけれど）、顔を上げて、にこやかに手を振ってきた。


    「やぁやぁ、待っていたよ──なに、私を待たせたことは心配しなくていいさ。こうして午後の紅茶の時間を楽しんでいたのだからねぇ。久々にゆったりできた……なにせ今までは、こうだったろう？」


    　長く細い両腕を、墓はか場ば博士は自分の胸の前で交差させた。その格好は、拘束服で体を覆おおわれているときのものだ。


    「あんな格好続けてると肩も凝こっちゃうよねぇ。でもあれはあれで、知的で怖くてかっこいい雰囲気が出ててよかったけどねぇ」


    「無駄口叩たたいてないで、早く会わせてください……僕らに用がある人ってのがいるんでしょう？」


    「うん……？　だからそれが私さ。君ら兄きよう妹だいと直接お話がしたかったからね。頼んで呼び出してもらったんだ」


    「──？　博士、さっきあなたは……僕らに会いたい人が待ってるって言って……？」


    　そして僕らを待っていたのが、博士自身？　どういうつもりだ。僕はだまされたのか？


    　困惑の表情を浮かべていると、墓場博士はにやにや笑ったまま、あぁ、と言って手を叩いた。


    「まだ気づいてないのかい……君に会ったのは私じゃないよ。別人だ。私はついさっき脱獄してきたばかりだからね──おーい、彼らが困惑してるから出ておいで」


    　博士が呼ぶと、噴水の後ろから足音が聞こえてきた。


    　そして、出てきたのは、博士とまったく同じ姿をした、もう一人の博士。


    「ふわわ……ど、どっちも博士ですっ」


    「どういう、ことだ……？」


    　僕と小こ鳩ばとちゃんは一緒になって、二人の博士の顔を交互に眺めた。どう見ても同一人物だ。


    　左右対称の庭園に、同じ姿の博士が二人。


    　見てるだけで頭が混乱しそうな不思議な光景だった。


    　博士は驚く僕らを見て、にんまりと、同じ顔で笑った。


    「いやぁ、実は私たち、双子だったのだよ」


    「私が兄で──」


    「──私が弟」


    『つまりは、私たちは兄弟なのさ』


    　声をそろえて、二人が名乗った。


    　けれど、すぐに最初から椅い子すに座っていた方の墓場博士が笑いを吹き出す。


    「ふふふっ……なぁんてね。噓うそだよ。双子トリックだと思っただろ？　そういうベタなやつ、私も嫌いじゃないよ。ただ残念ながらこいつは妖よう精せいだ。どんな人間にも姿を変えられる、ランプの妖精ジニー。さぁ、ジニー。ご挨あい拶さつ代わりに特技を披ひ露ろうしてあげなさい」


    「了解しました、ご主人様」


    　あとから出てきた墓はか場ば博士の輪りん郭かくが、ねんどのようにぐにゃりと歪ゆがむ。


    　変化はすぐに起こった。


    　歪んだ体が再び元に戻ったときには、そこに墓場博士の姿はなく、代わりに立っていたのは──しーちゃんだった。


    　突然現れた鬼ほお灯ずき機関司令はいつもの鬼の眼光で僕を睨にらみつけ。


    「病わくら葉ば久く郎ろう──貴様、その首叩たたき斬きってやるから覚悟しろ！」


    　いかにも本人が言いそうな台詞せりふを口走った。


    　その姿を見て、墓場博士は目を輝かせ喜んでいる。


    「おぉ、懐なつかしき我われらが司令じゃないか！　相も変わらず凛り々りしいな。脱走した私を見たら、どれほど怖い顔になるだろうか──よし、今度会いに行ってみるか」


    　一人盛り上がる墓場博士だが、僕らはあっけにとられていた。


    「では、お次は」


    　しーちゃんはそう言うと、また輪郭が歪んだ。


    　そして、次に現れたのは、たなびくマントにシルクハット。自信に満ちたその顔は──。


    「私の名は怪かい人じん三み日か月づき卿きよう──この世にあふれる美術品は、すべて私のものだ！」


    　仕し草ぐさも声も、完全に僕の知る三日月卿だ。


    　でも、しーちゃんも三日月卿も決して本物ではない。ランプの妖精、ジニーの特技か……。


    　目の前でころころ姿を変えるそいつは、最後に墓場博士の姿へと戻り、本物の墓場博士の隣へと立った。


    「どうだい？　これが二人いる私の正体。……普段はこうして私の姿にさせているのだが、その姿のまま君に会いに行かせたのがまずかった。混乱させてしまったようだ」


    「狙ねらって混乱させたんじゃないですか……博士のことですから」


    「おや、そんな風に言うと私が意地悪みたいじゃないか。これでも親切な紳士でいることを心がけているんだけどな──ほら、こんな風に。君たちにだってお茶を用意してあげてるだろう」


    　テーブルの上に並べられた四つのティーカップのうち、口を付けていない一つを手に取り、博士はそれを夕ゆう日ひちゃんに向かって差し出した。


    　夕日ちゃんは差し出されたカップを受け取ると、同時に湯気の立つ紅茶を博士の手へと浴びせかけた。


    「いらないわ……私たちに用があるなら、さっさと話せばいい──」


    「これはせっかちなお嬢さんだね。まいったなぁ」


    　ハンカチで濡ぬれた手を拭ふき、墓場博士はやれやれと首を横に振る。


    「せっかく自由にお喋しやべりできるようになったんだ。楽しませてくれたっていいじゃないか……ほら、久郎君や小こ鳩ばとちゃん。君たち、私に質問があるんじゃない？」


    「だったら聞きます──帝てい都とを放火して回った犯人と妖よう精せい使いの正体……博士には共犯者がいるんでしょう？」


    「そうそう、そういうやつだよ。犯人とか共犯者とか。私も探偵ごっこがしたかったんだ。この場合──私こと真犯人が真相を語るという本ほん末まつ転てん倒とうなものになるけれど、それはそれで風ふ情ぜいがあるだろう？」


    「風情なんて求めてません──博士が真犯人なら、僕は博士を許さないだけです」


    「そ、それにっ、博士がずっと怪かい賊ぞく城じようにいたのなら……い、異能力を封じられてたはずなのですっ。だから遠い場所で火災を起こすなんて、無理だと思います……」


    「無理じゃないさ。簡単なことだし、答えももう出ている──つまり、連続放火事件の犯人はジニーで、夕日ちゃんをさらったのもジニーで、ジニーやその他の妖精を操っていた妖精使いが、私だったってだけの話さ」


    　墓はか場ば博士の隣に立っていたジニーは、手のひらを空に向け、そこから、ぼぉっ、と炎の渦うずを巻き起こした。


    　炎は一瞬でかき消えていく。


    「変身能力はおまけだよ──私の本領は、炎を統すべるこの力」


    　偽にせ物ものの博士──ジニーは墓場博士そっくりのしゃべり方でそう語る。


    「……そう言われたら、簡単な話、ですね」


    　顔を歪ゆがめる僕と、そんな僕を濁にごった瞳ひとみで見つめる博士──すべての辻つじ褄つまが、ぴたりと当てはまっていく。


    「怪賊城では……それぞれの異能力に合わせて封印が施ほどこされる。そう教えてくれたのは、博士、あなたでしたよね」


    「そうさ──君は最初から、真相にたどり着く手がかりを私から与えられていたのさ」


    「博士は発火能力者なんかじゃない。本当は妖精使い……だから牢ろう獄ごくの中から妖精を──」


    　僕はジニーを指差す。こいつはずっと、博士の命令を聞いて動いていた。こいつだけじゃない、風の妖精も、首なし騎き士したちも、みんなそうだ。


    「そのとおり。私の偽いつわりの能力を、誰も疑わないでいてくれて助かったよ……なんて言っても、うっかり捕まってしまったのは失敗だったね。妖精を使ったとしても怪賊城の守りと鬼ほお灯ずき機関の追っ手に真まっ向こうから立ち向かうのは骨が折れる。だから回りくどいが確実な手でいくしかなくなってしまってねぇ」


    「だからって、帝都中に火を付けて回らなくてもいいじゃないですか！　いったいどれだけの人が博士の計画に巻き込まれたと思ってるんです！」


    「そんなこと言われてもねぇ。私はべつに、知らない人間が百人死のうが千人死のうが興味はないからなぁ」


    「ひどすぎます、そんなこと言うなんて……！」


    　小こ鳩ばとちゃんは握りしめた拳こぶしを震ふるわせ、怒りのこもった声で言う。


    　僕は今すぐにでも博士の余裕あふれる顔に拳を向けたかったけれど、今はまだこらえ、冷静なふりをしつつ質問を続けた。


    「怪かい賊ぞく城じようから脱だつ獄ごくしたのは、博士ただ一人……？」


    「いいや。ついでに何十人も脱獄させてきたよ。その方がまぎれて逃げられるからねぇ──あぁ、もちろん、君の宿敵、三み日か月づき卿きようも脱獄した。よかったじゃないか。また対決ができる」


    「やっぱり……予想はしてましたけど。あいつだけには逃げてほしくなかった」


    「しかたない。なにせこの脱獄計画は私と三日月卿の二人で仕掛けたものなのだから。私が帝てい都とに火を放ち混乱を生み──三日月卿は牢獄の中で囚しゆう人じんたちを使って混乱を生む。ほら、怪賊城で君を襲おそった囚人、いただろう？」


    「……！　あのときにはもう！」


    「そう、脱獄計画は始動していた。──牢ろうを破った大男は、三日月卿の噓うそ……というか暗示によって肉体の限界以上の力を引き出されていたのさ。君が怪賊城を出たあとも、同じように檻おりを破る囚人が続出し、看かん守しゆたちが対応できないほどに混乱した。そして、鬼ほお灯ずき機関に連絡がいく頃には──」


    　墓はか場ば博士も三日月卿も、その他大勢の囚人たちが脱獄を果たしてしまったのか……おそらく今頃しーちゃん率いる鬼灯機関は血ち眼まなこになって脱獄した囚人たちを追っているだろう。


    「でも、三日月卿だって能力は使えないはずじゃ……？」


    「君は彼女の能力を忘れてしまったのかい？　──絶対に信じてしまう噓うそを吐つく、それが三日月卿の唯ゆい一いつにして最大の武器だ。だから三日月卿は怪賊城に入れられるとき、噓が吐けないよう、声が出せなくなる術を施ほどこされた……はずだった」


    　あぁ──と僕は失意の混じった声を、上げてしまった。


    　あいつが、あの噓の権ごん化げである三日月卿が、することと言えば一つしかない。


    　真っ赤な舌で噓を並べ立て、人の心の隙すきを衝つき、噓を信じ込ませる。


    「三日月卿は、自分はすでに声を奪われる術を施されている、と噓を吐いたんだ。そして当然、その噓は信じ込まれた──私はすでに声が出せない、と声に出して噓を吐いているというのに、周りは信じたというんだからな、三日月卿の噓というのはすさまじい……そうして、三日月卿は怪賊城の中でも自在に噓を操あやつり、見事に混乱を生んでくれたよ」


    　満足げな笑みを浮かべ、墓場博士は紅茶を口に運んだ。


    　これで、事件の真相はすべて話し終わったのだろう。もはや謎なぞはどこにもなく、あるのは墓場博士の望んだ結果だけだ。


    　僕らは墓場博士に翻ほん弄ろうされただけ。墓場博士は高たか見みで僕らが右う往おう左さ往おうするのを眺め、楽しんでいたのだろう。


    　こうして真相を語られるまで墓場博士に手も足も出せなかったのだから、完敗というよりほかはない──けれど。


    　僕は、まだ、負けを認めてやるわけにはいかないのだ。


    　真犯人は、ここにいる。


    「油断しましたね。どういうつもりで僕と会ってるか知りませんが、僕は──絶対にあなたをここから逃がさない。つぐなわせます。博士の罪を、なにもかもを！」


    「ほぉ、どうやってつぐなわせるつもりだい？　私を殺すのかい？」


    「殺したらそれでおしまいです……それよりも博士には生きて自分の罪をつぐなってもらいます。これからも、ずっと──」


    　話をしている最中でも、いつでも攻撃が仕掛けられるよう、絶えず右腕の鎖くさりに意識を集中させてきた。


    　僕が念じると、鎖は素早く墓はか場ば博士めがけて飛び出した。


    　不意をついての近接攻撃──この距離なら、確実に。


    「捕らえてみせる！」


    　鎖は枝分かれして、墓場博士の体を拘こう束そくする──一歩手前で。


    「なにを、捕らえるのかな？」


    　鎖をわし摑づかみにして、ジニーはふふっ、と笑う。


    　墓場博士は微動だにせず、椅い子すに腰深く座ったまま平然としていた。


    「本題はこれからじゃないか──もう少し、おとなしくしていたまえ……ジニー、その鎖、処分しておけ」


    　命令されると、ジニーの手が真っ赤に染まり、じゅう、と摑んでいた鎖は溶けていった。


    　ジニーには僕の鎖は効きかない──それなら荊いばらを使うまでだ。


    「こるり、『呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ』の準備を」


    『もうとっくにできてるよ。いつでも使えるぜ』


    「──それなら！」


    　黒い荊を、体の奥底からわき上がらせようとした、次の瞬間。


    　ジニーの姿がふっ、と視界から消え──眼前に、拳こぶしが見えた。


    　衝撃が頰ほおを貫つらぬき──視界の端に、拳を振り抜いているジニーの姿が映った。


    「ご主人様にこれ以上危害を加えるのなら、私が相手になろう」


    　僕はもんどり打って、後方へと飛ばされる。


    　ずさり、と芝しば生ふの上に倒れ込んだが、すぐに体を起こした。口の端からつう、と血の滴しずくが垂たれてくる。


    「ジニー、相手をするなら手を抜いてやるんだ。彼にはまだ用がある。それと──小こ鳩ばとちゃん。君はもういいかな。出番は終わりだ」


    　不吉な言葉が聞こえる。


    　墓はか場ば博士は、ぎろりと邪悪な瞳ひとみで、小こ鳩ばとちゃんを睨にらみつけた。


    「燃やしてしまえ、ジニー」


    「はい──」


    　ごぉ、とジニーの体から炎の渦うずが立ち上り、全身が真っ赤に燃え上がった。


    　僕を攻撃したときと比べものにならない殺意が、ジニーの体に宿っている。


    　炎に包まれたジニーは、標的を僕から小鳩ちゃんへと切り替え、襲おそいかかる。


    「は、ぁぁっ──！」


    　小鳩ちゃんは足あし下もとを、どどん、と踏み鳴らした。


    　そのとたん、芝しば生ふに覆おおわれていた地面が次々と鋭く尖とがって隆起する。それはまるで大地から突き立てられる牙きばのごとき攻撃だった。


    　隆起した地面は、的確にジニーの体をめがけていたのだが。


    「無駄な抵抗だねぇ」


    　ジニーの体を覆う炎が、より勢いを増した。すると、隆起した地面は、どろどろになって溶けていく。赤く煮えたぎり、あっという間に液状になってしまったのだ。


    　圧倒的な熱。


    　触さわれば即座に溶け、燃え上がる脅きよう威いが小鳩ちゃんの眼前に迫っていた。


    「逃げ、て──！」


    　ジニーの攻撃は、生なま身みで防げるようなものじゃない。


    「くっ──」


    　小鳩ちゃんはたたん、と地を蹴けり跳躍する。蹴られた地面は盛り上がり、小鳩ちゃんが逃げるのを手助けする壁となった。


    　しかし。


    「ふぅん、じゃあこうしよう」


    　逃げる小鳩ちゃんを追うこともなく、ジニーは立ち止まり自分の手を見つめた。


    　そして、ぐっと、力を込めるような動作をしたかと思うと、ジニーの手から剣の形をした炎が、出現していた。


    「この剣に貫つらぬかれれば、悲鳴すらも焼き消える。さぁ、せいぜい必死に避けてみろ！」


    　おもむろに投とう擲てきされた炎の剣は、すさまじい速度で小鳩ちゃんに向かっていく。


    　しかも、その途中、空を裂く炎の剣が──突如、六本に分離した。


    「え……？」


    　飛来する剣の群れに、小鳩ちゃんの動きが止まる。


    　避けられない──それに、防御も間に合いそうになかった。


    「──！」


    　僕は息を呑のむ。


    　そのとき。


    　赤く輝く蝶ちようがふわりと小こ鳩ばとちゃんの前に舞い降り、剣と蝶は接触し──爆はぜた。


    　赤い蝶、夕ゆう日ひちゃんの作り出した炎えん獄ごく蝶は剣に貫かれると同時に爆発し、他の剣も次々と誘発され、炎をまき散らし辺りを火の海に変えていく。


    　そして、爆発し立ち上った煙の中から、小鳩ちゃんが飛び出してきた。


    「けほっ……けほっ」


    　服の至る所が焼けこげていたが、どうやら無事らしい。


    　僕は小鳩ちゃんの元へと駆け寄ると、よろめいていた体を支えた。


    「怪け我がは……？」


    「いえ、大丈夫、です……まだ戦えます……」


    　そうは言っても、小鳩ちゃんの体には爆発の衝撃による損傷が、至る所に見てとれた。


    　赤く爛ただれた火傷やけどの跡が、痛々しくて見ていられない。


    「無理しないで……あとは僕と、夕日ちゃんがやる」


    　ふと隣を見れば、周りに無数の炎獄蝶をまとわせた夕日ちゃんが立っていた。


    　吊つり上がった目で見み据すえているのは、ジニーの姿だ。


    「許さないわ──久く郎ろうを殴なぐっていいのは私だけなのに！」


    　呪のろいを使ったせいで夕日ちゃんが激げき高こうし──その周りを炎獄蝶が群れをなして飛び交いはじめた。


    「僕のことはいいのです。それより小鳩ちゃんを助けてくれて……感謝します」


    「助けたんじゃない……あいつの攻撃を邪魔したかっただけ」


    　ぐったりと力の抜けた小鳩ちゃんを、地面に座らせ、そして僕は改めて強く心に念じた。


    　呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ、その力を限定的に引き出す。


    『これで三回目だ──だんだん力の使い方も慣れてきただろ？　ボクも、だいぶわかってきたよ。コツってやつがさ』


    「こるり、だったら最初から全力だ。敵は──強い」


    　ぞるるるっ、と体からあふれ出した荊が、僕の姿を変えていく。


    　黒い荊に覆おおわれながら、僕は怪我を負った小鳩ちゃんを見下ろした。


    「小鳩ちゃん、休んでていいよ──僕の荊で、すぐに終わらせるから」


    「で、でもですねっ、私もお役に立ちたいのですっ」


    「応援しててくれるだけで充分だ──それに小鳩ちゃんだと、……うん、いや、なんでもない……」


    　今の小鳩ちゃんじゃ足手まといだ、と言いそうになって、途中でごまかした。


    「ふぇ……？」


    　小鳩ちゃんは首を横に傾け、きょとんとしている。


    　荊いばら姫ひめの力を使ったとき特有の、心の中に広がるどす黒い感情のせいで、どうも口が悪くなってしまう。注意しないといけない。


    「悪意を向ける相手は、敵だけにしないとな──さぁ、ジニー。やろうか」


    「ふふっ──そんなに炎が好きなら、もっと燃やしてやるわ。塵ちりのように焼け落ちろ！」


    　黒い荊と赤い蝶ちよう。


    　僕らの呪のろいで、ジニーの炎を打ち倒してやる。


    「自らの実力を過信するとは──おろかだな。いかに自分が無力か、実感するがいい」


    　ジニーの周囲には炎の柱がぐるぐると渦うず巻まいていた。まるで炎でできた竜たつ巻まきだ。


    　じりり、と攻撃する機会を見計らう。


    　緊張の糸がぴんと張り詰め、感覚が研とぎ澄まされる。ほんのわずかな攻撃の気配をも、見み逃のがしはしない。


    　足あし下もとからあふれ出る荊が、気づかれないようゆっくりと地面の中を進み、ジニーの不意を突こうとしていた──そのとき。


    　墓はか場ば博士の一声によって、場の雰囲気が一気に壊された。


    「そこまでだ──ジニー、もう下がっていい」


    　こくり、とジニーはうなずき、体中を覆おおっていた炎がたちまちかき消えた。


    　同時に、今まで張り詰めていた緊張の糸はぷつりと消えてしまう。


    「…………は？　なんのつもりですか」


    　ジニーに集中させていた意識を解き、博士の方を向いた。


    　博士は、落ち着いた動作で椅い子すから立ち上がり、こっちに歩いてくる。


    「君らも、殺気を静めたまえ。そんなんじゃ話もできやしない」


    「話──？　あんたとする話なんかないわ。退屈な時間はうんざりよ！」


    　炎えん獄ごく蝶が墓場博士の周りを囲むが、博士は足を止めずさらに近づいてきた。炎獄蝶が博士を攻撃したとしても、きっとジニーが反応し、博士を守るのだろう。


    「君になくとも私にはある……そのために君をさらったのだからね。このままジニーに始末されては困るのだよ──貴重な妖よう精せいを使って、実力を測ったかいも、なくなってしまうしねぇ」


    「……！　妖精で、実力を……？」


    「そうだよ、君と戦うよう仕向けておいてあげただろう？　風の妖精や首なし騎き士しのことさ──うん、あいつらを倒せるのなら、実力面は期待した以上だ」


    「そんなことのために！　あんたは、多くの人たちを犠ぎ牲せいにしたのか！」


    「またそれか……首なし騎士が無関係の人間を虐ぎやく殺さつしたのがいけないとか、そんなことを言い出すんだろう？　だがそんな言葉は私にとって無意味だ──なぜならばっ！　私は混乱と破壊を愛しているからだ！　街が燃え、人が死に、屍しかばねの山が築かれ血の河が流れる。そんな光景を見ると胸が躍おどる。その地獄を私が作るならなおさらだ！　罪悪感？　──そんなもの、生まれてこの方、一度だって抱いだいたことなどないさ」


    「それ以上喋しやべるな！　あんたの想おもいなんて、知りたくもない！　人でなしめ！」


    「人でなしか──だったら私はなんだ？　鬼か？　悪魔か？　いいや、違う！　人だからこそ、意味のない破壊、理由なき暴力に恋い焦こがれるのじゃないか。そうだろう？　病わくら葉ば久く郎ろう君！　君にはわかるはずだ」


    「わからない──わかりたくもない！」


    　僕は博士の邪悪さの一いつ切さいを、否定する──しなければならない。僕と博士が同じだなんて、一瞬たりとも思ってはダメだ。


    「博士が壊すというなら、僕は守る！　この街も、街に住む人々も、そしてなにより夕ゆう日ひちゃんも──だから僕らは真まっ向こうから敵対する存在だ」


    　ぴくり、と墓はか場ば博士のこめかみが痙けい攣れんし、そして、かっ、と目を見開いた。


    「それならなぜ、君は首なし騎き士したちを殺した？　圧倒的な力を使ってくびり殺しただろう？　君は三み日か月づき卿きようを殺せなかったそうだな。人間は殺せなくても妖よう精せいならいいのかい？　少女の姿をした怪かい人じんと異い形ぎようの騎士、殺せない存在と殺してもいい存在。君には明確な境界線でもあるのかな？　いいや、ないだろうな。君の心に宿っているのは、一度引き金を引いてしまえば止めどなくあふれ出る残ざん虐ぎやくな本ほん性しようだ。三日月卿を殺せなかったのは偶然にすぎない──君は私と同じ、凶暴で最悪な人間なのだ」


    　墓場博士の言葉に、心が埋め尽くされていく。


    　破壊、殺意、凶暴、最悪。それが僕の本性なのか？


    　──違う、それは博士、あなたのものだ。


    「僕は……僕は！」


    　胸の中で疼うずく黒い感情がどんどんと膨ふくらんでいくような気がした。


    　墓場博士の言葉に呑のみ込まれていく──それを引き止めてくれたのは、夕日ちゃんだった。


    「落ち着くの、久郎！」


    　夕日ちゃんは僕の手を握り、激情に燃える黒い瞳ひとみで、じっと見上げてきた。


    「久郎、こんなやつの話、信じちゃダメ──私の久郎はこんな気持ち悪いのと一緒じゃない」


    　夕日ちゃんの言葉、そして、小さく熱い手の感触と眼まな差ざし、その全すべてが僕の心を静めていく。安心する──そして、惑わされ、混乱していた気持ちが立ち直っていった。


    　──そうだ墓場博士の言葉になんて、耳を貸すな。自分を強く保つんだ。


    「いい、久郎。よく思い出して！　私たち呪まじない師は負の感情を支配する存在──でも博士、おまえはダメだ。負の感情に取り込まれている。それじゃ私たちにはおよばない！」


    「──だから、私と君らとは相あい容いれない、と？」


    　ずい、と夕日ちゃんの前に出て、僕はうなずいた。


    「えぇ──だから、僕は博士を敵と見なします。守りたかった帝てい都とをめちゃくちゃにして、目的のためなら手段を選ばず──そしてなにより。僕の大事な夕ゆう日ひちゃんをさらった。あなたは憎むべき、僕の敵です」


    　はっきりと宣言した。


    　すると、博士の傍そばにいたジニーがその手に炎の剣を作り出す。敵ならば、排除するという意思表示なのだろう。


    　しかし、博士はそんなジニーを片手で制した。


    「まだだ。まだ話は終わっていない──いや、今の流れからいけばよい返事が聞けるとは思わないが、一応、仕事は果たさないといけないからな」


    「なにか言いたいことがあるならさっさと言ってください。正直、もうあなたの話なんて聞きたくないんだ」


    「ふんっ、ならば単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。病わくら葉ば久く郎ろう君、それに夕日ちゃん」


    　すっ、と博士はこちらに手を伸ばした。


    　僕はなにかされるのじゃないかと、びくりと肩を震ふるわせたが、博士はただ単に、こちらに握手を求めているだけだった。


    「──私と一緒に来ないか？　仲間になって、共に行動しようじゃないか」


    「ふざけないで！　からかうのもいいかげんにして！　もう私、がまんの限界だわ──」


    　激しい苛いら立だちの声を上げる夕日ちゃん──当たり前だ。この期ごにおよんで仲間になれだなんて、そんな提案が受け入れられる状況じゃない。


    　だけども、墓はか場ば博士は真剣だった。


    　いつもの、気き色しよくの悪いうすら笑いは消え、力強い眼光で僕らの反応をうかがっている。


    「仲間になんて……どうしていまさらなれるだなんて……？」


    「君と私が相あい容いれないのは充分に理解した。ただ、私と君らの三人で徒と党とうを組む、なんて相談をしているわけじゃない。もっと規模の大きな話だ──『少年結社ウサギ団』、そして『魔法使いシャーロット』、これらの言葉の意味を、君らは知っているかい？」


    「知らないわ、そんなもの」


    　夕日ちゃんが即答する。僕も、うなずいた。まったく聞き覚えもない。


    「だろうな──では教えてあげよう。少年結社ウサギ団とは、英国最大の魔法結社の名称。そして魔法使いシャーロットは」


    『少年結社ウサギ団団長をつとめる、英国屈指の少年魔法使い──そう、悪魔のような少年さ』


    　言ったのは、こるりだった。


    　ウサギちゃんバッジから聞こえてきたこるりの声に、墓場博士は眉まゆをひそめる。


    「どこから話しているか知らないが……そのウサギのバッジ──君も団長の関係者か？」


    『いーやまったく、これっぽちの微み塵じんすら関わりがない、赤の他人だ。ただ知っている、というだけだよ。墓場博士、あんたのこともようやく察しがついた』


    「ほほぅ、私を知っていてくれるなんて光栄だ」


    『墓はか場ば影かげ郎ろう、なんて名前を変えているものだから気がつかなかったが、少年結社ウサギ団に属する妖精博士フエアリードクター、ってのなら知ってるぜ。妖よう精せいを捕まえるという禁忌タブーを犯したあんたは、ウサギ団にかくまってもらってたはずだよな？』


    「おやおや、本当に物知りだね──バッジの向こうにいるあなたの言うとおりだよ。私はウサギ団のおかげで逃げ延びられた。だから、使いっ走りの仕事くらいはやらないといけないのさ」


    　なんて言っても、博士が恩や義理で動くとは思えない。もっとべつの目的が、あるような気がする──この人の考えなんて、察しはつくはずないけれど。


    「その仕事というのが、帝てい都とのオカルト事情にくわしい異能力者を、ウサギ団の仲間に引き入れること。つまりはあなたたち、病わくら葉ば兄きよう妹だいのことだ」


    「怪しすぎます……ウサギ団、とかいうのに必要とされる理由がない」


    「理由ならあるよ。だって我われら少年結社ウサギ団の目的はね──」


    　墓場博士は、あくまでさらりと、その言葉を口にした。


    　まるで、なんでもないようなことのように。


    



    「──帝都征服」


    



    　その言葉を聞いても、なにを言っているのか、一瞬、理解に戸と惑まどった。


    　反応できない僕を見て、博士は、言葉を続ける。


    「あれ、聞こえなかったかい？　だから、帝都征服だよ。少年結社ウサギ団は仲間を引き連れ、この帝都にやってくる。ここを、ウサギ団の根ね城じろ──いや団長風に言うなら、魔法使いの王国にするためにね。──だから君たちもウサギ団の仲間にならないか？」


    　間まを置いて、博士の言っていることが飲み込めた。


    　同時に、愕がく然ぜんとする。


    　帝都が──魔法使いたちに、狙ねらわれている。そして僕らは今、帝都治ち安あん維い持じ局を裏切らないかと、誘われているのだ。


    「ふ、ふざけないでください。帝都征服なんて、許されない！」


    「べつに許しなんてもらう必要はないさ──征服、という意味を知っているかい？　私のような異能力者が何百、何千、何万という軍勢となり都に攻め入り、圧倒的に暴力的に独断的に略奪する、ってことだ。……要するに、好き勝手やらせてもらうんだよ」


    　まったくもって、妄もう言げんだ。こんな話、信じられるはずがない。


    　けれど……万が一、本当だとしたら……。


    「こるり──知ってるなら教えてくれ。墓場博士が言ってることは本当なのか？」


    『さぁな……ボクはウサギ団には関わりがないから知らないよ──ただ、帝都は非常にエーテル濃度の高い土地、というのは本当さ。エーテルを力の源みなもととしている一部の西洋魔法使いにとっては至し上じようの環境だ。……特に、最近エーテル濃度が低下の一いつ途とをたどっている英国あたりから比べたら、うらやましくってしかたないだろうよ。略りやく奪だつしてしまいたくもなるさ』


    「それじゃあ──帝てい都と征服はあり得るんだな」


    「あり得るのではなく──ある。すでに決定していることだ」


    　断言する墓はか場ば博士。


    　そして、僕らに差しのべられた腕は、まだ下ろされてはいない。


    「……もし帝都がそのウサギ団というのに征服されたら、この街は、帝都の市民は？　どうするつもりなんです？」


    「──それを知りたければ、仲間になることだ。……久く郎ろう君、よく考えるんだ。少年結社ウサギ団の戦力をもってすれば帝都征服など確実だ。そして、君は今、勝者になるか敗者になるか、それを選べる立場にある──妹のことをなにより大切にする君だ。どちらを選べばいいかなんて、すぐにわかるだろう──さぁ、聞かせてもらおう。答えを！」


    　決断を迫られた。


    「僕は……」


    　夕ゆう日ひちゃんを見る。


    　相変わらず感情の読み取れない、真っ黒な瞳ひとみで僕を見ていた。夕日ちゃんはなにも言わない──拒こばみもしない、ということは、決断は僕にまかされている、ということだろうか。


    　そして、振り返って小こ鳩ばとちゃんに目をやる。


    　小鳩ちゃんは気を失ってしまったのか、地面に横たわったまま動かない。彼女なら、きっと墓場博士の誘いなんて、簡単に払いのけるんだろう。


    　でも、僕の心はそんなに強くない。


    　人々を守る正義の味方でもなければ、他人よりも自分の都合を優先してしまう、そんな人間だ。


    　悪あしき心は持っている、罪だって背負っている──おまけに化け物扱いまでされる始末だ。


    　でも。


    　だからこそ、と言うべきか。


    　こんなできそこないな僕だからこそ──譲ってしまっては僕でなくなってしまう、そんな意地を、持っているんだ。


    　だから。


    



    「かかってこいよ、侵略者！　僕は──博士の、ウサギ団の、憎むべき敵になってやる！」


    



    　啖たん呵かを切って、拒否することにした。


    　正しい選択をしている自信なんて、まったくない。


    　ただ、僕にだって、通すべき道理はある。


    「博士の誘いは、魅力的だ──でも、僕とあなたは相あい容いれない！　不幸をふりまいて平然としている博士、僕はあなたの邪悪さが大嫌いだ！　肩を並べたくはない。それは帝てい都とを自分たちの都合だけで征服しようとする少年結社ウサギ団に対しても、同じ気持ちです！」


    　僕はまっすぐに墓はか場ば博士を見つめて、答えを出した。


    　まぎれもない宣戦布告。


    　すると、聞き覚えのある笑い声が、空高くからこだましてきた。


    



    「ふはははははははははははははははっ──」


    



    　驚き、見上げた空に見つけたのは。


    　忘れもしない僕の宿敵。


    　シルクハットにマントというおなじみの服装に身を包んだ、少女。


    



    　──怪かい人じん三み日か月づき卿きようが、空中に立ち、その顔いっぱいに憎たらしい笑みを浮かべていた。


    



    「だから言っただろ、博士。無駄なんだよ。そいつは私の宿敵だ。私とは、決して同じ道を進まない。憎み合い、恨うらみあうのが因いん縁ねんで、潰つぶし合い、殺し合うのが運命なのだ！」


    　手にしたステッキの先を僕へと向けて、三日月卿は相も変わらず悪態をつく。


    　一ひと月つき、檻おりの中にぶち込んでおいても、三日月卿になんら変わりはないようだ。ちょっとは更生すればいいものを。


    「おい、三日月卿──おまえももしかして！」


    「そうだよ、ウサギ団の一員さ。いつまでももたついている博士を迎えに行ってこいと言われてね。博士、我われらが団長がお待ちかねだ」


    「ふんっ──仲間なんていらない、ってのがおまえの持論だったはずだけどな。僕に負けたのが悔しくて、魔法使いに泣きついたってとこか？」


    「安い挑発だな……言っておくが私には仲間など必要ない。ウサギ団が私の力を必要とし、どうしてもと言うから手伝ってやっているだけだ。私があいつらの部下になったわけじゃない！」


    「言い訳じみててみっともない──が、僕はウサギ団と敵対すると決めたんだ。だから、またおまえとも対決できる。なんなら、今すぐにでも捕まえてやろうか？」


    「望むところだ──と言いたいが、今は時期じゃない……なぁに、すぐに君の相手をしてやる。さて……墓場博士。勧誘に失敗したのならもう用はないだろう。行くぞ」


    「あぁ、わかっている……でも、本当に残念だ。君とは気が合うと思ったのに──私たちの元で呪のろいの力を振るった方が、きっと愉ゆ快かいだよ？」


    　念を押すように墓はか場ば博士はたずねてくる。


    　ならば、僕も、何度だって答えよう。


    「僕の呪いは、夕ゆう日ひちゃんを守るためにあるんです。それは夕日ちゃんが好きなもの、全部ひっくるめて守るってことです。それ以外に、使うつもりはない！」


    「だったら──」


    　僕の心を完全に支配するかのように、夕日ちゃんは凛りんと言い放った。


    「私に誓ちかって！　久く郎ろうの思うままに、私と私の好きな帝てい都とを守り抜くって！　──代わりに、私が久郎を守るから」


    　周囲を飛ぶ炎えん獄ごく蝶ちようが、ごぉごぉ、と炎をまき散らしていた。


    　僕は──誓う、とだけ、強く返事をする。


    　それで充分──覚悟が、燃え上がる。


    　夕日ちゃんの願いが、僕を突き動かさないわけがない。


    　並んだ僕らの姿を、墓場博士は冷たい瞳ひとみで、見つめていた。


    　そして、気軽な調子で口を開く。


    「ふむ、それなら話はここまでだ。私は君たちをあきらめよう。私は君たちを敵と認識しよう──ジニー！」


    　叫ぶと同時に、墓場博士の姿が宙に浮かび上がった。


    　よく見れば、墓場博士の体の周りに、羽根を生はやした妖よう精せいが数匹飛び交っている。あの妖精の力で、飛んでいるのか！


    「──敵を殺せ。一人残らず、焼き殺せ！」


    　くるりと僕らに背を向けて、墓場博士は空高く昇っていく。その隣には、こちらを見下ろし、にやりと笑う三み日か月づき卿きようの姿もある。


    「行かせるか！」


    　空を飛び去っていこうとする二人に黒い荊いばらを伸ばす──が、ごぉ、と目の前に炎の渦うずが立ち上り、荊は焼き消えてしまった。


    「ご主人様には手出しをするな──ガキは黙って死んでいけ！」


    　ちっ、と夕日ちゃんが舌打ちをした。


    「私の邪魔をするな──！」


    　炎獄蝶が群れをなし宙を舞い、ジニーへと襲おそいかかる。


    　ジニーは大きく口を開け、自ら炎獄蝶に喰くらいついた。


    　炎がジニーの顔を燃え上がらせる──決けつ戦せん呪じゆ術じゆつ、炎獄蝶の攻撃は一撃必殺。灼しやく熱ねつの炎に焼かれ死に至る、そんな技だと思っていた。


    　けれど、ジニーは炎獄蝶を食べていた。


    　素す手でで捕まえ、口へと運び、飲み込んでいく。


    　その度たびに、ジニーの体から立ち上る炎が大きくなる。


    「無効化──いや、吸収！」


    「そうだ──焔喰いフアイア・グール。ご主人様は私をそう名付けてくれた──その名の通り、炎は私にとって糧かて……この炎など、上質でとてもおいしい」


    　ぺろりと炎えん獄ごく蝶ちようの群れを食べ尽くしたジニーは、体から猛烈な炎を吹き上げ、その体を巨大なものへと変化させた。


    　もはや、そっくりに化けていた墓はか場ば博士の外見を保ってはいない。


    　それは、三メートル以上もある人の形をした炎そのものだ。真っ赤に燃え上がり、体のあちこちから炎を吹き上げた。


    「君らも喰くらってみるといい。身も心も溶けるほどの、美味を──！」


    　ジニーは、その口から炎の息を吹き出した。一気に、庭園が炎に包まれる。


    　間かん一いつ髪ぱつ、炎を避けながら僕は気を失っている小こ鳩ばとちゃんの体を抱きかかえ、炎の範囲外へと疾走する。


    「一瞬でここまで……」


    　比較的安全なところへ、小鳩ちゃんを置く。そして、同じようにジニーの炎から逃げていた夕ゆう日ひちゃんを呼んだ。


    「小鳩ちゃんのこと、守っててください。できるなら、こっから脱出してもいいですから」


    「嫌よ！　なんで私が、この子の面倒、見ないといけないの？　──私も一緒に戦う！」


    「でも夕日ちゃんの攻撃だと、吸収されるだけだから──頼みますよ、絶対、小鳩ちゃんのこと守ってくださいね！」


    　ごねられる前に僕は返事も聞かずに飛び出していた。


    　見上げる空には、墓場博士と三み日か月づき卿きようの姿はすでにない。


    　ジニーに足止めされているうちに、すっかり逃げられてしまった。


    「ちっ、それならまずは──おまえからだ」


    　ジニーを倒し、墓場博士にもかならず追いついてみせる。


    　この体は、力の続く限りどんな致命傷もたちどころに再生させる──ただし、痛みは負ってしまうけれど。


    　ジニーの真正面につっこんでいくと、荊いばらも体も次々と焼けていった。


    　骨まで焼かれる苦痛は、想像以上に過か酷こくなものだ──でも絶え間ない激痛はやがて脳を麻ま痺ひさせ、痛みをかき消していく。慣れている、というより、感覚が壊れていっているのだろう。


    　瞬時に傷を再生し、僕は荊をまとわせ巨大化させた拳こぶしで、力の限りジニーの体をぶん殴なぐった。


    「うりゃぁぁぁぁ──っ」


    　どろり、と殴りつけた拳は溶けていく──しかし、ジニーにも攻撃が効いていた。


    　殴なぐりつけた胸の部分の炎が、飛び散っていく。この調子でいけば──！


    「突き立て──荊いばらの槍やり！」


    　追い討ちをかけ、黒い荊が絡からまりながらも鋭い槍となってジニーの胸を貫つらぬいた。


    　さらに、押しの一いつ手てで溶かされていない方の拳こぶしに渾こん身しんの力を込め、顔面にのめり込ませた。


    　ジニーの首から上は見事に吹っ飛び、さらに胸には深々と槍が刺さっている。


    「死んだ、よな──？」


    「──いいや、まったく」


    　首から上はなくなっているというのに、声が聞こえた。


    　驚きのあまり動きを一瞬止めてしまった、その瞬間。


    　どごっ、とジニーの炎の足に蹴けり上げられ、体が宙を舞う。べきべき、と肋ろつ骨こつの辺りから骨が折れる音が聞こえた。


    「かはっ──」


    「言っておくがこの世に不死身など存在しない」


    　ぎゅるん、とジニーの顔が、再生した。まるで不死身を証明するかのような、行動。


    　ジニーはその手に巨大な炎の剣を生み出すと、宙に投げ出されている僕の体をその剣で、薙なぎ払った。


    　上半身と下半身が、分断される。


    「ぐぁぁぁぁっ…………う、あ、ぁぁ。で、も！」


    　輪切りにされた胴の切り口から黒い荊は湧わき出てきて、下半身と繋つながる。そのとたん、今度は頭上から拳を振り下ろされた。


    　どんっ、と地面に体がめり込み、全身の骨が軋きしむ。意識が飛びそうだ。


    「つまりだ。不死身と呼ばれる体とは、致命傷だろうが瞬時に再生してしまう体のことを言っている。私も、炎さえあればどの部位だろうと再生できる」


    　ジニーの言葉になんて耳も貸さずに、必死に再生を続けた。このままじゃ、地面から立ち上がることもできない。


    　けれど、ジニーの攻撃は終わらない。


    　うずくまっていた僕を、ぐしゃりと大きな足で踏みつぶした。それも、何度も何度も。執しつ拗ように。


    　ダメだ──再生が、間に合わない。


    「殺しても死なないのなら──殺し尽くせば事足りる。君の再生力を私の破壊力が上回れば、君は確実に死ぬのだ」


    「噓うそだ……荊いばら姫ひめの力は……無敵なはずなのに……」


    「無敵や不死身とは君が使うべき言葉じゃないな──君が思っている以上にね、ご自慢のその能力は、弱いのさ！」


    　特大の火炎球が投げつけられた。


    　地面に這はいつくばっていた僕は、熱と衝撃によって、紙切れみたいに飛ばされた。


    　視界がぐるぐる回る。


    「噓うそ、だ──」


    　気づけば、地面がすぐ近くに見えた。このまま行ったら、顔面から衝突してしまう。この勢いなら頭ず蓋がい骨こつが割れるかもしれない。


    「──っ！」


    　ぼろぼろになった両腕で頭を押さえ、守りに入る。そして、痛みをこらえる準備をしたところで。


    　ぼよん、と僕の体は柔らかな何かに、着地した。


    「……？」


    　想像していたのとはまるで違う感触だ。でも、着地した場所を見れば、まぎれもなくそこは芝しば生ふの生はえた地面だった。


    「うっ……ち、地脈の流れを利用して──地面を柔らかくしました──これなら、衝撃も」


    　そう言って差し出された手は、小こ鳩ばとちゃんのものだった。


    　小鳩ちゃんは辛つらそうに肩で息をしつつも、微ほほ笑えみかけてくれた。僕は小鳩ちゃんの手を取り、立ち上がる。


    「すみません、少し気を失ってました……でも、もう大丈夫ですっ」


    「全然、大丈夫そうに見えないんだけど──無理、しないでね」


    「ここで無理しないのなら、いつ無理していいかわかりません。戦えるのは久く郎ろう君だけじゃないのです」


    「そうよ──」


    　声がして振り返ると、そこにじとりと僕を睨にらみつける、夕ゆう日ひちゃんの姿があった。


    「勝手に足手まとい扱いしないで！　不愉快だわ！」


    「足手まといだなんて──炎えん獄ごく蝶ちようが効きかないと言っただけです！」


    「──なら」


    　夕日ちゃんの体から、とてつもない呪じゆ力りよくの気配があふれ出したかと思うと、突如そいつは夕日ちゃんの背後に現れた。


    　ガラスみたいにぴかぴかと光る水すい銀ぎん蜘ぐ蛛も──なのは一目見てわかったが、大きさがいつもの比ではない。


    　ジニーよりも、もっともっと大きな、ビルヂングほどの大きさをした水銀蜘蛛を、僕はア然として見上げた。


    「あ……あきれた……」


    　こんな化け物を一瞬にして作り出すとは、夕日ちゃんの力はどこまで桁けた違いなんだ。


    「こいつなら、戦えるわ──」


    　さっ、と夕ゆう日ひちゃんが腕を振るうと、化け物蜘ぐ蛛もがグロテスクな口元から糸を吹き出した。


    　糸は、こっちに迫ってこようとしていたジニーの体に、まとわりつく。


    「──ふんっ」


    　気合い一つで、ジニーは蜘蛛の糸を燃やし尽くしてしまった。


    「ちぃっ──邪魔な炎だわ。だったら、こうよ！」


    　化け物蜘蛛は八本の脚をぎちぎちと動かし、ジニーに体当たりしていく。その後ろから、小こ鳩ばとちゃんが岩石を持ちあげ、投げつけていた。


    　ジニーの胴体に岩石がのめり込むと、じゅるり、と音を立て、岩石が溶岩へと変えられていった。そこへ、化け物蜘蛛が上からのしかかる。


    　キィシャァァァァァッ──という奇声を上げ、蜘蛛が口から大量の糸を吹き出した。


    『おい、久く郎ろう。観戦してる場合じゃないぜ。さっさと体を再生だ──注意しろよ、全身くまなく灰にされたらさすがに元には戻れない』


    「わかってるよ、こるり。でも──なんだか再生が遅い。荊いばらが減っていく……これって……」


    『──あぁ、無限に使える力なんてない。ボクのエーテルと君の呪じゆ力りよく。二つを足してももう限界が近い。はっきり言って、力の消費に燃料が追いついてないんだ』


    「こんなときに……」


    　ずずずずずん。


    　こるりとの会話を打ち切って、顔を上げると、化け物蜘蛛が今まさにジニーによって投げ飛ばされていた。


    　地面にひっくり返り、足をばたつかせる化け物蜘蛛。


    「なにをしてるの──もっと頑張りなさい！　負けるなんて許さないわ」


    　夕日ちゃんが声を荒らげると、化け物蜘蛛は体を起こし、再びジニーへと襲おそいかかる。


    　でもダメだ。蜘蛛の糸ではジニーの体は捕まえられず、炎による攻撃で化け物蜘蛛も弱ってきている。


    　小鳩ちゃんも弱った体でなんとか岩石を投げつけるも、ほとんど効きいてはいない。


    　そして僕は、体を再生させるので手一杯の燃料切れ状態。


    「どうする……どうやってあの化け物を、倒せばいい？」


    　独り言ではなく、こるりに聞いてみたつもりだったが、答えは返ってこなかった。


    「くそっ……」


    　燃え上がる庭園に君臨する炎の巨人に僕らは三人がかりでも太た刀ち打うちできない。


    　そのときだった。


    　空から、飛来する稲いな妻ずま──いやあれは、巨大な剣。


    「病わくら葉ば久郎ぉぉぉ──っ！　見つけたぜぇっ！」


    　高速で落下する剣はジニーに直撃、その体を縦に切り裂いた。


    　そして、剣を追いながら飛来してきた──見覚えのあるその巨体。


    　科学の生んだ超兵器が、突如、空の上から登場した。


    　腕は僕がへし折ったせいで二本しか残っていないけれど、その代わり、ばちばちと光り輝く翼つばさを背中に生はやしものすごい速さで飛んでくる。


    　白銀に輝く特大の西洋甲かつ冑ちゆうで覆おおわれたその体は、沈みかけの夕日の色を映し、まるで赤しやく銅どうのように染め上げられている。


    　着地寸前──光の翼つばさが消えていく。


    　そして、地に突き立てられた剣の柄つかの先に、美しき巨大騎き士しが、ひらりと舞い降りた。


    



    



    「駆く逐ちく型がた巨きよ大だい電人ロボツト、千せん手じゆ──悪を根絶やしにするため、ここに見けん参ざん！」


    



    　名乗りを上げ、くるりと宙返りしてから地面に着地すると、巨大電人・千手は突き刺さった剣を引き抜き、こちらに向けた。


    「千手の修理は途中とか言ってたけど、ちゃんと動くじゃねぇか──これなら、さっきの続きもできるよなぁ。おい病わくら葉ば久く郎ろう！　今度は途中で逃げんじゃねぇぞ」


    　チンピラまがいのその台詞せりふ、間違いなく中には紅葉もみじが乗っているようだ。


    　千手は手にした剣を振り上げ、僕に向かって振り下ろそうとした──そのとたん、切り裂かれていたジニーの体が再生し、千手を横から思い切り殴なぐりつけた。


    「無礼なやつだね──呼んでもいないのにどうやってここを見つけた」


    「あんだけ火ひ柱ばしら上がってりゃ、空の上からだって目につくだろが！　ってか、誰だ、おまえ！　俺の邪魔をするんじゃねぇ！」


    　不意打ちに、千手が大きくよろめいた──しかし、倒れない。


    　ずずん、と力強く大地を踏みしめると同時に、両手で握りしめた剣が素早く振るわれる。ジニーの首は、一いつ刀とう両りよう断だん、斬きり捨てられた。


    　巨大な剣に、炎の塊かたまりがまとわりつく。


    　それでもジニーは、すぐさま元通り、首を再生させた。


    「機械人形か──おもしろい。もしかしたら、ご主人様が興味を示すものかもしれない」


    　ジニーは体当たりするように、千手の両腕に摑つかみかかった。


    「壊しはしない……捕らえさせてもらおう」


    「ふざけんな、千手はおまえなんかに渡せねぇ──そのなり、異能力者のなんかだろ！　だったらおまえも倒してやるぜ！」


    　千手とジニーは取っ組み合い、ぎりぎりと力を比べ合う。


    　そこへ、ジニーの後ろから化け物蜘ぐ蛛もが襲おそいかかった。


    「私のこと無視したな──二人とも、蜘蛛の餌え食じきにしてやる！」


    　どうやら夕ゆう日ひちゃんは千せん手じゆも敵と見なしたようだ。


    　炎の巨人ジニー、巨大電人ロボツト千せん手じゆ、そして夕日ちゃんの化け物蜘蛛が、三つ巴どもえになってぶつかり合った。


    　僕も、見ているだけじゃダメだ──荊いばら姫ひめの力はもう底を尽きそうだけど、それでもやるしかない。


    「頼むよ──これで最後にするから」


    　僕の気持ちに応こたえるように、あふれ出す黒い荊の勢いが増していく。残された力の、最後の一滴までを絞しぼるように。


    「久く郎ろう君、やるなら援護します！」


    　隣で小こ鳩ばとちゃんが地面を殴なぐり、衝撃がジニーめがけて走っていく。


    　負傷した小鳩ちゃんでもまだあきらめていない──僕も、あきらめない。


    『これで仕し留とめられなかったら──もうエーテルを補給してる時間もなさそうだな』


    「あぁ──だから、この一撃に懸かける！」


    　ありったけの荊をあふれさせ、全すべてを呑のみ込む荊の渦うずを作り出す。


    　僕は、荊の渦と一体となり──ジニーめがけて突き進む。


    「燃え尽きるのは、おまえの炎だ！」


    　ジニーは自ら、不死身などないと断言した。それならおまえにだって、再生が追いつかないほどの攻撃を、くれてやる！


    「うわぁぁぁぁぁぁぁっ──」


    　荊の渦は、加速を続け──ジニーを丸ごと呑み込んだ。


    　ぞるるるるっ──ジニーを呑み込んでなお、黒い荊は僕の体からあふれ続ける。今、勢いを止めてはダメなのだ。ジニーは死んでない。荊の中で、燃え続けている。


    「ふ、ふふふふふふふ──」


    　ジニーが笑い声を上げた。そして、ぼっ、と荊の渦が燃え上がった。でも、まだだ。まだ僕の力も尽きてはいない。


    　荊に呑み込みジニーの息の根を止めるか、僕の荊が尽きるか、勝負だ！


    「久郎、てめぇはあとで相手してやる。邪魔してんじゃねぇ！」


    　ジニーと組み合っていた千手の中から、紅葉もみじが叫んだ。でも邪魔をしてるというのなら、そっちの方だ。


    「そうはいかない！　これは僕の戦いだ。僕は守るって決めたんだ！」


    「わけわかんねぇこと言ってんじゃねぇよ！　──邪魔するなら、みんなまとめて消し飛びやがれ──！　プラズマ翼よく、展開だ！」


    　千せん手じゆの背中がばちばちと弾はじけ、光の翼つばさが現れた。


    　その直後、風圧をまき散らし──千手が空高く舞い上がる。


    「かかっ、ぶっ壊れても構いやしねぇ。狙ねらい撃ちだ！　プラズマ火か球きゆう──三連撃！」


    　千手の口がかぱっ、と開き、そこからまばゆい光があふれ出す。


    　おもわず目を細める──すると、次の瞬間、上空から三つもの強力な威力を込めた光の球が降り注ぐ。


    「な──！」


    　あれを三発も喰くらったら、せっかくの荊いばらが根こそぎ持っていかれる。


    　一度、避けるべきか──そう思っていると、荊が激しい炎に包まれた。


    「まとめて消し飛ばす、か──それはいいな。私が、やってやろう！」


    　荊の中から、ごぉ、と巨大な炎の竜たつ巻まきが巻き起こり──黒い荊は再生が間に合わないほどの速度で、燃やし尽くされていく。


    「──でも、あきらめるものか！」


    　全身に力を込める──けれどもう荊は湧わいてこなかった。それどころか、僕の体も、元に戻っていく。


    「なんで──ここまでやったのに！」


    　崩壊する黒い荊の中、僕は叫ぶ。
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    　そして。


    　光の球は次々に炎の竜たつ巻まきに呑のみ込まれ──目の前が、真っ白に光った。


    



    「──！」


    



    　あまりの爆音に、耳が瞬間的に聴力を失い──視界も、はっきりとはしない。


    　爆発に巻き込まれたのは確実だ。逃げなければ、と思ってみても、体が反応できなかった。


    



    　ダメだ──死ぬ。


    



    　そう、あきらめかけた僕の体を──白い糸の束たばが、搦からめ取っていた。


    　そして、すさまじい速さで引っ張られていく。


    　炎が四方八方に飛び散り、爆発の中心部の地面は、半球状に抉えぐれていた。


    　そんな中。


    「──間に合った。久く郎ろう、私の許可なく死んだら許さないから」


    　夕ゆう日ひちゃんが僕の顔をのぞき込む。


    　僕は、ぱちぱちと瞬またたきをしてから、息を吐いた。


    　生きていた──。


    　体を見れば、蜘く蛛もの糸が何重にも巻き付いていたのだが──それもあっという間に消えてなくなる。


    　どうやら夕日ちゃんが、化け物蜘蛛を使って僕を爆発から助けてくれたようだ。


    「ありがとう──夕日ちゃん」


    「うん。でもあいつはもう、ダメね」


    　見れば、僕らの傍かたわらに、体の半分が溶解してしまった化け物蜘蛛が横たわっている。


    　そして、化け物蜘蛛の向こう側には、千せん手じゆが地に膝ひざを付いたままの姿勢で、動かなくなっていた。


    「巨きよ大だい電人ロボツトも、えと、墜落しちゃいました……燃料が切れたのかもしれないのです──」


    　そう言って僕の隣に立った小こ鳩ばとちゃんも、爆発に巻き込まれたのか、腕や足から血を流していた。


    　千手が放った光の球とジニーの巻き起こした炎の竜巻。


    　その二つがぶつかり起こった大爆発の中で、唯ゆい一いつ無事でいられたのは──。


    



    「ふふふふふふふ──焼き切れなかったか」


    



    　ジニーだけは、何一つ変わっていない炎に包まれた姿のまま、爆発の中心にたたずんでいた。


    「……ふふっ、運良くそのデカブツも動かなくなってくれたようだし、ご主人様にいい手みやげができた──さて」


    　千せん手じゆを一いち瞥べつし、ジニーはこっちに顔を向ける。


    　炎そのものの顔は、それでも、にまりと、口らしき空洞を吊つり上げ笑っていた。


    「それじゃあ、終わりにしよう。なに、心配するな。一瞬で灰にしてやる」


    　ゆっくりとした足取りで、ジニーがこちらに近づいてくる。


    　僕は、夕ゆう日ひちゃんと小こ鳩ばとちゃんの前に立ち、じゃらりと右腕から鎖くさりを垂たらした。


    「──まだ、鎖くらいなら使えるはずですから。ここは僕が……」


    「そんな鎖じゃ無理よ！　あいつ、全然攻撃が効きかないもの」


    「そ、そうですっ。えと、荊いばらの力は……もう？」


    『──あぁ、残念だがね。いっそ三人で逃げた方が賢明だとボクは思うけど？』


    「逃がしちゃくれないよ──」


    　本当は、僕が囮おとりになるから二人は逃げて、と言いたいところだけど、そんなこと、この二人が聞いてくれるはずない。


    　だったら、無理は承知でも、僕は最後まで──この二人を守ろう。


    「……そうだ。夕日ちゃん」


    「なに……？」


    「そのね……言っておきたいことが、あるんです」


    　言える機会はもうなくて──僕はここまでかも、しれないから。


    　やり残したことがある。


    　夕日ちゃんに、伝えたいことが、ある。


    　僕は、迫り来るジニーから目を逸そらし、そして、夕日ちゃんの顔を、じっと見つめた。


    「ふん……最後の別れか？　なるべく手短にしてくれ」


    「わかってるさ──これからいいとこなんだ、黙っててくれ」


    　ジニーが歩みを止めてくれた。敵の情けか、気まぐれか──どっちでもいい。


    　僕は、深呼吸をしてから、口を開いた。


    　回りくどくはしない──なるべく簡潔に、想おもいがまっすぐ伝わるように。


    「えと──好き、なんです……夕日ちゃんのことが……」


    　僕がそう言うと──夕日ちゃんの顔から、表情が抜け落ちていく。呪のろいで高こう揚ようしていた気分が、落ち着いていっているのだろう。


    　そして、間まを置いてから。


    「私も……久く郎ろうのこと、好き──ずっと、一緒」


    　と、ひどく小声で、呟つぶやいた。ほっぺたが、真っ赤に染まっている。その顔は、とても可愛かわいいものだったけれど──これで終わってはダメだ。


    　ちゃんと、僕の気持ちをわかってもらうため──今まで言わなかったことを、伝えなければ。


    「あの、僕の好きは……夕ゆう日ひちゃんのこと、女の子として好きってことです。兄きよう妹だいだから、ではなくて、異性として好きなんです──だから、もう一度言います。夕日ちゃん、好きです──僕の恋人になってください！」


    　沈黙。


    　三秒、ほどだろうか。


    　どくどくと心臓が鳴り、そして見つめた瞳ひとみは逸そらさなかった。


    　夕日ちゃんは、くちびるをわずかに震ふるわせ、返事をしてくれるかと思ったけれど──いきなり、うつむいてしまった。


    「…………ごめん、久く郎ろう。あの、私は久郎のことが好きなの……」


    　涙の混じった声。


    　涙の意味はすぐにわかった。でも、夕日ちゃんの言葉を最後まで聞く。僕はどんな結果でも受け止めないといけないのだから。


    「私は……たった一人の家族で…………兄妹だから、好きなの。ずっと一緒にいたいの……家族がいなくなるのが、嫌なの──だから、久郎の好きと……私の好きは違う」


    　ぺこり、と夕日ちゃんが頭を下げる。


    　そんなことされるの、初めてだ。


    「や、やめてください。夕日ちゃん。頭を上げて──」


    「……久郎の恋人になんてなれない……ごめん……ずっと、兄妹でいて……今まで通りが、いいの。だから……ごめんね。無理なの……」


    　一歩、二歩。


    　僕は夕日ちゃんから後ずさる。


    「く、久郎君、その……」


    　小こ鳩ばとちゃんが心配そうに声をかけてくる、けど今は小鳩ちゃんの顔をまともに見れない。


    　夕日ちゃんはまだ、謝っていた。気き位ぐらいの高い夕日ちゃんをこんなに謝らせて、泣かせてしまって──。


    　その姿を見ていると、痛烈に実感できた。僕の想おもいは──受け入れられない。


    



    　フラれた。


    



    「あ、う……あ」


    　自分を見失いそうになる。


    　魂たましいが、抜けていく。そんな気がした。


    　どうしてだろう。


    「だって……フラれる覚悟は……していたのに。僕は──あきらめないと、いけないのに」


    　ダメだ、抑えるんだ。悲しくなんて、ない。


    　そう思い込もうとしたのに。


    



    　ぐずん──。


    



    　夕ゆう日ひちゃんが泣く、その声がまだ耳に入り──そして、僕の感情は限界に達した。


    　あ、やばい。


    　僕も泣く。


    　ぼろぼろぼろぼろ──と、瞳ひとみから、大粒の涙がこぼれ落ち──心の奥底から、負の感情が押し寄せてきた。


    「う、ぐぐぐぐぐっ──」


    　泣くもんか、と堪こらえても、ダメだ涙が止まらない。


    　そして止まらないのは、負の感情も一緒だった。


    「来る──」


    　黒い荊いばらが、僕の体を覆おおう。


    　底をついていたはずの荊の力が、再び発現する。


    『魔女の契約を押さえつける──力だと？　なにをしている久く郎ろう君！　それはダメだ。そいつはボクでも制御できない！』


    「こるりの力なんて借りなくてもいい。ぐずっ──僕は今、悲しいんだ。この悲しみを、荊に変える！　変えないと、収まらない！」


    　現れた黒い荊の願いは一つ──夕日ちゃんを閉じ込めたい、僕だけのものにしたい。だから、荊は夕日ちゃんに向かって伸びていくが。


    「させない──同じ失敗を、ぐずりっ……繰り返してたまるかぁ──！」


    　ぞるるるっ──。


    　自分を律し、呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめを制御する。


    　夕日ちゃんを閉じ込めたって、なんの意味もない──それで手に入るなんて、間違いだ。


    　自分自身の衝動を抑えることによって──荊姫は支配できる。


    「ふぅん、懲こりないやつだな」


    　僕の体が荊に覆われるのを見て──ジニーが動いた。


    　その手に、炎の剣を作り出し、僕へと向ける。


    「さっきのは……おもしろい茶番だった──ただ、もう、充分だろう？」


    　今──なんと言った。


    　ふざけるな。


    「茶番じゃない！　僕の想おもいは、僕の告白は──ぐずん……たとえ叶かなわないものでも、おまえに貶けなされるような……ものじゃない！」


    　滝のような涙が頰ほおを流れる──そして。


    　引き絞しぼった弓を放つように、僕の体は爆はぜていた。


    　荊いばらで覆おおった刺とげ々とげしい手で、ジニーの首をわし摑づかみにし、引きずったまま駆かけ抜ける。


    　ずざざざざざざ──と地面を擦こするジニー。それでも、手にしている炎の剣で僕の顔面を、貫つらぬいてきた。


    　脳天が焼かれ、流れる涙が蒸じよう発はつする──けど、僕は止まらない。


    　負った傷は瞬時に治り、涙も乾くことはない。


    「無駄だと言っただろう──私の破壊力の方が、上だ！」


    　ジニーは僕の腕を、きつく締め上げた。


    　真っ赤な炎が、腕を伝い、全身を焼き尽くす。


    　体の中までが、どろどろに溶かされるが──でもダメだ。


    「こんな炎じゃ、僕の悲しみは消せない。ひぐっ……僕の失恋は、おまえごときじゃ、ぐずっ──燃やせない！」


    　破壊力を上回る再生力。


    　無限にわき出す、黒い荊は、ジニーの炎の威力を、打ち消していた。


    「おまえなんか！　僕の憂うさを晴らすためだけの道具だ！　うぅぅぅっ……もっともっと苦しめ！　悲痛を味わえ！」


    　摑んでいた首から手を離し、おもいっきり、地面に叩たたき付ける。


    　ジニーの体が衝撃で弾はじけ飛び、火の粉ことなるが、瞬またたく間に元に戻った。


    「ふざけるな──調子に乗るな、呪まじない師！　身の程ほどを知れ！」


    「身の程を知るのは、おまえだ！　たかが炎の分ぶん際ざいで──っ」


    　荊で作り上げた檻おりの中へと、ジニーを閉じ込め──内部では無数の荊がしなり、鞭むちとなって襲おそいかかる。


    「有ゆう棘きよく処しよ刑けい・檻おり式しき──刻まれろ、悲痛の棘とげに！」


    　殺意や敵意を抱いだくジニーの負の感情に反応し、荊の鞭は打ちしなる。自動追つい跡せきによる高速連続攻撃。


    　その体が小さな火の粉となって飛び散っても、そこに意識──負の感情が宿っている限り、僕の攻撃は止まらない。


    「ひっく……ぐずっ……止やめないからな。おまえが消えてなくなるまで、止めてやるもんか！」


    「はんっ、私に──この程度で！　図に乗るなぁぁぁぁぁっ！」


    　圧倒的な炎の波が、荊の檻をはじき飛ばした。


    　それでも、炎の勢いは止まらない。あっという間に、庭園全すべてを呑のみ込む規模にまで膨ふくれ上がり──そして、燃え上がった炎は集まり、千せん手じゆよりも大きな、人の形を成した。


    　僕は荊いばらを組み上げ防壁を作り、夕ゆう日ひちゃんと小こ鳩ばとちゃんの二人を守っていた。


    　間かん一いつ髪ぱつ──防壁は完成し、二人は無傷だったが、しかし驚異的な炎だ。瞬間的に百メートル以上もの炎の波となっていた。


    「喰くらい、この身に蓄えてきた炎──その全てを解放した。もはやおまえなど、ちっぽけなゴミ屑くずにしか見えぬ！」


    　見上げて姿を確認しなければ、炎の壁としか思えない二本の太い足で、ジニーは焼け野原となった庭園を見下ろしている。


    　もはや、細かな技など必要ない──ジニーはその腕をぬっ、と僕に伸ばすだけで、すべてを消し去る炎の鉄てつ槌ついが、天上から降り注ぐかのような、驚異的な攻撃となる。


    「ぐぐっ……ぐずっ──」


    　涙は一向に止まらない。


    　荊の力も増すばかり──だから、相手が常じよう軌きを逸いつしすぎ、まともにやり合えば戦いにすらならない相手だとしても。


    　確信する──こんなやつ、僕の敵じゃない。


    「うぐぐっ……見せてやる──呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめの力。世界を拒絶する、呪のろいを──！」


    　もう荊をジニーに向けたりはしない。


    　荊が広がるその先は、世界そのもの。


    　庭園を呑み込み──空をも覆おおう、黒い荊。


    　これが荊姫の生み出す呪界──僕の世界だ。


    『止やめろ、久く郎ろう君──規模がでかすぎる！　どこまで世界を作り替える気だ──！』


    「知ったことか──この悲しみが届く範囲全すべてだ！」


    　ジニーの腕が、すぐそばまで迫っていた。


    　太陽が落ちてきたかのような──炎熱の腕。


    「まぶしいな──僕の世界には、まぶしすぎる」


    　赤く熱せられた腕を、目を細め見上げ、小さく呟つぶやいた──消えろ、と。


    　そのとたん、ジニーの腕が消し飛ぶ。


    「…………なにをした？」


    　当惑するジニー。


    　自信に満ちていたジニーが、初めて、理解できない現象に直面したのだ。


    「いらないから、消した──僕の世界に、おまえは必要ない」


    「なにを言っている──この黒い空は、気持ち悪い空間は！　貴様、なにをした！」


    「荊が届き、覆われた場所は──僕の世界だ。閉じられた、僕の思い通りになる世界──」


    　涙で霞かすんだその目で、僕は後ろにいる夕ゆう日ひちゃんを見た。


    　夕日ちゃんは、まだうつむいたままだ。


    　いつもなら、この呪じゆ界かいで僕は夕日ちゃんを閉じ込める。もともと、この力は、夕日ちゃんを独占し閉じ込めるためだけにできたのだから。


    　けれど、もうそれはしない。僕の想おもいが、成じよう就じゆしないのなら──一方的に夕日ちゃんを手に入れたって、意味がない。


    　だから、僕が作っているのは、無意味な空間。


    　なにもかも、思い通りになる──けれど、僕の一番の願いだけは叶かなわない、呪のろわれた世界。


    「くだらない──嫌な世界だ」


    　両手でけんめいに濡ぬれた頰ほおをぬぐい──そして、ジニーを見上げた。


    　存在ごと片腕を消され、再生することもできなくなっている炎の巨人は、僕の視線に──ずず、と後ずさる。


    「どうしたジニー──？」


    　静かに問う。


    



    「──化け物でも、怖いと思うか？　この僕を？」


    



    「…………あぁ」


    　その声は、今までの墓はか場ば博士と同じ声ではない──おそらくジニー本来のものだった。


    「おまえは──なによりもおそろしい」


    「ふん、そうか。なら恐怖を抱いだいたまま──消え失うせろ」


    　言うと同時に、ぽろり、と大粒の涙が頰を伝い──ジニーが丸ごと、消えていった。


    「ひっく……ジニーのために、泣いてるわけじゃない……僕のためだ……ぐずっ」


    　ジニーが消えたあとにはなにも残らない。


    　光も熱も、意識も存在も、なにもかもが消えてなくなり──荊いばらの世界は、それでも終わりを迎えない。


    『もう気が済んだだろ！　久く郎ろう君、荊を止めてくれ！　荊がボクの家まで呑のみ込んでるぞ──帝てい都と丸ごと覆おおい尽くすつもりか！』


    「知らないよ──涙が、止まらないんだ！　うぐぅぅぅっ……僕は……どうしたら……」


    『お願いだ、わかってくれ！　君はフラれた。それは事実で、受け止めるしかない！　──あきらめろ！』


    「──！」


    　あきらめる──その言葉を聞いたとたん、よりいっそう勢いをつけ、荊があふれ出してきた。


    　あぁ、ダメだ。なにもかもが嫌だ。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。目を背そむけてしまいたい──。


    「……もっと閉じこもらないと」


    　嫌な世界から目を背け──自分の世界を作り上げ、それでも僕は、まだ逃げたい。


    　全身を荊いばらで覆おおい、縮こまり、閉じこもってしまいたかった。


    　けれど。


    　僕を一いつ喝かつする、声。


    「──いいかげんになさいっ」


    　それは、夕ゆう日ひちゃんからだった。


    「え……？」


    　振り返った、その瞬間──ずぶり、と、僕の胸に、真っ赤な杭くいが、突き刺さる。


    「がぁっ……！」


    「ゆ、夕日ちゃんなにしてるんですか！」


    　夕日ちゃんの体を押さえる、小こ鳩ばとちゃんの姿が見える。


    　けれど夕日ちゃんは静止をふりほどいて、頭上に手を掲かかげた。


    　見上げれば、夕日ちゃんの頭上には、僕の胸を貫つらぬいているものと同じ赤い杭が──数え切れないほど、浮かんでいた。


    「私が止めてあげる……久く郎ろうの呪のろい──久郎の悲しみ」


    　ぶん、と腕を振るう夕日ちゃん。


    　そのとたん、宙に並んでいた杭が、いっせいに僕の体を狙ねらい──降り注いだ。


    「や、め……！」


    　最後まで言い終える前に、杭が次々に僕の体を貫いていく。


    　ぐちゃぐちゃ──だった。


    　再生しても再生しても、杭は僕の体を貫いていく。そのうち、僕の心、悲しみすらも串くし刺しにされていくような気さえしてきた。しかもこの感触──これは、呪いだ。


    　なのに、夕日ちゃんの気分が高こう揚ようしてない。むしろ、ひどく冷静に見える──僕の知らない呪いを使っているのか？　でも、この杭、一本一本が、夕日ちゃんの呪いでできているのは確かだ。だから、消えてしまえ、とも思えない。


    　夕日ちゃんの呪いが僕を貫くなら、僕は抵抗もせずにそれを受けたい──受けきりたい。


    　呪ってくれ、こんな僕を。


    「六百六十六本……六百六十六回──それが私の杭の数、久郎が死ぬ数……呪いが、掛かる数」


    「夕日ちゃんは……あの、なにを!?　呪い、ですか？」


    「──私の能力……その全すべてを込めた、呪じゆ力りよくを打ち消す呪いの杭……一本ずつじゃ弱い、でも貫き続ければ──荊いばら姫ひめでも打ち崩せる」


    　降り注ぐ杭が、止やんだ──もう空には一本の杭も残っていない。終わった、のだろうか？


    　僕の体は、力なく地面へと倒れ込もうとしたが──動かない。


    　杭くいが止やんだ直後、僕の背後には十字架が現れ、体が磔はりつけになっていた。


    「これが最後の一本……呪じゆ界かい封じの赤い杭──」


    　手に赤い杭を携たずさえた夕ゆう日ひちゃんが──こっちに向かってくる。


    　夕日ちゃんは僕の胸へと、杭を向けると──力の限り、刺し込んだ。


    「この呪のろいが効きくのは久く郎ろうだけ……そうやって対象を絞しぼっても、膨ぼう大だいな数の杭が必要だった……久郎の呪いは、強力だもの──でも」


    　ずぶり。


    「最後の一本。杭殺すわ……久郎の呪いを──！」


    　六百六十六本目──最後の杭が僕の胸に突き立った、その瞬間。


    　胸を貫つらぬく赤い杭の中へ、猛烈な勢いで荊いばらが吸い込まれ──なくなっていく、僕の世界。


    「呪い封じの……呪い？　そんなのできるわけ……」


    「できるわ──私の力……すべてを注げば」


    「そんなはずないっ。だって炎えん獄ごく蝶ちようや水すい銀ぎん蜘ぐ蛛も──あれが夕日ちゃんの呪いのはずだ！」


    「あんなもの……おまけよ……。呪じゆ力りよくのほとんどは、久郎の荊いばら姫ひめを止めるこの呪いに注いで……温存してきた──やっと、成功した」


    　あれがおまけ？　あの驚異の呪いが──片手間の副産物。だとしたら、夕日ちゃんは僕が思っていた以上に天才で、呪まじない師として怪物だ。その天才が才能のすべてを傾けて作り上げた呪のろいが、僕の呪いを止めるものだなんて、おかしなことではあるけれど。
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    　ちっ──、とウサギちゃんバッジから舌打ちが聞こえる。


    『それが君の本領か！　呪じゆ界かい封じ──久く郎ろう君の暴走を止めるためだけに特化し、練り上げた、執念の呪い……くそっ、ボクでも抑えられない力を、君なんかが……！』


    　一気にまくし立てたあと、一呼吸おいてからこるりは心底忌いまいましげに呟つぶやいた。


    『兄きよう妹だいで呪いを掛け合ってるなんて、本当に君らって気持ち悪いな。呪いで縛り合う兄妹なんて、吐き気がするぜ』


    「だって私たち……呪まじない師だもん。呪いが絆きずな──呪いで繋つながってるの……それに久郎の面倒みるのが、私の役目」


    　夕ゆう日ひちゃんは、僕の頰ほおに手を当てると──。


    



    　すぱぁんっ。


    



    　とおもいっきり平手で頰を叩たたかれた。頰に広がる──どんな攻撃よりも効きく、痛み。


    「今でも……私は、久郎のお姉さんなの……だから、弟がいけないことしたら、叱しかるわ──おもいっきり打ぶってやるの……どう、久郎？　反省した？」


    「……う、うん……その、ね、姉さん──ごめんなさい」


    　何年ぶりだろうか──夕日ちゃんを姉さんと呼んだのは。


    　僕が荊いばらに閉じ込める度たびに、成長を止めてしまった──そのせいでいつの間にか年齢は追い越してしまったけれど。今でも、夕日ちゃんは僕の姉さんだ──。


    「姉だった時の、記憶が……なくなったわけじゃない。妹のように振る舞うのが久郎の願いだと思っていたから……でも久郎がそんなにわがままなら、見てられない……」


    　空を覆おおう荊が、なくなっていく。僕の胸を貫つらぬいていた杭くいが消え、自由を取り戻す。


    　呪界の中で負った傷は、呪界がなくなると共に、なくなっていった。


    「あの、姉さん──怒ってる、よね？」


    「うん……とっても。久郎、なんでも思い通りになると思ったら……大間違い、なの。呪界なんて作ってもダメ……私は、恋人にはならない」


    「──そう、だよね。僕はだだをこねてただけなんだ……」


    　そっと手を上げ、夕日ちゃんが僕の目の下をぬぐった。


    「あ……」


    　今気づいたけど──涙が、止まっている。


    　悲しかった気持ちは、消えてはいない。けれど、和やわらいでいるような気がした。


    「……わかったのなら、許してあげる──私は、久郎のこと……今まで通り大好きなの」


    　夕日ちゃんはそう言って──つまさき立ちし、顔をぐっと近づけてきて。


    



    　ちゅ。


    



    　とついばむように、ちゅーされた。


    　そんなことされたら僕は──。


    



    　黒い荊いばらはすべて消え去り、真っ赤な夕焼けが空を染めるその下──不覚にも、盛大に鼻血を吹き出し、僕はその場で昏こん倒とうした。


    



    　こうして、この日の事件は幕を閉じる。


    　終わってもなお、さまざまな、問題を抱えたまま。

  


  
    ◆　　８章　立ちこめる暗雲

  


  
    



    



    「千せん燈とう機関への捜査妨害、電人ロボツト兵器に対する大規模な破損行為、上うえ野のの庭園での炎上のち破壊行動、半径一〇キロにも渉わたる不可思議な空間を作成する異能力の行こう使し──細こま々ごまとしたものならもっとありますがすべてを読み上げる時間がもったいないので省はぶかせていただきますわ」


    　目の前の机に積み上げられた、書類の山。


    　そこに書かれているのは、僕の手による犯行の数々、らしい。


    　雨あま宮みやさんは書類の山にとん、と手を置き、穏やかな口調でたずねてきた。


    「これらの行為はすべてあなたの手で行おこなわれたものですわね。お認めになるのでしょう？」


    「──えぇ」


    　うなずく僕の両手には、頑がん丈じような手て錠じようが掛けられている。


    　事件が終わって二日が経たち──いまだ墓はか場ば博士や三み日か月づき卿きようは逃亡を続け、捕まってはいない。


    　その間、僕はこうして尋じん問もんを受けっぱなしだ。


    　昨日は帝てい都と治ち安あん維い持じ局の査さ問もん委員会に掛けられ、事件について事細かに取り調べられた。


    　もちろん──少年結社ウサギ団による帝都征服についても、語ることになった。


    　ウサギ団の存在を知った帝都治安維持局に広がった反応は、驚きよう愕がくと疑惑、その二つが入り交じったものだった。


    　鬼ほお灯ずき機関に片足つっこんでるにすぎない僕の証言だ。すんなりと信じられる情報でもない。


    　けれど、事実だとしたら、国家を揺るがす大事件に発展する。帝都治安維持局は現在、各機関連携の元、事実の確認を急いでいる。


    　僕からの事情聴取も、まだまだ続けられるという話だ。


    「ちゃんと聞いておりますの？　あなたの事件当日の行動、逃走経路、それをこの地図に書き込みなさい」


    　雨宮さんが地図と鉛筆を僕に渡してきた。


    　今日はここ──警察庁内千燈機関本部取調室にて、雨宮司令直じき々じきの事情聴取だ。


    　少年結社ウサギ団についてたっぷりと質問されたあと──今は事件にどのような関わり方をしたのか、説明を求められていた。


    「あの、手錠外してもらえませんか？　これじゃ鉛筆も使えません」


    「それは無理ですわ。その手錠をかけたのは帝都治安維持局ですもの。私が外すことだなんて……そうですわね──紅葉もみじ、地図を書くの手伝って差し上げなさい」


    　呼ばれた紅葉が、はい、と礼儀正しく返事をし、こちらに向かってくる。


    　雨宮さんと紅葉だけではなく、この取調室の中には千燈機関の人たちでいっぱいだ。僕が不審な行動をとらないよう見張っているとのことで、皆、僕を囲み、怖い顔して立っている。


    「んじゃ、さっさと言え。俺が地図に書き込んでやるからよ。ったく、なんでおまえの面倒を見なきゃなんねぇんだ……」


    　文句を言いつつ隣に座る紅葉もみじ。


    「やぁ……また会えてよかった。この間の戦いで死んだと思ってた」


    「勝手に殺すな。この間はあれだ、ちょいと無茶したら千せん手じゆがぶっ壊れちまっただけで……」


    　語尾にいくにつれだんだん声が小さくなっていく。しかも、雨あま宮みやさんの顔色をちらちらうかがっているし、もしかして無茶したこと、だいぶ怒られたのかもしれない。


    「ふん、俺のことはほっとけ……にしてもよぉ、おまえもいいざまじゃねぇか。手て錠じようがお似合いだぜ──あっちじゃなんの罪に問われてんだ？」


    　紅葉は僕の手錠に目を落とし、うれしそうに口元を吊つり上げる。あっち、というのは帝てい都と治ち安あん維い持じ局を指しているんだと思う。


    「これ？　さっきも雨宮さんに説明しただろ──この手錠はね、僕にスパイの疑いがあるから、拘こう束そくされてんの。帝都治安維持局での査さ問もん委員会の結果、なんの勘違いか、僕に少年結社ウサギ団のスパイ容疑がかけられちゃってね。ま、容疑だからまだ確定じゃないんだけど」


    「なに、おまえ？　スパイなの？　悪の魔法使いの手下か！」


    「違うよ……ただ、墓はか場ば博士が僕を仲間にしようとした、ってのが怪しいとか言われてさ。本当はまだ墓場博士と繋つながりがあるんじゃないかって疑われてんだよ」


    「ふぅん……ま、おまえって裏切り者っぽい顔してるし、仕方ねぇじゃん」


    　裏切り者っぽい顔ってのが具体的にどういうものなのか説明してほしいところだけど、僕はそんな紅葉を無視し、ごとん、と机の上に手錠がかけられた手をのせた。


    　そして、手錠を見せつけつつ、正面に座る雨宮さんを見つめる。


    「……どう思います、雨宮さん。おかしくないですか？　まだ実在してるかも確認されてない少年結社ウサギ団なのに、そのスパイ容疑なんて。無理やりすぎます。まるで僕をどうしてもスパイに仕立て上げたい人がいるみたい、とは思いませんか？」


    　帝都治安維持局の判断はおかしい──僕にかかったスパイ容疑を真まっ向こうから否定してくれたしーちゃんの意見だって、まったく聞く耳すら持ってくれなかったのだ。


    　僕に容疑をかけることは、あらかじめ決まっていたことのように、否定意見は押しつぶされ、僕の手には手錠がかけられた。


    　雨宮さんはそのへんの事情、何か知っているだろうか。と思って話を振ってみると──お得意の悪意に満ちた笑みを浮かべ。


    「私としましては一人でも多くの異能力者が捕まっていてくだされば、それに越したことはありませんわ。あなたは危険な存在ですもの。スパイでなくても、捕まえておかなければなりません。私たち、千せん燈とう機関の手によって──」


    　と言った。


    　異能力者撲ぼく滅めつ主義。


    　協力的な態度をとる気はさらさらないらしい。


    　すると、取調室の扉とびらが勢いよく開いた。部屋にいた千せん燈とう機関の人たちの意識が、いっせいに扉へと向けられる。


    「あいにく、そいつの所有権はまだ鬼ほお灯ずき機関にある。うちで裁かなければならない罪がいくつもあるからな──だから、返してもらおう。制限時間は過ぎている」


    　そう言って入ってきたのは、しーちゃんだった。その後ろには思し夜やさんもひかえている。


    　しーちゃんが、ぎろり、と凶悪な目つきで部屋中を見渡すと、それだけで大勢いる千燈機関の人たちが、怖おじ気けづいていくのがわかった。視線だけで圧倒している。


    　唯ゆい一いつ、圧倒されないのはこの人だけだ。


    　雨あま宮みやさんは、しーちゃんの真っ正面に立ちふさがった。


    「あらあら、騒々しいと思ったら屍し人びと君でしたの？　司令自ら来てくださるなんて感心ですわ。それとも、役立たずの鬼灯機関の司令なんて、お迎えくらいしかできることはなかったのかしらね」


    「相変わらず口が悪いな──役立たずなのはそっちだと、今回の事件で実証されただろう」


    　意地悪く口の端を吊つり上げて、しーちゃんは雨宮さんを睨にらみつけた。


    「今回、我われら鬼灯機関はおまえの根回しのおかげで活動停止にされられた。それは千燈機関だけでも事件を収められる、という雨宮司令官殿の裁量によるものだが……結果はどうだ？　千燈機関はこの事件に関して、まったく役には立っていないではないか。夕ゆう日ひを犯人と決めつけ誤認捜査に終始していただけだ。ふん、笑わせてくれる！」


    「それはこの病わくら葉ば久く郎ろうが千燈機関の捜査をさんざん攪かく乱らんしたからですわ！　それに、こちらの切り札である電人ロボツト刑事たちを壊したのですよ！　あれの開発、調整にどれほどの手間と時間が掛かると思っているのですか！」


    「こんな出来損ない呪まじない師に壊されるくらいの切り札なら、必要ないだろ」


    「お黙りなさい！　そもそも屍人君だって、笑っていられる立場ですか！　三み日か月づき卿きよう事件に続いて怪かい賊ぞく城じようの脱獄騒動。鬼灯機関は不ふ祥しよう事じ続きではありませんか。よかったですわね、鬼灯機関の司令は代々桜さくら下した家が就任する、なんて時代遅れの世せ襲しゆう制がまかり通ってるおかげで、そうそう司令の地位を降格になることはなくて……これが警察庁ならとっくの昔にお役ご免ですわ」


    「だったら、今回の失態の責任をとって、おまえの言うとおりお役ご免となってほしいところだがな……必要のない組織がずるずると存続するなど、見苦しくてかなわんからな」


    「それより屍人君の方こそお気をつけなさい。今回の不祥事については屍人君の謹きん慎しん処分ということで済んでいますが、今後も不祥事が続くようでしたら、世襲制など無視して王室から新たな司令が用意される、なんて噂うわさも耳にしておりますのよ」


    「おまえに心配される筋合いはないな。政府の犬なら黙って政府にしっぽでも振っていればいいんだ。こっちはおまえらには理解できない崇すう高こうな使命を背負っているのだから」


    　両者、いや両組織の意地をかけた罵ののしり合いが繰り広げられているけれど……僕にわかるのは、鬼ほお灯ずき機関と千せん燈とう機関そのどちらともが、今回の事件を解決できず、手痛い失態となってしまったということだけだ。


    　しかも、事件はまだすべての終わりを見たわけではない。


    　帝てい都と侵略──僕らは少年結社ウサギ団の不ふ穏おんな影の一端を、摑つかんだだけにすぎない。


    「おっと、おまえと無駄な話をしているひまなどなかったな──久く郎ろう、帰るぞ」


    　雨あま宮みやさんとの舌ぜつ戦せんを切り上げたしーちゃんが僕の名を呼ぶ。


    　僕は、はいと返事をして椅い子すから立ち上がった。


    「病わくら葉ば久郎、あなたにはまたここに来てもらいます。まだたずねたいことが山ほどありますもの──あなたの罪はまだまだ追及する余地がありますわ」


    　僕は、夕ゆう日ひちゃんのために帝都を守ろうとしただけなのに。


    　千燈機関からは、書類が山になるくらいの罪を突きつけられ。


    　帝都治ち安あん維い持じ局には、スパイ容疑をかけられている。


    　これが、僕の行動の結果──みじめな結末。


    　警察庁の建物から出た僕は、車に乗せられ怪かい賊ぞく城じようへと連れていかれる。


    　スパイ容疑がかかっているうちは、怪賊城に入れられることになったのだ。つい最近まで職場だったはずの場所に、今は監禁されている。


    　救いといえば、まだ疑われている段階なので、囚しゆう人じんが入れられる牢ろう獄ごくではなく、怪賊城別べつ棟むねと呼ばれる、設備が優遇されている部屋（今まで住んでいた寮より一段下がる程度の部屋）に入れられているということだ。


    　しかも、特例として、というか一緒にいないとどんな暴挙に出るかわからないということで、夕ゆう日ひちゃんもそこに一緒に住んでいる。


    　監禁ではあるけれど──兄きよう妹だい仲良く生活はできているわけだ。


    「……くららが色々と罪状を並べ立てていたようだが、安心しろ。おまえの身柄は向こうには渡さない」


    　車の中で隣り合い座っていたしーちゃんが、窓から外の景色に目をやりつつ、唐とう突とつに言う。


    「公共物破損よりもスパイ容疑の方が重要ですからね……」


    　そう返すと、しーちゃんは、むっ、としかめっ面つらでこっちを向いた。


    「おまえのスパイ容疑も、かならず晴らしてみせる──おまえを事件に関わらせたのはこの俺だ。だから責任は俺が取る」


    「ずいぶんとまぁ、しおらしいこと言うのですね。俺の責任だ、なんて、らしくありませんよ」


    「──この状況で軽口叩たたけるとはいい度ど胸きようだ。期待通りの態度を取ってやってもいいんだぞ」


    　とたん、僕の胸ぐらを摑み上げるしーちゃん。首がぎゅうぎゅう絞しまる。く、苦ひい。


    「ご、ごごご、ごめんなさい。あの、本気で、容疑を晴らしてくれること、き、期待はしてるんですよ！　素直に桜さくら下した卿きようの厚意を受け取れなかっただけです！」


    「はんっ──」


    　ぱっ、と手を離し、しーちゃんはじろりと僕を睨にらんだ。


    「ひねくれたガキは好きじゃない……ただ、あれだ。……今回の事件でおまえが抱いだいた信念、夕ゆう日ひのために街を守ろうとした決意を俺は評価している。そして──正しき信念を持つ者を、俺は決して見捨てない。それに下げ僕ぼくを助けるのは、主あるじの義務だ」


    　窓の外に目線を逸そらしながら言うあたり、しーちゃんだって素直じゃないよな、とは思うけれど──なんだか認めてもらえた気がして、うれしかった。


    　緩ゆるみそうになった口元を隠しながら、僕は運転席でハンドルを握る思し夜やさんに話しかけた。


    「そういえば、小こ鳩ばとちゃん──どうしてます？　やっぱり僕みたいに、監禁、されちゃったりとか？」


    　事件後、僕にはまったく自由というものがないから、小鳩ちゃんがどういう処しよ遇ぐうなのか、今日まで知ることができなかった。


    　僕を手助けするために頑張ってくれた小鳩ちゃんだ。できればひどい扱いを受けていてほしくない。


    「小鳩なら心配ありません。今は専属の病院で怪け我がを癒いやしていますよ」


    「よかった……あの、それってお咎とがめなし、ってことですか？」


    「いいえ……さすがにそうはいきません。諜ちよう報ほう担当の任は解かれることになりました……これからどうなるかは検討中ですが、しばらくは、私の小こ間ま使づかいでもしてもらいます」


    「ついに俺の秘書にまで下僕ができたってわけだ。思夜は俺なんかよりも厳しいからな──小鳩にとっては地獄の日々の始まりだ」


    「屍し人びと様、冗談はほどほどに。久く郎ろう君が信じてしまいますから……私は小鳩のこと、昔からかわいがってきたのですよ。ひどい扱いなんていたしません」


    　言いつつも、思夜さんの顔にまったく表情がないのが不安でたまらない。しーちゃんの発言が冗談ではなかった場合、小鳩ちゃんのこれからが心配だ……。


    　そんな会話をしているうちに、車は怪かい賊ぞく城じようの前までやってきた。


    　ここで僕は降ろされ、看かん守しゆさんに引き渡される。


    　すると、車を降りたところで、おい、としーちゃんが呼び止めてきた。


    「そういえば手紙を預かっていたんだ、忘れるところだった──おまえに手紙を渡すことは許されていないが、まぁ、特別だ。親友を名乗る人物が、わざわざ俺の館やかたにまで届けに来たのだからな。渡すことはできないが、ここで読み上げてやる」


    　そう言うと、しーちゃんは懐ふところからウサギの印しるしが描かれている可愛かわいらしい便せんをとり出した。


    　見覚えのあるウサギの印──そうだ、あれはウサギちゃんバッジと同じウサギだ。だったら手紙の送り主はこるり？　あのひきこもりがしーちゃんの館やかたまで出向くなんて……どういう風の吹き回しだ？


    　しーちゃんは手紙を広げると、それを読み上げはじめる。


    「──前略、みじめにフラれた久く郎ろう君。その後、心の傷は癒いえたか？　まだ辛つらいようなら、また店に顔を出せ、そしたらボクが慰なぐさめてやろう。どうだ、やさしいだろう？　そのときには、みやげに山ほど甘いもの持ってこいよ。いいな？　いちご大福とカステラは絶対だからな。では、これで──君の親愛なる友人、こるりより──だそうだ」


    　読み終えたあと、しーちゃんはなにか反応を示すわけでもなく、淡々と手紙を懐ふところへとしまった。


    　僕は、くすりと笑う。


    　こるりのやつ、結局、甘いもの持ってこい、ってことくらいしか言ってないじゃないか。伝えたいことってそれだけかよ。


    　でも。これがあいつなりの心配の仕方なんだろう。まったく、僕の周りには、不器用なやつしかいないのか。……人のこと言えないけど。


    「親愛なるこるりへ──自由になったら、かならず会いに行くよ」


    　返事が出せない代わりに、そう呟つぶやいてみた。


    　次にこるりに会いに行けるときが楽しみだ。どんなおみやげを持っていってやろうか。


    　その後、僕は看かん守しゆさんに連れられ、怪かい賊ぞく城じよう別べつ棟むねの一室へと戻された。


    　僕が部屋に入り、ばたん、と扉とびらが閉められるとすぐさま鍵かぎが掛けられる。部屋に入る直前には手て錠じようも外されるので、部屋に戻るとのびのびした気持ちになる。


    　そして──僕の帰りを待っていてくれるのは。


    「……おかえり」


    　夕ゆう日ひちゃんが、てとてと歩いて近づいてくる。


    「ただいま、夕日ちゃん」


    「私、今日も……おとなしくしてた。ほめて……」


    　夕日ちゃんはなでろ、と言わんばかりに頭を差し出してくるので、僕はなでなで、と頭をなでてあげる。


    「えらいです──夕日ちゃんがいい子だと、僕もうれしいです」


    「……えへへ」


    　無表情のまま、夕日ちゃんは言葉だけで笑う。


    　呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめの暴走を止めた夕日ちゃんに止められた、あのとき──僕は夕日ちゃんのことをやっぱり姉さんなのだと、そう感じていた。


    　けれど、今はまた……元の夕日ちゃんに戻っている。僕の妹として、甘えてくる夕日ちゃんに。


    　僕らは、変わらず──仲のいい兄きよう妹だいだ。


    　僕の恋は報われず、告白は失敗し──そして、元の関係に戻っていた。


    　あれ以降、告白に関することを夕ゆう日ひちゃんは口には出さない。なにもなかった、ということにしているのだろうか。


    　たった一人の家族として僕を好きでいてくれる夕日ちゃん。だから僕も、妹として夕日ちゃんを好きでいないと、いけない。


    「夕日ちゃん──」


    「……なに？」


    「突然だけど──兄妹が越えちゃいけない一線ってどこまでだと思います？」


    「妹の下着を食べる、とか……」


    「広っ、夕日ちゃんの許容範囲に感服です！　あぁ、あんなことやこんなことも許されるのか！」


    　なんてのは冗談。


    　僕は、一線なんて越えないで、ただただ夕日ちゃん想おもいの兄になる。そう望まれているのなら、応こたえるのが兄ってものだ。


    　そのためには、時間が掛かるだろうけど、僕の恋を終わらせる努力をしよう。


    　あきらめる──夕日ちゃんを恋人にすることは。


    　今回の事件。


    　墓はか場ば博士の思い通りに事が運び、宿敵の三み日か月づき卿きようにも脱獄され、そして僕は夕日ちゃんにフラれてしまった。


    　結果としてはさんざん。


    　しかも、少年結社ウサギ団とも敵対すると決めてしまった。


    　これからもっともっとさんざんな目に遭あいそうな予感がひしひしとする。


    　けれど、今は──。


    「そうだ……久く郎ろう、髪、梳とかして……」


    「はい、喜んで──」


    　つややかな夕日ちゃんの髪をそっと手ですくう。すると、ふんわりと、花に似た香りが鼻び孔こうをくすぐった。


    　胸一杯に、夕日ちゃんと共にいられる喜びが、広がっていく。


    



    　そう、今だけはこんな風に。


    　兄妹ふたりっきりの、とびきり甘い時間を堪たん能のうしよう。


    　僕の幸せは、確かにここにあるのだから。
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